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利島村告示第５号 

 

令和６年第３回（９月）利島村議会定例会を下記のとおり招集する。 

  令和６年８月３０日 

 

 

 

利島村長  村 山 将 人 

 

 

                 記 

 

１ 日  時 令和６年９月９日（月） 午前９時３０分 

 

２ 場  所 利島村役場議会室 
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                〇 応 招 ・ 不 応 招 議 員 

 

応招議員 ４名 

   ３番   笹  岡  壽  一  君     ４番   石  野     治  君 

   ５番   井  口     保  君     ６番   寺  田     優  君 

 

不応招議員 なし 
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令和６年第３回利島村議会定例会 

 

議事日程第１号                         ９月９日午前９時３０分開会 

 

日程第 １ 行政報告 

日程第 ２ 一般質問 

       ３番  笹 岡 壽 一 君 

       ４番  石 野   治 君 

       ５番  井 口   保 君 
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出席議員 ４名 

   ３番   笹  岡  壽  一  君     ４番   石  野     治  君 

   ５番   井  口     保  君     ６番   寺  田     優  君 

 

欠席議員 なし 

 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

  村  長 村  山  将  人  君 副 村 長 菅  瀬  優  生  君 

  教 育 長 弟 子 丸  知  樹  君 

総務課長 
・ 住 民 
課  長 
（兼務） 

榎  本  雅  仁  君 

  環境建設 
課  長 

上  野     崇  君 
会計管理 
課  長 

出  口  貴  司  君 

  産業観光 
  課  長 

荻  野     了  君 
総 務 課 
主  幹 

隅     智  孝  君 

  住 民 課 
  主  幹 

長  井  剛  史  君 
環境建設 
課 主 幹 

前  田     裕  君 

 

職務のため出席した事務局職員 

  事務局長 五  味  恵  介   

 



 - 5 -

 

    ◎開会及び開議の宣告 

 

                                   （午前 ９時３０分） 

〇議長（寺田 優君） おはようございます。定刻となりましたので、ただいまより令和６年第３回

利島村議会定例会を開会いたします。 

 

    ◎会議録署名議員の指名 

 

〇議長（寺田 優君） 初めに、議事録署名人を指名いたします。 

  今定例会は、井口副議長、それから石野議員にお願いいたします。 

 

    ◎会期の決定 

 

〇議長（寺田 優君） 会期についてお伺いいたします。 

  今定例会は、９月９日より９月13日までの５日間としたいと思いますが、ご異議ございますか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 異議がないようですので、会期については、９月９日より９月13日までの５

日間といたします。 

  日程についてお伺いします。日程については、行政のほうでお配りしている日程に沿っていきた

いと思いますが、ご異議ございますか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないようですので、そのようにしていきたいと思います。 

 

    ◎日程第１ 行政報告 

 

〇議長（寺田 優君） それでは、早速日程１、行政報告をお願いいたします。 

  弟子丸教育長。 

          〔教育長（弟子丸知樹君）登壇〕 

〇教育長（弟子丸知樹君） 皆様、おはようございます。今議会もよろしくお願いをいたします。 

  行政報告でございますけれども、この報告は令和６年第２回定例議会開会日の３週間前から、令

和６年第３回定例会議開会日、本日の３週間前までの行政の重要な動き、その中で広報等により周

知済みの事案を除くという整理にさせていただいておりますけれども、それらを概括的にまとめて、
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利島村議会にご報告するものでございます。 

  少し多いですが、私からは５点ありまして、１つ目です。体験入学の受入れについてというとこ

ろでございます。昨年度受入れを行った体験入学生の皆さん、今年度もお越しをいただきまして、

受入れを実施いたしました。児童生徒の社会性を育む機会となることに加えて、移住促進の観点か

らも有益だというふうに考えてございます。そういった中で、利島村親子短期教育留学というふう

なところで仕組み化をしてございまして、今後も実施をしていきたいというふうに考えております。 

  ２つ目でございます。サマースクールについてです。７月20日から22日まで友好村である檜原村

の子供たちを迎えまして、利島サマースクールを開催いたしました。今年度はデジタルデトックス

というところをテーマ設定にしておりまして、恒例の海遊びやイルカウオッチングに加えて、利島

探検や音に関するワークショップ、ヨガ教室など、そういったものを実施しているところでござい

ます。 

  ３番目にパラリンピックアスリートによる教育講話、水泳教室の実施というところでございます。

アテネパラリンピックに出場された崎本龍司さんという水泳の方を招いて、教育講話や水泳教室を

実施しました。水泳教室では、とある子供の話ですけれども、泳げた距離が２倍になるなど、様々

な効果が見られたというところもありまして、次年度以降も継続的に実施をしていけたらなという

ふうに考えてございます。 

  ４点目ですけれども、オーストラリアの海外派遣についてです。７月の24日から８月の７日にオ

ーストラリアの海外派遣事業を行ってございます。今年度は８年生、９年生、いわゆる中学校２年

生、３年生ですね、そういったところを対象にしてございます。昨年度の議会において中３という

か、対象学年、受験生だと厳しいねというようなお話もいただきましたので、またコロナ前のどち

らかというと中学校２年生の段階の８年生が行くところに戻していきたいなというふうに思ってご

ざいまして、今年度は２学年まとめて行こうというところにしています。学習意欲の向上等が見ら

れたという部分もございますので、対象学年のどの学年に行ってもらうのがいいのかなというのは

引き続き検討しながらも、今後も教育委員会としての目玉の取組でもあると思っておりますので、

継続的に実施をしていきたいというふうに考えてございます。 

  また、５番目です。高校生と語る会というところで、８月の15日に利島出身の高校生と今利島に

いる子供たちで懇談会をするというふうなもの、お帰り高校生という企画名で実施をいたしました。

利島の子の場合は年末年始とかお盆休みとか、高校生がまとまって帰ってきますので、今いる子供

たちと交流してもらうといいのではないかなというところで、初めての取組でしたけれども、継続

実施を望む声が多くありましたので、お盆の時期にイベントとして定着をさせていけたらいいかな

というふうに考えてございます。 

  ちょっと夏休みで行事の時期ですので、ご報告多くなってしまって申し訳ございませんが、以上

でございます。 
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〇議長（寺田 優君） 引き続き、榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） おはようございます。よろしくお願いします。 

  報告者、総務課長。私のほうから１点でございます。地上デジタル放送、通称地デジと言われて

いる受信状況の調査についてでございます。村は、東京都デジタルサービス局と、あと総務省関東

総合通信局に地デジの受信状況について相談を行っておりまして、その中で日本放送協会、ＮＨＫ

さんが電波状況に関する今長期にわたる観測と短期的なスポットの観測を行っております。そこで、

８月広報とＩＰ告知端末によって、住民の方に地デジ放送の受信状況についてアンケート調査を行

ってございます。現在27件の回答ございました。また、この受信状況についてはＮＨＫと情報共有

を図りながら、そのアンケートの中に個別相談会のご希望についてもアンケートを行っておりまし

て、希望されるといった方については相談会を今のところちょっとＮＨＫさんとの調整中なのです

けれども、12月の中旬頃を予定しているのですけれども、個別相談会を村内で実施していきたいと

いうふうに考えております。 

  以上となります。 

〇議長（寺田 優君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） おはようございます。よろしくお願いします。 

  環境建設課から、集落環境清掃美化の日の実施についてです。令和６年６月１日土曜日、集落環

境の一斉清掃を実施しました。参加いただいた方々に感謝申し上げます。ありがとうございます。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） よろしくお願いいたします。 

  行政報告、報告者、産業観光課長。ラフテレーン・クレーンの利用状況について。令和６年５月

から令和６年７月までの間、ラフテレーン・クレーンの貸出し実績は４日となります。また、伊豆

七島海運の貨物船の荷役作業での使用実績は、令和６年５月は13日、６月は15日、７月は６日の計

34日となっております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 行政報告を終わりますが、何か質問ございますか。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 教育委員会にお伺いします。 

  １点ですけれども、全般的には報告されている５項目については、今後も発展的に継続されるこ

とを望みます。１番目の最初の体験入学についてお伺いしたいと思うのですが、これは結構なこと
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だと思うのです。短期であっても継続することも歓迎したいと思うのですが、質問台に立ちました

のは、２行目の後段にある移住促進の観点という、ここなのです。これは、かつてずっと本村では

課題になっていた問題なのです。それで、議会ももう十数年前になろうかと思いますけれども、結

構遠方まで視察に行ったりしているのです、鹿児島県の先のほうまで。島のほうですけれども。あ

るいは、鹿児島県内も行ったりしているのですけれども。そういう点では、本村の長年の課題であ

ると。一向に前進が見られない、変化が見られませんけれども。 

  これは、本村の今の義務教育９学年といっても空き学年が出る可能性もあるわけで、ぜひともそ

の辺を中学生、小学生ということはなくなりましたけれども、何年生がどうかということはともか

くとして、一定の長期的な移住促進を兼ねたことは取り組んでいただけないかと思うのですけれど

も、いかんせん教育長自身こういう状況になりましたので、ちょっと継続的になろうと思うのです

けれども。実は、村長自身も教育に前向き的な取組を、他の課題政策はともかくとして、教育につ

いてという意思表示、考えを持っていられるので、教育長、村長共々、この移住促進の観点という

のをどういう観点を持つのか。観点と、それから将来展望としてどういう具体策を持って対応しよ

うとしているのか、その辺もし見解といいますか、構想といいますか、ありましたら伺いたいと思

うのです。 

〇議長（寺田 優君） 弟子丸教育長。 

          〔教育長（弟子丸知樹君）登壇〕 

〇教育長（弟子丸知樹君） ありがとうございます、ご質問いただきまして。 

  いわゆる体験入学というか、どのように子供を増やしていくかという方向性については、基本的

には恐らく議員がおっしゃるところは離島留学という制度で、保護者の方が来ようが来まいが子供

を寮のようなものを造って受け入れていくのだというようなご趣旨なのかなというふうに拝聴いた

しました。実際にそうしているほかの小規模な離島もあるというのはご指摘のとおりでございます。 

  一方で、今利島村が取っている方向性というところでいくと、なるべくまさに移住政策に力を入

れながら、家族で移住をしてきてもらおうではないかというような方向性であるという大きな考え

方の整理としてはそのように考えられるかなというところで思っております。 

  その理由というか、なぜそのような方向性かというところで申し上げますと、利島村の場合はや

はり家族で来ていただいて、来ていただいた家族の方にはまさに島のキープレーヤーとして働いて

いただいて、子供たちは学校に通ってもらってという、そういうところを目指したいなというとこ

ろが方向性の一つかと思いますし、加えて離島留学を実施する場合はやはり寮をどうするかという

のが最大の問題でありまして、実際問題様々な離島においても、まず一つは受入れに苦労している

というところもそうですし、幾つか散見されている例でいくと、年度途中で急に受入れができなく

なったときに、さてどうするのだというふうなところで、受け入れることがかなり難しくなって混

乱を招いてしまうというケースも実際に聞こえていたりはするものですから、正直なところ、でき



 - 9 -

るところとできないところがあるのではないかなというふうに考えてございます。 

  そういった中で利島村の場合は、私が今申し上げたいろんなリスクの部分を考慮した上で、やは

り実現可能な方策として家族で移住をしてきていただくという方向性を取るべきではないかなとい

うふうに今の執行部全体としては考えているところですので、そのような方向性を今後も継続して

いきたいという意味で、移住政策の担当もかなり力を入れていろんな取組をやっておりますし、そ

の成果として利島村というとほかの離島から見ると移住者の多い島という評価を受けていて、実際

にどうやって移住者を招いているのというふうな問合せとか、ご興味とかも利島村に寄せていただ

くことは多いので、一定の評価を得ているのではないかなというふうにも思っています。なので、

この今の方向性を継続していくというところなのかなというふうに思っております。一方で、今後

も様々な取組を考え得るとは思いますので、ご意見いただきながら進めていきたいなというふうに

考えております。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 先ほど弟子丸教育長が答弁されたとおりで、この件に関しましては教育長ご

就任以来、何度も打合せというか、協議、議論をしてきたことであって、先ほどの教育長の答弁に

相違はございません。 

  やはり欠学年ですとか、今後の子供がどうなっていくのだという懸念は我々も危機感を持ってい

るところでありますが、かといってすぐにどうすることもできないというふうに考えております。

手法としては、まずは今の教育環境を充実させること、それがまず一つということで、学校の先生

とか、いい先生が集まるような仕掛け、もしくは教育のカリキュラム、カテゴリーを義務教育学校

にすることにより、より島に特化した教育をできるようにすること。それから、あとは利島をより

知ってもらうということで、移住される方というのはタイミングとかが非常に重要で、それが今で

なければ駄目だとかというところがマッチする可能性がなかなか難しいと。当然当方の住宅の事情

等もありますので、非常に難しいといった中で、できる限り種をまくと言ったらあれですけれども、

知ってもらう機会を増やしていくということで、そのタイミング等がマッチしたときに移住につな

がるということになると。一気に100名とか30名とか移住されると言われても、利島自体が受け切れ

ないというところもありますので、キープレーヤーを１人でも２人でも増やしていくように、今は

いろいろなことをできるだけやっていく、できる範囲でやっていくということが今の考え方、手法

だというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 
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〇３番（笹岡壽一君） この議論は、先ほども少し歴史を述べましたけれども、片仮名で言うとホー

ムステイ、日本語では何と言うのでしょうか、家庭滞在型とでも言うのでしょうか、親御さん、あ

る民家に子供を預かっていただいて通う方法、それについては本村でも若干の実績が、教員もやっ

ていましたし、また他の人も一時期やっていた。そういう村自体全体から見ると、利島村とすれば

そういう体験があるにはありました。 

  しかし、それもその後、皆さんご承知のとおり、ホームステイで学校に通学しているという子供

はそれ以来まずないということと、それから教育長も述べていましたけれども、実は寮についても

もう数十年前、教育長がある東京の23区内のある区から申入れを受けて、教育委員会へ。それで検

討したことがあるのです。村も、ならば用地はどこへ建てるかということで、寮の建設地、そこも

視察したり、一定の交渉もしてきました。だけれども、それも簡単には諸般の事情とでもいうので

しょうか、今村長が言うとおり、いつも今なのです。いつでも今なのです。今日も今。今はできま

せん。あの当時も結局今はできません。それが数十年たっても何ら発展性もなければ、方向も見え

ないと。そうして、学校のさて児童生徒と言っていいのですか、生徒ですか、全部。分かりません

けれども。の変遷は、欠学年がいつ出てもおかしくないような状況があると。当時もあったのだと

いうことで課題になってきた。それで、現在もまた見渡した将来的にも厳しいと。頼りになるのが、

その時々に転任されてこられる教員のご子息だとか、あるいは他のところに勤めに来られた人の一

時的なご子息だとか、そういう方が頼りかなという感じがするわけです。 

  そういう意味で、定住とまではいかなくても、例えば神津島は小中学校ということではないよう

ですけれども、そういう滞在型の、我が本村では滞在型の、６年生なのか、８年生でなければ、ま

さか１年生、２年生というのは厳しいだろうと思いますけれども、これは私の主観ですけれども。

親御さんでもいないと厳しいと思うのですが、それらを見合って、何らかの具体的な施策にどう取

り組んでいくのだという、これが見えないのです。結局時々の状況で厳しい、難しいと、そこの判

断に結論が出てしまっているのです。今伺えば、村長もまさにこう言っては失礼かもしれませんけ

れども、三十数年前の教育長、あるいは村長と大体我々議員も含めて同じような答弁だと。発展性

が見られないという感じがするわけです。 

  そこで提案といいますか、お伺いなのですけれども、年次計画は立てられませんか。これがない

と、計画していく上でもそのために利用計画として、これは教育委員会が中心になろうと思うので

すが、新しい教育長がどう考えるか分かりませんが。年次計画をある程度持って、ホームステイな

らホームステイを推進するのか、あるいは寮制度を検討していくのか、具体化しないと、そうした

計画を持たないと、同じような話で途切れ途切れになって進んでいくという感じがします。思いが

します。ここまで来て、それで定住とまで、移住というところまで踏み込もうとしている。これを

ぜひ具体化してほしいと。今日、明日ということはもちろん言いません。例えば向こう３年間でど

うするかとか、向こう５年間でどうするのだと。そのために今は何をどう取り組んでいくのだとい
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うことです。にわか質問みたいで恐縮なのですけれども、何かお考えはありますか。 

〇議長（寺田 優君） 行政報告なので、議論はまた後に回したいと思うのですけれども、何かあり

ますか。 

  弟子丸教育長。 

          〔教育長（弟子丸知樹君）登壇〕 

〇教育長（弟子丸知樹君） ありがとうございます。お答えをいたします。 

  今現状考えられる、まさに移住定住政策の一環として、短期間で成果を出せるところでいくと、

私が今まさに行政報告で申し上げた、短期でもいいから利島の学校を体験してみたいという子をど

うやって受け入れるかという仕組みをまずつくるというのが先決だろうというふうに思いまして、

様々なものを取り入れるかと思いますけれども、短期的に仕組みとして整備できるものとして行政

報告でご報告したものをつくったところでございます。 

  一方で、議員のおっしゃるいろんな例えば寮の整備とかいった方策になりますと、かなり費用も

かかってきますし、その寮の部分で例えば建設をするというふうなところになった場合に多額のお

金がかかってくるので、例えばそれと学校の校舎の改修とか建て替えをどっちを優先させるのだと

か、そういう議論にもなり得ると思うのです。そういったときに、果たして議員のおっしゃる施策

がどれぐらい即効性のあり、なおかつ効果が出せるものかというようなところもよくよく検証しな

ければいけないなというふうに思っていますので、体験入学というか、離島留学の寮の整備で計画

を立てていくというよりは、まさに今後どのような教育委員会の施策の中で優先順位をつけていく

かという全体のところとも関わってきますので、なかなか離島留学の文脈のみで計画をつくるとい

うところは難しいのではないかなというふうには思ってございます。ただ、いろんな事例を、他島

の例も勉強しながら、議員のおっしゃるように、この島の例はあるけれども、これは高校でやって

いるのだとか、様々な文脈があろうと思いますので、勉強しながら進めていくというところかなと

思っております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。議論はできないから。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） しようがないかもしれないです。そうは質問しましたけれども。構想だけは

あるのだけれどもということで。永遠の課題かもしれません。 

  それはそうとして、現実的に具体を伺いますけれども、いわゆる短期というのはどのくらいの短

期なのですか、これお伺いしておきたいと思うのですけれども。例えば10日ぐらいとか１か月ぐら

いとか。 

  それから、この費用は親御さんたちは。村が全面、どこへどう宿泊しているか分からないのです

けれども。この費用は全部教育委員会の予算で処理されている、対応しているということでしょう

か。 
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〇議長（寺田 優君） 弟子丸教育長。 

          〔教育長（弟子丸知樹君）登壇〕 

〇教育長（弟子丸知樹君） ありがとうございます。 

  期間につきましては、このケースの場合は１週間程度でございます。費用については、基本的に

いらしていただくご家族で負担をいただくようなものでございます。一方で、かなり民宿費用等か

さんでしまうというところもありますので、例えば交流会館の横にある一時滞在の施設を使うとか、

そういった部分を取り組みながら、費用の低減に努めていっているという部分でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 総務課にＮＨＫの調査について、これは単に電波障害でテレビ、あるいはラ

ジオの受信がしにくいということで継続的だか、スポットだか分かりませんけれども、あれやこれ

や調査していくと。 

  これは、１回か２回調査したら、地球の環境が極端に変わったら知りませんけれども、あるいは

本村内での構築物ができた、できないでも違う。その場所、場所によっては違うかもしれませんけ

れども、１回か２回、具合の悪いところを調べれば、それで事が終わるような気がするのですけれ

ども、何か他に違った目的があるのでしょうか。それだけではないのだよという。長期であり、か

つスポットでありというのは。意味がちょっと分からないのですけれども。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  利島の場合、地理的条件、海を隔てて電波が渡ってきているといったところで、海面の状況によ

って大きく視聴できる、映りが悪かったりとかよかったりというのが変動してしまうと。一般的に

夏の時期というのですか、水温が上昇してくると水蒸気が発生して、フェージング現象というので

すか、夏場は映りが悪いとか、これは利島に限らず、伊豆諸島とか、海を隔てて電波が通っている

ところというのは実際に他のところでも分かっていることではあるのですけれども、そこを長期的

にどの程度、今中継局が大島にございますけれども、大島から出力してここに到達するのは理論上

というのですか、実際の計算上の話ですとちゃんとした電波が届いているよと。ただ、実際に各家

々からお話をお聞きするとテレビが映らないとか、そういったのもございますので、そこを今長期

的な観測は役場の棟でどの程度映りが悪くなるかどうかという、よくなるか、悪くなるかという電

波の調査を実施していまして、それがはや半年以上実施しているのですけれども、やはり映らない

ときは映らないと。ふだんは映るのだけれども、どうしても映りが悪くなるときというのが発生し

ていて、そういったものの調査を長期的に実施していると。実際にＮＨＫさんとかが持っている情

報では、利島のどこの箇所でもよっぽどの遮へい物とか、アンテナの位置が悪かったとか、向きが



 - 13 -

悪かったとか、そういったのを除いては、利島では電波は映るだろうという実際のデータ上はある

のですけれども、それと実際には私どもも映らないねというところのそごというのですか、乖離の

ところを長期観測やらないと分からないといったところで、長期観測させていただいていると。 

  スポットのほうの２回ほど来ていただいて、実際にアンテナというか、手持ちのアンテナとか、

そういったのを立てていただいて、そのところで計測器を見て計測しているのですけれども、実際

に役場の庁舎とか村営住宅の中で映りが悪いとか、映っているとかいうのを把握しながら調査をや

っていただくと、25センチ程度、アンテナの高さをずらすともう映りが大分変わるというようなと

ころもあって、そういうところのスポット的なところ。地点、地点ごとによってどの程度電波の状

況、映る状況というか、電波の強さがちゃんと受信できるかとかという調査もしていただいた中で、

やはり個別に家々で映っているお家はいいのですけれども、映っていない、なかなか映りが悪いよ

うなお家については個別に相談会を設けて、申し込んでいただいて、来ていただいて、うちはこの

状況なのだけれどもというのをＮＨＫの技術職員が現地のご自宅を訪問していただいて、何が原因

なのかと。アンテナが悪いのか、それともテレビが悪いのか、それとも配線が悪いのかとか、いろ

いろな様々な原因ございますので、そういったものの調査はしていただけるといったところを12月

に実施したいといったところなので、その個別相談を行うに当たっての事前調査みたいな形で長期

観測とスポット的な観測をやっていただいたといったところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） かつて地デジというのは昔のアンテナ、今は丸いパラボラアンテナになりま

したけれども、衛星中継になって。かつては、東が全部駄目だったのです。教員住宅中心にして。

今は衛星中継みたいになってしまったからみんなそれ解消しているのかどうか分かりませんけれど

も。西のほうはまあまあ映るのです。西山の住宅に私昔住んでいたことがあるのです。あそこなん

かアンテナ要らないのです。家の中に置いておくだけで。それぐらいよかったですよ、映りは。だ

けれども、東のほうはちょっとどういうわけだか具合が悪いのと。 

  それから、さっき海水温という話が出ましたけれども、夏場になると漁船の無線で障害を受ける

ということも聞いていましたけれども。いずれにしても、これはいっときやればいいというもので

もないでしょうということになるなら、スポット、スポットのここ、あそこもそれなりにやるとし

て、個別に。相当長期にやっていくという、継続してやっていくということなのでしょう。原因を

突き止めて、なお原因が分かったらそれを改善するところまで。それでなければ意味がないです。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  まず、１点訂正というか、修正させていただきたいのは、パラボラアンテナは今回調査の対象で
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はないのです。衛星放送は対象ではなくて、あくまでも地上デジタル放送です。議員がおっしゃっ

ていたのは多分アナログの時代の放送で話をされていたと思うのですけれども、今デジタルに移行

されまして、地上デジタルで、昔はＶＨＦだった。それがＵに変わりました。そこでＵに変わった

ときに、いっとき利島も映らなくて、衛星放送に切り替えてという流れの変遷ありましたけれども、

それで大島の中継局が開局されて、電波を発信している中で、やはりどうしても漁船が通るとテレ

ビが映らないという根拠というものが基本的には今までなかったと思うのです。長期観測している

と、夜のこの時間帯のこの時期にというのがあれば、そこで必ず何か電波に影響を与えるものがあ

れば、そこは長期観測で十分把握できるといったところもございますし、そういった中では長期観

測はＮＨＫさんもある程度長いスパンでやっていただくというお話になっています。 

  スポット的なところというのは、ここは技術的なというお話もＮＨＫさんともさせていただいた

中で、そのときは映るのだけれども、ちょっとした海面が潮の満ち引きですとか、あとは先ほど言

った水温の水蒸気の量とか、そういったものによっても一概にこの場所が必ず全部の局が365日映る

かと言われると、なかなかそこが厳しい現状はあると。ただ、今よりも改善することはできるでし

ょうという中で、そこは比較的、今最善を尽くせるのを個別相談会をやっていただければ、調整と

いうか、この場所がいいでしょうと。ただ、ＮＨＫさん、直接の工事できませんので、ご提案だけ

はいただけるといったところと、あとはそれは今回やって、また駄目になったよと言えば、それは

それでまた別途お願いというか、個人的なお願いでも、そこはＮＨＫさんとしても動いていただけ

るというようなお話なのですけれども、今回村がお願いというか、村のほうからも要望していたも

のですから、利島の中で集団で全体的に村のほうに来ていただいて、１週間とかのスパンをもって

対応していただくみたいな形で今回対応していただけるというお話をいただいていますので、個人

で呼んでも別にＮＨＫさんとしてはお断りすることはないというようなご回答をいただいています

ので、今後定期的に、今回やって映りがよくなったけれども、またどこかのタイミングで映りが悪

くなったよと言えば、個別相談みたいな形で行っていただければいいと思いますし、その辺はＮＨ

Ｋさんのほうも今回１回限りですと、そういうことはないというふうに私どもも伺っています。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 質問してよかったです。というのは、最後が大事だったと思うのです。実は

それを聞きたかったということもあるのですけれども、村が共同でやっている、あるいはお願いし

た、相談しながらやっている、ＮＨＫと。ということで最後にお答えいただいた、発言していただ

いた、お困りの方は村に申し出れば、うちはどうもテレビの映りが悪いのだとしてくれると、そう

するとＮＨＫさんが来て、その場所を調べたり、改善策をいろいろ検討したりしていただけるとい

うことでいいのですか。やってくれるならいいのです。 
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〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  ちょっと私の説明がまずかったのかな。今回は村が実施しているのですけれども、ＮＨＫさんと

しては個人の方から受信相談を受けた場合は、個別でも対応できるというような形で、今回村のほ

うで取りまとめてではないですけれども、ある一定期間、１週間程度、窓口を村で設けるわけでは

なくて、ＮＨＫさんの職員の方が来ていただいて、そこでＮＨＫさんが窓口をつくっていただいて、

実施していただくような形を村は協力というか、お膳立てしたというところでございまして、そこ

について今後村がずっとそれを、村に住民の方から、テレビが映らないというのを窓口として受け

るわけではなくて、あくまでも窓口はＮＨＫさんのほうの受信に関するご相談とかというのがお電

話番号とか、そういったのがございますので、そちらにお電話していただくような形になるかと思

うのですけれども、今回一時的にというか、村でそういうことをやったのが地デジ放送が始まった

ときに調査したり、いろんなことはやっていたのですけれども、それ以来やっていなかったもので

すから、村のほうでも住民の方からもお問合せ等々もあったものですから、ＮＨＫさんと東京都さ

んと総務局さんとご相談させていただいて、ＮＨＫさんのほうをご紹介いただいたというような形

になっていますので、個人の方がテレビが急に映らなくなってしまったというお話でしたら、ＮＨ

Ｋさんのほうにお電話していただくような形が今後続くのかなというようなところでございます。

また、何年後かはあれですけれども、全体的にテレビの映りが悪いよというようなお話になったと

きは、また村のほうで取りまとめてというのか、集団的な個別の相談会みたいなのを開催していけ

ればなというふうに考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 従来は、ＮＨＫに無条件で利島村はこういう段取りをしなくても、この事業

をやらなくても、従来も例えばＮＨＫへ電話すればどこでも飛んできたと。やっていたのか、ある

いはそうでなくて、村が対応したので、今回こういう対応をしたので、これを機に利島の方々は、

よその人は知らないけれども、利島の人たちはＮＨＫに電話すれば来てくれるようになりましたよ

ということなのでしょうか。そうではなくて、もともと誰でもよかったのだということなのでしょ

うか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問に申し上げます。 

  端的に申し上げますと、誰でもＮＨＫの受信相談の窓口にお電話すれば、飛んでくるかどうかは

ちょっとまた別の話というか、そこはＮＨＫさんに確認しないとあれですけれども、そういったと



 - 16 -

ころでは相談は誰でもできるという窓口はあったと。ただ、私も不勉強であったのですけれども、

そこについてなかなか知らなかったというか、そういった中で、今回東京都さんと先ほども申した

とおり、総務局さんとのお話の中で、ＮＨＫさんを紹介していただいて、ＮＨＫさんも利島のそう

いう現状をそこで把握していただいて、そういう状況でしたら集団でやったほうがというか、利島

に来て実際に何日間か調査ではないですけれども、調査もしながら、今度個別の相談会もやったほ

うがいいというような形で今回来ていただくことになったといったところでございます。 

          〔「１件」と言う人あり〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） ごめんなさい。事前にアンケートをやっていまして、既に十何件

か、26…… 

          〔「１件でも具合が悪ければ来るんですか」と言う人あり〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） そこはちょっとごめんなさい。ＮＨＫさん次第になってくるのか

なと。私どももしますけれども、村営住宅等々で悪ければ当然こちらの範疇でもありますので、要

望はしますけれども、ただ今までのＮＨＫさんの話の中では、１件でも悪ければそれは当然対応し

ますというお話はいただいています。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないようですので、行政報告を終了いたします。 

 

    ◎日程第２ 一般質問 

 

〇議長（寺田 優君） それでは、引き続き日程２、一般質問を行いたいと思います。 

  今定例会は、笹岡議員より一般質問を行ってください。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 質問に先立って、10月６日には村議会議員選挙が執行されて、新たな議員に

よる村議会が構成されることになります。私は、島外医療受診の際の旅費支援制度の充実と椿油製

油工場の早期建設をはじめ、医療、福祉、教育、産業と住民の生活に関する要望や意見が村長をは

じめ行政職員の皆さんに受け入れられて実現するよう、住民の皆さんと力を合わせて努力してまい

ります。 

  島外診療の際の旅費助成です。私は、全住民を対象に、交通事情による２日間までの延泊を含め

て交通費、ジェット船、愛らんどシャトルを利用して、それぞれ違うわけですが、宿泊料金は島嶼

会館を基準に１回につき実費の５万円までの70％を際限なく助成することを求めます。これによる

島嶼会館に２泊した場合の助成額は、島嶼会館が９月から値上げした後の概算で、往復船舶利用で、
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ジェット船ということも含めてですが、船舶利用で２万円、片道愛らんどシャトル（大島間）を利

用した場合では２万2,000円になります。これ概算です。この制度で、全村民を一律に助成した場合

の年間の負担額は、６年度の予算額を根拠に推計して350万円程度と考えます。早期の実施を求めま

す。 

  私たち日本共産党の島しょ議員団は、日本共産党の都議団と力を合わせて、島しょ住民の命と健

康を守るために、引き続き東京都に支援助成を要請していきます。 

  奨学金返済額の２分の１を免除。私は、日本は高等教育にかかる授業料、入学金などが高過ぎる

上に、有償の奨学金による返済など教育費の負担が重く、先進国の中でも教育後進国と言われてい

ることを述べた上で、村の奨学金返済額の半額を早期に免除するよう求めてきました。年に僅か80万

円程度の負担で事足ります。村長の英断を求めます。 

  独居、独り暮らしの人に対する支援体制の確立。村内には、単身で生活している中高年の人が多

数います。そうした中で自活が困難で介護を有する人に対する24時間介護体制、もしくはそれに準

ずる介護体制を備えた新たな施策の構築が望まれます。ここ数年の重要な課題として取り組まれる

よう提案します。 

  次には、村営住宅の改修。村営住宅の調査の結果、さきにアンケートをやられたようですが、損

傷箇所のある住宅の早期改修を求めます。これは予算化されていますけれども。 

  それから、サテライトオフィス施設の管理運営。管理運営は直営であれ、業務委託であれ、誰ひ

とり利用者がいない日々が幾日続こうとも職員の常駐は要します。前議会で今後の検討としていた

事項について、具体策を説明願います。 

  １つは、運営管理に要する職員数は何人構成ですか。建屋ごと、施設ごとに配置しますか。 

  ２つ、運営管理に要する諸経費の総額はどのくらいを見込んでいますか。 

  次には、椿油新製油工場の建設です。新製油工場の早期建設は、生産者、農協の悲願となってい

ます。村長は、口では建設すると言いながら、建設年次は明らかにできないと言っています。用地

取得も測量も具体的な計画を明示しない行政の姿勢に不安といら立ちがあります。そればかりでは

ありません。住民の中には、今の村はマゴエンの施設、サテライトオフィスというのでしょうか、

に執心なあまり、椿油製油工場の建設は心ここにあらずではないのか。まるで他人事といった印象

を受けるといった声もあることも申し述べておきます。 

  建設地については、私が、村が候補地として用地取得する現製油施設の周辺ではなく、従来から

課題となっている衛生環境を重視して、さきに議会が視察した村有地と、その周辺の民有地の一部

を取得して建設することを提案したことに、村長は、用地は決定してはいない、そこも含めて検討

すると答えています。今年度予算には、調査費のみ計上していますが、私は補正計上して、今年度

中には用地を確定して、測量も終えるべく取り組むことを求めます。次年度から2026年度にかけて

施設を完成する計画をもって、2027年度の秋には新工場の供用開始を図る取組を求めます。村長の
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意気込みを伺います。 

  椿林の放置林対策です。住民の中には、椿油産業が壊滅したら、生産者に限らず、人口は激減し

て、農協の衰退はもとより、村役場の縮小も避けられない。そうした事態になれば、この島の行く

末に大きな打撃となると憂う声があります。決して絵空事といって聞き捨てられる事態ではありま

せん。この放置された椿林を復元するには、机上の論はとうに過ぎ去っています。早急に策を講じ

て復元事業に取り組まれることを求めます。 

  次は、椿油産業の支援事業です。農協が取り組んでいるＪＡＳ椿油の買取り価格に、村が椿実１

キログラム当たり350円の支援助成することを求めます。この施策を講じることによって、勤労され

ている若い人たちの生産意欲を誘引することに功を奏すると考えています。これが実現すれば、椿

油産業は魅力ある産業として期待できる、将来展望につながると考えます。生産者の声を重視して

いただいて実施されることを求めます。 

  次は、議会、行政、農協の三者会議の開催です。私たちは、今村政に携わる者として、この島の

人たちはこの先何をもって生活基盤としていくのか、そのため今求められている施策は何なのかが

問われていることをお互いに共有して、施策を進めていくことが大きな課題と考えています。そこ

に展望を見いだすには、将来の椿油産業振興の要となる後継者対策として、議論の成果を三者が共

有するために、Ｉターン、Ｕターン者で就農希望の代表者を含めた三者会議の開催は必須と考えま

す。会議は、一、二回程度で終わることなく、年に２回程度の開催で中長期に継続することが肝要

と考えます。村は生産者会議で対応しているとの姿勢から抜け出して、三者会議の開催に取り組ま

れることを求めます。農協からも開催を要望していると聞いています。 

  診療所敷地内道路の改修の整備です。車で走行しているときにはあまり感じませんが、歩行通行

されている人から、凸凹だらけでつまずいて捻挫しそうで歩きにくいとの声が以前からあります。

特に高齢者などには、転んで思わぬ大けがをする危険も考えられます。早期の改修を求めます。 

  新ごみ焼却施設の建設です。新焼却施設の建設計画が不透明で、事実上棚上げ状況にあります。

公共の施設建設については、計画の進行中はもとより、計画の構想時点から公開することで、課題

を共有して事業の推進に当たることが望ましいと考えています。その観点からして、村が行政内部

で計画が確定してから公開するという姿勢を固辞する理由が理解できず、苦慮しています。なぜ公

開が不適切なのか、法的規制でもあるのか、理由の開示を求めます。 

  生ごみ処理です。発酵促進剤を活用した調査と実証実験に必要な物資を無償供与して、実証調査

を無償で依頼することを求めます。効果があれば実施を望みます。 

  最後に、改定地方自治法です。さきの国会で成立した改定地方自治法は、市町村長が指定した地

域の特定の団体、地域指定共同活動団体と言っているようですが、略称して特定団体は、財政はも

ちろんのこと、行政財産の、つまり庁舎を含む全てです。村の施設、学校、病院、その他、利島で

は勤労福祉会館全て。あるいは交流会館。行政財産の貸与等様々な支援や特例を設けて、公共サー
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ビスを担わせる新しい制度です。おおむねの内容は、団体の指定に当たっては、指定管理者制度と

は異なり、選定委員会の設置や議会の議決などは要しません。指定は、長の随意契約によることに

なります。契約期間の設定も特に要しません。行政からすれば、行政サービスを民間に担わせる利

がある反面、特定の団体が長期にわたって優遇されたり、島外の企業が村内に子会社をつくって指

定を受けるとか、情報公開が義務づけられていないことなど、運用の在り方によっては様々な問題

も起こり得る可能性があります。条例制定に当たっては、拙速に議案とするのではなく、村の将来

を左右しかねない条例との配慮の下に住民との話合いを図るよう求めます。 

  以上で質問を終わります。答弁内容によっては再質問をいたします。以上です。 

〇議長（寺田 優君） 一般質問の朗読が終わりました。 

  それでは、１問ずつ答弁をお願いしたいと思います。 

  初めは、島外診療の際の旅費補助についてです。 

  榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） よろしくお願いします。笹岡議員のご質問にお答えします。 

  島外診療の際の旅費等の補助についてでございます。島外医療機関への交通費等の補助について

は、平成29年から令和５年度までの実績でいきますと、最大で令和３年度が262件、平均でも206件

となってございます。議員からご提案いただいている１回当たり最大３万5,000円ぐらいの補助、こ

の回数を無制限にするというようなところを加味すると、最低でも700万円以上の補助で予算に膨れ

上がるのかなというふうに私どもも試算してございます。補助制度の全体の維持に700万円以上の予

算となると支障が出るおそれがあるため、この補助の拡充を実施する場合には、併せて補助全体の

見直しが必要になってくるのかなというふうに考えてございます。 

  現段階では、一律の増額といったものは考えておりませんが、補助の拡充に必要な財源の確保の

ために、村としても引き続き全国離島振興協議会や東京都町村会を通じて、国に対して要望を図っ

てまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） よそのことというと、皆さんすぐよその、よそのと言われるので、こちらも

あれなのですけれども、あえて町村名は言いませんけれども、お調べいただければ皆さんはプロで

すから、お分かりだと思いますから、必要なら調べていいと思うのですけれども、回数については

無制限といっても、そんな毎日毎日、365回行くということはない。そうしたら入院しています。ち

なみに言いますと、あるところの自治体では無制限ではないです。しかし、事実上無制限と言って

います。それは何で。24回です、年に。24回。１か月に２回ということですか。そういうことで、
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今750万とおっしゃいました。私は350万と言ったのです。３万5,000円、何回出すのだか知りません。

何回出したら３万5,000円、最高額です。５万円の70％ですから３万5,000円、これだけの人といっ

たら５万円かかる。船賃は決まっていますから。島嶼会館を何泊するのだと。でっかいホテルは別

です、１万5,000円なんていうのは。それだって6,000円しか出さないのだから。 

  そういうことで、そういう話ではなくて、もう少し現実味のところですり合わせできませんか。

24回なんて、皆さん、えっ、そんなところあるのと言いたいぐらいでしょう。今まで12回だった。

それを24回にしてしまった。こういうところもあるということです。私が言う無制限というのは、

何も300回やれと言っているのではないです。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  私も島しょの民生部会でもこの議論というのは常日頃、毎年大体１回以上は実施させていただい

て、そのたびに島しょの補助のどういう要件だとか、そういったものを出して、回数制限は何回だ

とか、そういったものを出していただいて、情報共有等々させていただいておりますけれども、ほ

かの島の話をよくするというようなお話をしていますけれども、教育長も日頃からよくおっしゃっ

ておりますけれども、ほかと比べてうちの補助が大変手厚いと私自身は考えております。24回助成

するところも対象者が非常に限定されていたりとか、そういったところもあると思います。実際に

利島の場合、診療所にかかって医師がオーケーすれば、基本的に全員行くと。ほかの回数が多いと

ころとか、そういったところは難病に限定しているとか、そういったところは一律で村のほうで一

番条件的に緩くて、補助の金額も大きいのは利島村ではないかなというふうに考えてございますの

で、そこについて歩み寄るべきところというか、そういったところもあるのかというようなところ

のご質問がありましたけれども、十分配慮しながら今実施しているかなというふうに考えておりま

す。 

  また、今回９月からも島嶼会館の値上げに伴って、宿泊された場合は1,500円、補助のほうを拡充

させていただいているというようなところもございますので、そこについては村としても十分配慮

していかなければいけないというのは、議員のおっしゃっているとおりかなというところもありま

すので、そういったところでは対応させていただいているといったところでございます。 

  今後さらに制度のほう、議員が以前から、ほかの議員もそうですけれども、おっしゃっている若

年層にも、低所得者の分も拡大させたほうがいいのではないかとか、そういったところも含めて制

度設計そのものの議論をしていかなければいけないのかなと、検討していかなければいけないのか

なというところは考えてございますので、そこも含めて今後ともこの補助については引き続き検討

を重ねてまいりたいというふうに考えております。 

  以上です。 
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〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 長々こればかりやっているわけにもいかないのですけれども、冒頭から。考

え方といいますか。私は、弱者という当事者からの立場から考えているのです。皆さんは財政がも

ったいないというか、財政の管理者としての立場からやっているのか分かりませんけれども、やは

り病めたる者、病める者、ここに揺り籠からという言葉がありますから、自治体の原則に。そうい

う意味で考えてもらいたいと思うのです。 

  そこのところはまだ歩み寄りはできないようですけれども、もう一点伺いたいのですけれども、

これは私がじきじき最近個人的なことで体験したことでつくづく思ったことで、ぜひこれはできれ

ば検討してほしいと思っていることがあります。それは、２点あるのです。というのは、１点は介

添え者というのは１名です。これ確かに見るとどこもそうです。そのようです。だけれども、事情

によっては２名、３名も４名もということはないだろうと思うけれども、２名ぐらいは必要なこと

があるのです。その辺を医師の判断で２名と言っていただければ２名までは助成するということは

できないか。 

  それからもう一つ、これが問題なのです。これも私自身が実際に体験した、皆さんにはお分かり

にならないかもしれぬ。というのは、原則利島の要綱では、利島村の医師が認めたことが対象です。

他の医療機関は関係ないのでしょう、これ。他の医療機関が例えば来月来いとか再来月来いと言わ

れて行く。このときは助成対象にならないのだろうと思って質問しています。当然付き添いも、介

添えというのでしょうか、付き添いというのでしょうか、当然それも対象にならぬと。ということ

は、全て患者負担ということになるのです。そこらの検討ができないかどうか。できれば、整理し

てみますけれども、他の医療機関の証明があれば、あるいは領収書があれば対象にしますと、利島

の診療所の医師の判断がなくても。 

  それから、もう一つは、付き添いが２名にならぬかと。同時に他の医療機関であっても付き添い

を認めれば認められるかということです。いかがですか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  まず、付き添いが２名必要かどうかといったところでございますが、そこについてはちょっとド

クター等との意見も聞きながら、補助の対象になるかどうかというのは検討させていただきたいと

思います。 

  別の医師が、診療所の医師というふうに島外通院の要綱上させていただいていますけれども、別

途制度で難病のほうの制度、難病等と、難病だけではないのですけれども、２か月に１回以上の頻

度で通う場合によっては、島外の医療機関の先生が認めてくれさえすれば、そちらの制度で補完で
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きておりますので、そこは周知をその方にはしていただきたいなというか、村のほうにお問合せい

ただければ周知させていただきたいと考えております。利島村は、島外通院の交通費の助成という

のが２種類ございまして、２か月に１回以上、１か月に１回とか10日に１回とかでもいいですけれ

ども、頻度が頻回な人については、難病等通院ですか、の交通費の助成というか、宿泊費の助成も

含めて実施しておりまして、何名かの方もそちらの制度を使っていただいていますので。そちらの

制度を使っていただければ、２か月に１回来るとか、そういったことは特に申請書というか、出し

ていただければ、島外医療機関の方に出していただいても、そこは構いませんので、あそこの制度

を使っていただいたほうが、補助がそちらのほうがより充実しているのかなというようなところで

ございます。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） その場合、介添えも含みますか、付き添いも。島外の場合です。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  ちょっと今制度の詳細まであれしていますけれども、介添えは多分含まれないと考えております。 

〇３番（笹岡壽一君） 分かりました。では、次をお願いします。 

〇議長（寺田 優君） 次は、奨学金返済額の２分の１の免除。 

  弟子丸教育長。 

          〔教育長（弟子丸知樹君）登壇〕 

〇教育長（弟子丸知樹君） お答えいたします。 

  奨学金返済額の２分の１免除についてでございます。これまでの議会において家庭の経済的な負

担というところは、小離島ゆえの利島村の積年の課題であると認識していると。加えて総合的に今

の様々な仕組みを考慮いたしますと、受益者の負担軽減の観点からもほかの自治体と比べて先んじ

た制度を利島村は整えているという答弁をさせていただいているところでございます。この方針に

ついて、前回の議会のときから変更等はございませんで、奨学金の返済額の一定額一律免除につい

ては、もともとこの奨学金の制度自体がＵターンの促進というところを目的の一つにしております

ので、その制度の趣旨そのものを踏まえても、かなり慎重な検討を要するのかなというふうに考え

てございまして、現時点では返済額を一律に免除するというのは考えておりませんというところで

ございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 
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〇３番（笹岡壽一君） 島に帰ってきた場合は免除すると、それから無利息であるというのは当初の

大前提だったのです。しかし、それが目的ではなかった、別に。ただ、そういうことの特典は設け

ましょうということでやったのです、これは。 

  それを私はこれまでずっと歴代の教育長にお願いといいますか、要請してきているのは、あるい

は村政に要請してきているのは、それを越えてという意味なのです。そこから越えてということな

のです。そこにこだわってきたら、これは確かに村に帰ってきた場合は免除するから、それでいい

ではないかと。そういう具合になっているということで蓋を閉じるのでなくて、東京に暮らしてい

ようとどこにいようと親御さんが払う場合があるわけだ、島に残っている。そういう意味でお願い

しているのだけれども、一向にそれがブレーキになってしまって、島にいる人はただなのだからい

いではないかと。それでいいではないかということで、それには今もそうなのでしょうけれども、

当初そういう人口が危ういというような状況の中で、減少が進んできている中で、村そのものを引

き上げると、高めるという意味も含めて、そういう決めにしたのですけれども、そこに違った形で

取りつかれている感じが否めないのです。そこを乗り越えられませんか、そのラインを。ハードル

を。 

〇議長（寺田 優君） 弟子丸教育長。 

          〔教育長（弟子丸知樹君）登壇〕 

〇教育長（弟子丸知樹君） お答えをいたします。 

  議員のおっしゃる２分の１返済免除を仮に実施した場合に幾らかかるというのは、議員は80万と

いう試算があるというふうにいただきましたけれども、その議論はありつつも、利島村の住民から

いただく村税が仮に年間5,000万だとして、その中から80万円を今利島に住んでいない方に年間払っ

ていくということについて、私は住民の理解が得られないのではないかなというふうに思ってござ

います。そういうところもございますので、今の制度というのは私島しょ地区９町村を見てかなり

よくできた制度だと思ってございます。それは、島に帰ってきてくれた方々で、まさに活躍してい

ただける方々に、これまでお貸しをしていた奨学金について、本来は返済しなければいけないので

す、借りたものなので。それを一方で免除するという仕組みを整えていると。加えてそれは一律に

一気にぽんと免除するというのではなくて、居住年限に従って着実に免除されていく仕組みになっ

ているというところで、今の制度、私は創設には関わっていないですけれども、かなり非常によく

できた制度だと思っておりますので、その変更の必要性について必要ないのではないかなというふ

うに考えてございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これは歴代の教育長、大体全て同じ答弁ですから、全て共通した答弁ですか

ら、そうなのかなという面も、今の村政ではそうなのかなという感もしないでもないのですけれど
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も、私が言うのは、そういう論を展開すると、よそ者に対して何で金を払うのだということになる。

これは無利子だって、それではその条件で貸さなくてもいいわけです。よその人には。利島へ住ま

ないというならもともと貸さなくてもいいわけ。奨学金なんかつくらなくたって。だけれども、そ

ういう論に持っていくのではなくて、どこに住んでも国民と言えば国民だし、大体親御さんは島に

いるのです。それで、親子共に出た人は奨学金の対象にしていないでしょう、例えば学校の先生な

んか。今度するようにしたのですか。例えば中学卒業したと同時に利島を引き上げると、親子共に。

それは申し込めば貸してくれるのですか。利島の中学校を卒業ということで言えば。 

〇議長（寺田 優君） 弟子丸教育長。 

          〔教育長（弟子丸知樹君）登壇〕 

〇教育長（弟子丸知樹君） お答えをいたします。 

  借りる段階で利島の住民ではないというか、子供さんも保護者の方も住民でない方については、

そもそも奨学金の条例の中で保護者が島内に在住していることというのが奨学金の貸付けの条件に

なっておりますので、対象にはなってございません。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それは当然だと思うのです、私も。ただ、前提を見ると、利島中学校を卒業

したと。その当時利島の父母でいたという人は対象なわけです。ところが、４月１日からいなくな

ったというときは途端に対象でなくなるわけだ。そういうことも踏まえて考えたときに、だから出

る人も貸してやれということではないのです。それはそれで分かります。だけれども、やっぱり先

ほど言いましたけれども、利島に帰ってくる人に対しては無償にするというハードルが乗り越えら

れない。いろいろ論は、確かに教育長が言うことも世間的にはあるところでは通じるかもしれませ

ん。 

  しかし、私が言っているのは、高等教育が、大学まで含めて非常に学費が高いと。それでもって

学生さんがほとんどバイト騒ぎだと。学校へ半分、バイトが半分だと、今常識になっていると。そ

れで、卒業したはいいけれども、借金に追いまくられていると。どこの借金だと言ったら奨学金だ

と。だから、今世論的に国内、国際含めて後進国と言われているということで、私は逆に80万ぐら

いなんだから何とかなりませんかと、こう言ったのですけれども、平行線をたどりそうですから、

今の現状では。これでもって奨学金を終わります。 

  次をお願いします。 

〇議長（寺田 優君） 独居の高齢者に対する支援について。 

  榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 住民課長として答弁させていただきます。 
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  これまで村では、社会福祉協議会と連携しながら独居の高齢者に対する支援は行ってまいりまし

た。村の社会資源を勘案すると、直ちに24時間365日の支援を行うと、対応するということは極めて

困難でございます。そのため社会福祉協議会とともに利島の環境下で実施可能な支援を整理して、

できることから順次対応していくことを検討したいと考えております。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 後にも述べますけれども、これは事例が悪いと言えば悪いのですけれども、

皆さんが必要だと思えばやるのです。というのは、サテライトスタジオなんていい例です。私後に

質問しますから今は言いませんけれども、例えば何ぼ維持費がかかろうと、施設費が何ぼかかろう

と、東京都からただで金をもらったと言えばそれはいいかもしれませんけれども、100％補助だと、

村は一銭も出していないならそれはそれで。しかし、ランニング運営費なんか出すわけないのです、

永久に。そういうことを踏まえても、必要だと思えばやり方はいろいろあると思うのですが、立派

な家を１軒、施設を造らなくても、人が何人かは必要でしょう、もちろん。どういうやり方をやる

かなのです。 

  しかも、勘違いされては困るのは、私のほうでは社協でやれとは言っていないのです、必ずしも。

社協が例えば人員をそろえ、体制をそろえて、それではやりましょうと言ってくれれば、これはこ

れでいい。何も言うことはないけれども。そういうことを踏まえて、よそでは社協でなくても民間

でさえ老人ホームなんかある。グループホームもある。言うなら利島で言えば村営の例えばグルー

プホームとでもなるのかどうか知りません。グループホームは難しいでしょう、ちょっと。グルー

プホーム的とでも言ったらいいのかな。のようなことでも。何かやり方はいろいろ工夫していいと

思うのです。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  お金で解決できるものであれば、村もお金で解決したいなというふうには考えてございます。た

だ、実際に民間企業をここに誘致するに当たって、いろいろなハードル、特に施設的なこともあり

ますけれども、まずは人です。人の確保というのをいかにしていくのかというようなところという

のは、これまでの社会福祉協議会を例に挙げますけれども、人手の確保というのは、介護人材の確

保というのは非常に困難を極めているといったところの中で、なかなか実際に民間施設が手を挙げ

て利島に来ていただくということができなかったがために、社会福祉協議会が介護事業所として登

録していただいたという現状ございます。 

  直ちに民間の事業者が手を挙げていただいて、村に施設を建てていただいて、スタッフも配置し
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ていただくようなことができれば、村としても万々歳でございますけれども、なかなかそういった

ところが難しい現状がある中で、今までここ30年以上、介護保険等々を実施してきたというような

ところもございますので、議員のおっしゃるように、社会福祉協議会以外がやればいいのではない

かというようなことをおっしゃっておりましたけれども、なかなかそこは現実的には難しいのかな

というようなところございます。そこの中で今も施設運営を実際に社会福祉協議会でやっていただ

いているというところもございますので、そこを含めてでき得るところというか、社会福祉協議会

のスタッフの増強等々も図りつつ、サービスの拡充に今後村としても協力していかざるを得ないの

かなというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これも言うだけの話になるだろうと思いながら質問しています。 

  一言だけ申し述べておきたいと思うのですけれども、何か起きるとそのときだけは大騒ぎしてい

ただけるのです。救急のときには行動してくれます、村も。それはそれで独自にありがたいことな

のです。自分で歩いて病院に行けばいいのだろうけれども、なかなか行けないときには誰が来るの

だといったときに、昔は親戚とか何とか担いでいったのです、確かに。だけれども、今は半ば自動

的に村が来てくれると、対応してくれると。それだけ世の中が発展したのでしょう。利島村の社会

が。都会ではもともと救急車は昔から来たのかもしれません。だから、そういうところからすると

開けてきたというか、発展してきたという今日だと思うのです。 

  ただ、今の問題、本村が抱えている一つの大きな問題だと、これは。いろいろあれやこれや言っ

ていることは人の命ですから。かつて何かのときにも大騒ぎしました。しかし、そのときに見れば

遺族、家族にしてみたら何だということになるだろうと思うけれども、これ将来お互いにどこであ

っても。そうはいっても独り暮らしというのは、ここに書いたように、どっちかと言えば身寄りが

ない的な状況になっているわけです。東京や大阪にはいるかもしれません。しかし、いろんな事情

でなかなか島の自分たちの親族の面倒が見切れないという立場がある状況がいっぱいある。特に高

齢者ですから、一般的には。もちろん小さい、年齢的にはまだ若くても障害者だとか、いろいろあ

ろうと思いますけれども、とにかく皆さん数えて、こんな小さいところだからすぐ分かると思うの

だけれども、独り暮らしの人が結構いるのです。この人たちが、私一人一人聞いたわけではありま

せん。しかし、何人かの話とこれまでの実例を見てきて、村が今所管課長おっしゃるように、ほい

来た、それではこうしましょうというわけにいかない。私も分かります。ですから、どう理解して

いただくか分からぬけれども、一番最後に書いておいたのです。近い将来の課題となりませんかと。

さっきの学校のホームステイだか何かと同じようなものです。永遠の課題になるのかどうかです。

何とかなりませんか。検討して、体制を考える。村長も、本村には24時間がないということは漏れ
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聞いているのです。24時間体制がないということは、救済策はないということです。それはそうで

す。24時間見ていられる人がいないのだから。昼間は面倒を見る。月曜日は面倒を見る。人はいる

のだと、組織の中にいると。だけれども、空白時間は面倒を見られないのだから、検討課題になり

ませんか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。ご要望ですか。 

  確かに以前の利島村というのは、親戚の方とか地域住民の方との密接な関係でもって独り暮らし、

独居の方の高齢者、特に高齢者の方の介助を実施していたというような歴史的背景がございますけ

れども、なかなかそこが希薄になったというのはちょっと大げさかもしれませんけれども、なかな

かＵターンの方が戻ってこないとか、そういう中で親戚がいなくなってきたというような現状を踏

まえて、村としても憂慮しているというか、悩んでいるところでございますし、社会福祉協議会の

ほうでも私事務局長もやらせていただいていますので、その中でも再三議論というか、話が出てく

るところではございますけれども、そのためにいろいろなサービスの拡充はこれまでも図ってきた

といったところでございますし、24時間の介護というようなところがございますけれども、そこに

補完するようなホームヘルプのサービスとか、そういったところで夜中の間は１人介助が必要な方

の場合でいきますと、おむつをしても半日ですか、いていただくような形とか、そういったところ

の対応とか、そういったのになれば、当然ホームヘルプの中で対応していったり、以前に比べてで

きることは増えてきたのかなというふうに考えてございますので、そこは今後とも維持しつつとい

うのですか、サービスが後退、以前の場合サービスが１度後退したような時分もありましたけれど

も、そこをまず維持しつつというところが非常に大事なのかなと。中でできることはサービスの拡

充に努めてまいりたいと考えておりますし、社会福祉協議会ともそこの点については連携していき

たいと考えております。 

  以上です。 

〇３番（笹岡壽一君） 次お願いします。 

〇議長（寺田 優君） 村営住宅の改修について。 

  前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  ６月に住宅の傷んでいる箇所についてアンケート調査を実施しました。その結果を踏まえて、今

回上程させていただいている補正予算案に修繕のための経費を計上しております。なお、補正予算

案をお認めいただければ、ライフラインに関係する緊急度が高いものから順次修繕を行ってまいり

たいと思います。住民の皆様には、ご不便をおかけしていて誠に申し訳ございませんが、ご理解と
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ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

  以上です。 

〇３番（笹岡壽一君） 次、お願いします。 

〇議長（寺田 優君） サテライトオフィス施設の管理運営について。 

  隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  まず、配置数等に関してですが、現在詳細な運用について検討を行っているところでございます。

具体的な職員の配置数はお示しすることはできません。また、施設ごとの職員等の配置についても

詳細を検討しているところですが、コワーキングスペース、人材交流施設には事務室を設ける予定

でおります。運用に係る諸経費総額についてですが、現在詳細の運用を検討しているところであり

ますので、具体的にお示しすることはできません。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） このお示しできませんという意味が全く分からないのです。突然質問したの

ではないのです。ここにもわざわざ書いておきました、前回もと。あれから３か月たっているので

す。検討中と。いつ分かるのですか。いつまで検討するのですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  現在新たに建てる２階建ての施設の設備等の検討を行っておりまして、その検討が運用にも大き

く関わってくるものでございます。その施設にどのような設備を導入するか、決まってからまた運

用の詳細な検討ができるかなと考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 皆さん、おかしいとは思いません、この答弁。何だか知らぬけれども、器は

造ってから、幾らかかるか分からない、何やるか分からないと。希望と、こういうことをやりたい

と、綱渡りの綱を造りたいとか、音楽室を造りたいとか、あれもやりたい、これもやりたいと、そ

ういう施設を造りたいと。質問書にも書きました。造ることには一生懸命だと。あとのことは分か

りませんと。ただで運営できるのか、人は要るのか要らないのか、電気代は要るのか要らないのか、

全く分かりませんと。これはおかしくないですか。 
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  必要なものだったから、とにかく必要だ。例えば診療所だとか、学校だなんて別ですよ。なくて

はならない義務的な施設だ。役場庁舎も要りません。学校も要りません。診療所も要りませんとい

うわけにはいかないのだ。そこに何ぼかかろうと。ところが、こういう例えば交流会館だとか勤労

福祉会館だとか、要するにサービス機関です。これはあってもなくても本来いいわけで、あっても

なくても。だけれども、施策、政策として、住民のため、村のため、皆さんのためにこういうサー

ビス施設をやっぱり造りましょうと。集会所も必要でしょうと。相撲を取るための土俵も必要でし

ょうという対応の施策です。これを造るのに公会堂を造る。幾らかかるか分かりませんと。誰が負

担するのですか。しかも、３年間負担すればあとはいいというわけにはいかないのでしょう、これ。

もともとこれを造ったら幾らのランニングというか、運営コストがかかるのだと。これぐらい構想

したらどうですか。これだけのものを造ったら空き家にはしておけないねと。交流会館がサンプル

はある。勤労福祉会館がサンプルはある。２つ似たようなので、全然違う運営管理の仕方をしてい

るところが。どちらを取るのだと。 

  交流会館はただ行くところだけです、今。だから、年に何回だか知らないけれども、掃除ぐらい

しておけばいいのだ。ところが、勤福というのはあんな施設が造ってあるから、集会所になってい

るから、自由に行けるから、誰か見ていなければ。ボウリングをやるといっても、物を貸すといっ

ても、サービスで集まるといっても誰がいなければ。年に何回か掃除しておけばそれでいいという

施設ではない。それで、このサテライトオフィスという運営さん、あれはどっちなのだと。どちら

の類の施設なのだと。分かっているのではないですか。分かっているのでしょう。交流会館だと。

2,400人も来るのですよ、年に2,400人。月に200人。私は分からない、こういうやり方というのが。

いまだに検討中というのが。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） サテライトオフィスに限らず、後の質問に出てくると思いますが、焼却施設

もしくは椿油製油センター、軒並み今検討中という答弁をさせていただいておりますが、これも過

去の議会でも繰り返しになりますが、決してそれで何もしていないというわけではなく、検討を本

当に進めていると。というのは、その検討には当然コストの面ですとか人材の面とか、いろんなも

のを踏まえて検討している中で、それを今お示ししてしまったことにより混乱してしまうというよ

うなことが過去にあったので、そういったことも踏まえてお示しできませんというところです。構

想段階でお示しできれば、当然それはそれでいいのかなと思うのですが、これは私の方針の一つで

ありまして、ご理解いただきたいなと思っております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 
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〇３番（笹岡壽一君） 今村長、大事なことをおっしゃっているのですけれども、混乱があったと。

あるでしょう。あると思います。というのは、何をもって混乱と言いたいのかというと、意見の違

いです。意見の違いは当然あると思う。どうも思うようにいかないと、俺たちの思ったようにいか

ないと。それをもって混乱というのは、私は違うと思う。もしそうだとしたら。大いにあっていい

のではないですか、それを混乱というなら。そうして議論して、駄目なものは誰の財産ではない。

個人の財産をつくるわけではないので。村民のための財産をつくるわけですから。先ほどの言葉を

使わせてもらうと行政財産も。混乱があっていいのです。また、歓迎すべきなのだ。住民のための

施設を造るのだから、住民からあれやこれや意見が出てくるのは当たり前で、その意見を吸収して

まとめるのが村政、我々議員も含めて。振り回されていては駄目です、それは。だから、それを避

けるために俺たちがびしんと決めてしまって、ぐうもすうもない、これもやるのだと。ここでもっ

てぶつけようという考えにつながるのです、これは。議会が後になって文句を言っては、それは困

るよと。今さら俺たちがこういうことで動いたのは全部手続を取ってあると。そこまで持っていっ

たときに、出来上がりは誰のものですかということです。村のものですか。庁舎だって住民のもの

ですよ、行政財産。行政と役場の議会のものではない。そういう点で確かに利用しているのは議会

や行政ですよ、庁舎は。それを管理して、住民に立入り禁止とすることは自由。学校だってそうで

す。行政財産だけれども、一般の人は自由に出入りさせるかどうかは学校の判断。あるいは、教育

委員会の判断でしょう。それだけのことです。どうして公開しないのですか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 答弁に関しては、基本的に先ほどと同じでございます。 

  過去の経緯というところで言いますと、当然検討結果、検討中の過程に対して議場でない場でも

議員の方々にもお示ししたところでありますが、それをもってして公開の議場で質疑等をされるこ

とで非常に運営、その後の検討に苦慮したということもありまして、繰り返しになりますが、確定

しないところではお示ししないといったふうな方針になったと思っております。 

  また、住民の意見を無視しているというところですが、この構想段階において何度かワークショ

ップ等を開き、住民のご要望を受けての今の仕様というか、パッケージになったというふうに理解

しております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これも政治姿勢の問題と言えばそれまででしょうから、それはそれとして承

っておくと言うしかないかもしれません。私とは意見が少し違うという点だけ申し述べて、次をお

願いいたします。 
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〇議長（寺田 優君） 新製油センターの建設について。 

  荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  新製油センターの建設についてですけれども、現在候補地でボーリング調査を行っているところ

でございます。今後調査結果を精査した上で、建設予定地として適しているかどうかを含めて検討

していく予定でございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） このやっている候補地というのはどこですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  ボーリング調査を行っている場所につきましては、現在の製油センターの道路斜め向かいの海側

の土地となっています。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それで、調査した結果、建設予定地として適しているかどうかを含めて検討

すると、含めてなのですけれども、これは何を求めているのですか、適地というのは。何をもって

適地というのですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  その土地に建物を建てますので、それなりの大きさの建物を建てるということなので、土地の地

耐力というのですか、例えば建物を建てて地盤沈下とかしないとか、そういったところも含めて今

調査結果を待った上で、ここが適しているかどうかという判断をしたいというところです。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうすると、それは地盤が岩盤で安定しているということが分かったと。そ

うすると、そこで決定ですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 
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〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  今現在ではどういった地耐力があるかというのはまだ分かっておりませんので、もし仮の話です

けれども、笹岡議員がおっしゃるように、ここの地耐力であれば大丈夫だというような結果があれ

ば、その後はどう進めていくかというのはまた検討するというところです。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そこで分からなくなるのです。そこで分からなくなる。地盤が安定していま

すよと、分かったと。しかし、それを待って考えるのだと。言葉は分かります。ということは、地

盤が安定したよと、分かったと。それで、それはそれで分かったのだが、その後どこへ建てようか

検討するのだということになるのですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  先ほどの仮の話ですけれども、その土地が建物を建てる上で問題ないというような判断があった

場合は、その後どうしていくかというのは、例えば測量だとか、そういった作業を進めていくと。

それが何年度になるかというのはそこの時点で建てるに当たっても、前回の議会でも答弁している

のですけれども、補助金をどう獲得していくかという話もありますので、ある程度そこで土地が決

まったところである程度の見通しは立てられるかなというふうには考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ここは、そういう論を立てるのでしたら、他の土地もボーリングすべきでは

ないですか。 

  あとは、両方とも岩盤は安定しているか、地盤は安定していると。あと、場所の問題です。交通

の問題とか、周辺の問題だとか、環境問題だとか、そうでしょう。ところが、そうではないのだと。

だから、ほかはやらないよと。ほかはボーリングなんかやらないのだと。まず、ここをやって、言

い方によれば軟弱地盤で、とてもとても要するに盛り土、ごみを捨てたところで建物は建てられま

せんというとき、それは無理でしょう。誰が言っても。だけれども、そういうところは大体村人知

っています。あそこは盛り土だ。ごみを捨てたところだ。あそこは何もないところだ。ボーリング

をやることは科学的だからいいでしょう。やるのならもう二、三か所やったらどうですか。それは

やらないのでしょう。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 
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  今回候補地１か所ということでボーリング調査をやることに至った理由としましては、インフラ

整備が必要ないと。例えば水道が来ています、電気が来ていますというような場所というのと、利

島自体が国立公園に指定されていますので、その国立公園の自然公園法の中で普通地域に該当する

と、そういった今後の建設するに当たっていろんな制約だとか法律的な条件が緩いと言うと適切で

はないかもしれないですが、そういった手続が煩雑にならないような土地を探した中で、今回の候

補地が１か所ということになったということです。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ということは、決定ではないのですか。そこまでいっているのだから。それ

で、あとは地盤が軟弱だったらどうするのですか。水は来ていない。あとは何、道路から遠い。そ

れから何かと言っていたけれども、地盤が軟弱だったらどうするのですか。あと公園か。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  現在ボーリング調査を進めているところですので、ちょっと仮定の答弁は控えさせていただきた

いと思います。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 仮定ではないのです。決まりではないのですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  あくまで候補地ですので、決定地ではございません。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ということは、確認しますけれども、地盤が安定していたことがボーリング

の結果分かったと。建物は大丈夫だと、そこへ建ててもいいということが分かったと。それは分か

るでしょう、やがて。それでもなお決定ではないのですね。ということは、次をボーリングすると

いうこともあるのですね、ほかも。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 現時点でボーリング調査を進めていますので、まず仮にですけれど

も、そこが適正な土地だよというのが分かれば、そこは候補地から確定して、そこに建てるという
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方向で今後どうしていくかというのを詰めていくと。どうしていくかというのは、その後のスケジ

ュールです。ほかの公共工事とかもありますので、そういったところとの調整を進めていく形にな

るかと思います。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ということは、さっき私が言ったように、岩盤が安定しているかどうかの調

査で適していればそこだということに決まっているのではないですか。今最後にいみじくもおっし

ゃっていたけれども、それが本音なのでしょう。だけれども、候補地の一つにすぎないとか言って

いるけれども、それは何かお付き合い言葉みたいなもので、そういうことなのでしょう。だから、

そこは岩盤が安定していると分かったと。そうしたら、よそなんかボーリングするつもりはないの

でしょう。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  ボーリング調査の結果が良好と出れば、そこはその土地で確定はできるかというふうに考えてお

ります。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） くどくどお伺いしてきて、ようやくそれが確定地だと、ほぼ。あとは条件が

岩盤のよしあしに関わると。恐らく家が建つ岩盤だろうと思うのです。私は、大体推測できますけ

れども、あそこは盛り土でも何でもない。北側のほうへ行くとごみがあります。 

  それはそれとして、やっぱり私はそうでなくて、今のそういう確定地ではなくて、環境問題から

して、あの砂ぼこりを前にも質問しました、前議会だったか、その前だったか忘れましたけれども。

周辺が砂ぼこり、セメントが年がら年中たっている。風当たりもよくて吹きまくっている。そうす

ると、皆さん密閉型に造りますと言うかもしれぬ。密閉型といっても戸を開けたてするのです。密

室ではない。人の出入りもあるし、荷物の搬入も出し入れもある。そういうところで隙間だってあ

る。ネズミ１匹入る隙間もないなんていう建物はめったさってない。風も入らないなんていうとこ

ろは。そういう面で、私はやっぱり環境的に将来見たときに、30年も40年も前から話題になってい

ると言っているのだと。変えるべきだと、あの場所から。民間の人たちにどこか行ってくれという

わけにいかないから、だったら自分たちが移動するしかない。なぜあそこにこだわるのか、全く分

からないのだ。 

  それで、公園が出ました。公園は住民さんより皆さんのほうがプロかもしれません。交渉次第で

は何とかなるという、それもやりもしないうちから、いや、駄目だと。村を挙げて陳情したらどう



 - 35 -

ですか。皆さんの言葉を借りると、代議士なんか頼んだらおかしくなるよと担当職員に言われたと

いう話もありました。こういう発言がどうかという問題はあります。だけれども、言わざるを得な

い。そういう意味からしても、私はやっぱり村の財産をつくっていく上で、利島の椿油というのは

こういうきれいなところで作っていますよという場所を今こそ考えるべきだと。造ってしまったら、

またそれでは来年引っ越しましょうというわけにはいかないのだ。３年後にほかへ行きましょうと

いうわけに。といって、緑地帯にできますか、あそこは。すごく密封型なんていったら、また余計

な金がかかるのではないですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  最初に、自然公園法の話があったと思うのですけれども、普通地域外になると利島だと第２種特

別地域というような指定を受けている。ほとんどが大体第２種になっています。第２種特別地域に

なっている場所というのは、基本的にはインフラが届いていない場所がほとんど。ほとんどという

か、多分ほぼないというようなところになりますので、先ほど私が答弁したとおり、今回候補地に

したという場所につきましては、電気、水道、そういったものが通っている場所というのを条件と

して候補地を選定したというところですので、今後というか、あの土地で衛生環境の話というのは

当然役場の中でも話は出ていますし、製油センターの従事者の方からも当然お話は出ていますので、

100％防ぐというのはなかなかどこの場所でも難しいとは思いますが、できる限りそういった衛生環

境が当然いいにこしたことはありますので、そうなるようには努力していくというところで考えて

おります。 

〇３番（笹岡壽一君） 分かりました。では、次をお願いします。 

〇議長（寺田 優君） 次は、椿林の放置林対策について。 

  荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 椿林の放置林対策についてですけれども、椿林の維持につきまして

はＩターンが増えている現状から、兼業や副業、または隙間時間などで関わる人を増やしていくこ

とが必要と考えております。このような人々が休日等の隙間時間に従事できるよう、作業の効率化

に資する取組も展開していきたいというふうに考えております。そのため農業機械購入に対する補

助やモノラックの維持管理を継続的に実施するとともに、現在草刈りの自動化の実証も進めている

ところです。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 
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〇３番（笹岡壽一君） これ皆さんが一番よく知っていると思うのですけれども、私が質問するまで

もなく。 

  今の答弁の２番目です。農業機械や、このところは何十年前からやっているのです。昨日や今日

始まったことではない。あるいは、これからやろうということではない。どうですか。もう30年ぐ

らいやっていると思うのです、この機械の補助は。昨日や今日できた制度ではない。だけれども、

椿山はどうですか。草刈り機の半額補助をするから維持されています。維持されていないと思うで

しょう。なのにずっとこれで今度自動化だ。それで、自動化についても、これは今いませんけれど

も、私ではなくてかつての前田清議員がいたときにできるかと、使えるかと。先般書面頂きました。

あの実験、こういう実証をやっているよという写真付きの書面を頂きました。そこにも書いてある。

課題多しと。それで、充電時間、充電設備、これどうするのだというところもあって、ただあの自

動化が使えるのには、私はよっぽどの金をかけないと、もし村が開発しようとするのなら。あんな

金ではとてもとてもやってくれないと思うのだけれども、どこかの専門学校がやるにしても。仙台

でしたか、どこだか。 

  そこでの話なのだけれども、私が放置林対策とお伺いしているのは、そういうことではないので

す。これも関係するかもしれません。どうでもいいとは言いません。やはり幾ら機械が補助を受け

ても、立派な機械ができても、動かすのは人だと、人。自動は別です。自動を待っていたのでは全

部ヤブになってしまう。だから、そういう意味からして、人の体制をどうするかなのです。これも

今はいない前田議員の話ばかりして恐縮なのですけれども、前田議員が漁協の人たちを何とか協力

の支援体制を願えないかと、冬場。いったらば、漁協はそんな定款だか、法律上、作業はできませ

んと、こうやった。それはあまりにも短絡過ぎるのです。漁協はできないでしょう、組合の事業と

しては。漁協の漁師の人たち、個々人の人たち、この人たちはどうとでもなるのです。問題は、そ

ういうことをそうした組織体制を何らか形で農協が要になるのか、あるいは農業委員会が事務局が

セットしてどうとかこうとか分かりません、そこは。あるいは、新たに民間団体をつくるのか、そ

こは分かりません。ファンなんてのもあったけれども、どうなったか分かりません、今では。そう

いう団体を何らかの支援、援助をしながら構築して、何のことはない、下草払いの作業は少しずつ

でも手がつけられるような体制は取れませんか。 

  私は、言うなら例えば機械の自動化については、もう会社にお願いしっ放しでいいのだろうと。

村が利島用に作れではなくて。こういう雑木林のようなところ、リンゴ畑でも果物畑でも、どんな

林の中でも必要なら自動的に下草が刈れるような機械を、木をよけ、石をよけ、凸凹も対応できる

ような、そういう機械の開発をメーカーさんにお願いしておくと、取りあえず。メーカーの力とし

てやってくださいと。私は質問の中だったと思うのですけれども、ふるいでも作ってもらったほう

がもっと現実的だと思うのだ。ただ課題ではなくて、現実にふるいの開発。ある人は言いました。

きっぱらいは大したことはないと言う人もいるのだ。それは言い過ぎかも、私が言うのは言い過ぎ
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かもしれないけれども。いかがですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  機械の自動化に関しても、結局は人が扱うものでありますので、当然人の確保をどうしていくか

というのは課題としてあるというのは認識しております。ただ、一方で、外から人に来てもらうと

いうのも限界があると。中の人にやってもらうという意味で、今副業、兼業、休みの日にやる人が

徐々に増えてきていると。これは農協さんからもそういうふうなことを聞いていますので。そうい

った方向で、例えば今道椿は拾っているぐらいの人というのは潜在的にそこそこいるという方たち

をどう山のほうにアプローチしていくかというところが重要なのかなと思っていますので、そうい

った方たちにどう寄り添っていくかというのは、村の課題として認識しておりますので、ちょっと

今具体的にこうやっていきますというのがまだないのですけれども、そこに関しては私も担当でも

ありますし、私も少し椿産業の作業をし始めた立場でもございますので、始めたばかりで分からな

いことは多いのですけれども、気持ちは分かるので、そういった人たちがどうすれば参入しやすい

かということを考えて、相談しながら。それは当然生産者の方にもお話を聞く機会もあるとは思う

のですけれども、そういったことでやっていきたいなというところで考えております。 

  機械の自動化につきましては、やっぱりなかなか椿産業に特化した機械というのがないので、既

存である機械をどう椿産業に生かせるかというところを考えてやっているというところです。草刈

りの自動化につきましては、生産者の方に先月ですか、お手紙を出させていただいて、これぐらい

の稼働をしていますよというようなお知らせをさせていただいて、実際に少し反響があったという

か、生産者の方が実際に見ていただいたりとかして、これだけ刈れるのならいいねみたいな声もい

ただいたり、当然いい意見だけではないです。これを今後どう運用していくか、導入するときのお

金の問題も当然ありますので、そういったところもどう解決していくかというのも今後検討してい

きたいというふうに考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 何か所管に対して申し訳ないような気もしながらお伺いするのだけれども、

ああ言えばこう言うみたいな議論はつまらぬです。やっぱり前向きに突破口を開くような方向で、

どこかで今まではこうなのだけれども、今まではこれでやってきて、これでよいと思ってやってき

たのだけれども、そう言われてみるとこういうことも考える必要があるねというような前に行けれ

ば、こういう議論をするかいもあると思うのだけれども、そうでなくてお互いの話の繰り返しだと

どうしても行き詰まるというか、それまでよみたいな話になるような気がするのですけれども。 

  そういう意味で確認的にお伺いして、この問題を終わりますけれども、今所管課長、自分もやっ
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ていらっしゃるということで、それなりのことはある程度のことは理解しつつできるということを

おっしゃっていただいているのですけれども、それはそれでありがたいことなのですが、やっぱり

生産者の立場というか、気持ちを、気持ちというか実態、これを考えたときに、多くの皆さんは切

ってもらえればと言うのです。切ってかいてもらえればと。今あの雑木林をもう手をつけられない

と。見て分かるように、道端がそうなっている。それを今から山中全部やれとは言っていないので

す、利島中。できるところから。そのために最悪でも賃金雇用でもいいと思うのです。最悪のです。

願わくば組織体をつくって、そういうプロジェクトといいますか、メンバーをつくって、それも義

務めいて、そんな堅苦しいことではなくて、手の空いたときに仲間の皆さんで声をかけ合って、要

するに除伐と同じです、除伐。木の雑木切り。あれは農協さんがやっているのですか。四角四面の

枠をつくって人を呼んでこなければいけないとか、ああだとかと考えると、なかなか手がつけられ

なくなる。そういうフリー体に考えて、俗に言う創意工夫です。どうしたらできるのかなと、まず。

形から考えるのではなくて。そういうことを踏まえて、現状の原野化してきている椿林を道端、道

路端、あるいは線路端、線路というのはモノラックの。だけでも活用できるように整備できないか

と。そこは手をつけていけませんか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  議員おっしゃったとおり、道路沿いだとか、そういったアクセスが比較的しやすい場所を維持し

ていくというのはすごく重要だというふうに私も、村としても認識しております。一方で、種だけ

拾えるからというので草刈りの部分だけ村の事業としてやるということに関しては、現在検討はし

ておりません。 

〇３番（笹岡壽一君） おります。どっちだ。最後分からなかった。 

〇産業観光課長（荻野 了君） していないです。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） とすれば、それが決定的だと思うのです。そここそが決定的だと。だから、

一歩も進まない。年々歳々ヤブができていると。事実上、村は傍観しているのです。そういう意味

では。これではヤブは増えこそすれ減りません。今手を挙げるべきところは役場しかないと私は思

っているのです。役場の職員が行ってきっぱらいをやってくれと言っているのではないです。そこ

にある程度の金銭、要するに事業費を投入しなかったら、この問題は進まないと。その考えがなか

ったら、あとは何をか言わんやです。ひたすら私に言わせれば、立派な機械の開発を待っています

なんていったって無駄に等しい。それができたらきっぱらいしましょうなんて言ったって。何年か

かるか知らぬけれども。そこを何とか踏み切れませんか。幹部会でがっちり研究してみませんか。



 - 39 -

議論してみませんか。後に述べますけれども、そういうことこそ私は三者会議が必要だと言ってい

るのです。後でその問題を言いますけれども。ここにこそ今所管課長を責めるということではない

のです。ここにこそ、村のこの考えにこそ全てが止まっている原因、最大の要因はここにあると。

ほかにはない。といって村の責任とは言いません。生産者の責任もそうでしょうし、農協の責任も

あるかもしれません。全部村の責任だとは言いません。勘違いされては困る。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 再三ご質問いただいて、所管課長の答弁も伺っている中で、放置された山の

復元事業ということをご提案、ご要望されているのかなというところなのですが、私のいろいろな

ものに関して、遡れば村長を目指すといったときの公約みたいなものの一つに、やはり持続可能な

島づくりといったところがあります。そういったところに照らし合わせた中で、その復元事業が果

たして一過性のものにならないかという懸念もあります。であるのであれば、現在の管理している

土地を維持していくためにどうしたらいいかというのは、当然いろんな議論が必要でありますし、

私自身も農家の一人として、どうやったら今のうちで管理している山が管理していけるかといった

ところを考えながら作業しているといったところです。 

  村としてどうして支援をしていくべきかといったところは、現状行政としてやる範囲というとこ

ろに関しては定まっていないといいますか、別の次元で支援をしていく。例えば農機具ですとか実

証化とか、今まで農家ではなかなかできなかったところに関して実証、研究、そういったものに対

して投資的な効果があるかどうかも分かりませんが、将来に役に立つであろうというところを目指

して行政の資材を投入しているといったところでございます。 

  戻りますけれども、復元事業に関して先ほど所管課長が検討していないといったところですが、

そこは現状行政がやるべきところでないというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ですから、そこなのです。何をか言わんやではなくて、今そこに尽きると、

ヤブになっているのは。もちろん誤解されては困るから、くどいように念を押しておきますけれど

も、村長、行政、村の責任ではないよと、それは。責任ではないのだと。しかし、今行政がそこに

目を置いていないと、現実に傍観していると、手をつけるところでないのだと。ここにこそヤブに

なっている最大の要因があると言っているのです、私は。幾ら機械をそろえても、幾ら立派な自動

草刈り機を研究開発しようとしても、植物はどんどん育ちます、その間に。その結果が今日ある。

先ほど言いました。草刈り機の補助金をくれるなんていうのは昨日今日始まったことではない。30年

以上ももしかしたらくれている。その挙げ句がこれです。草刈り機がただになったから、極端に言
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えば。ただになりましたと。それでは、原野がきれいな椿林になりますかと。なりません。今必要

なのは、昔がというか、前は生産者が頑張ってみんなやっていたのです。なぜできなくなったのだ

と。ここの捉え方が皆さん違う。生産者と。そして、生産者と話し合うなんて世話ない。 

  今こそ、今だからこそでもいいです。行政がそこに手をつけなかったら、何をか言わんやで何を

どんなことをやったってヤブになっていきます。行政が手を出さないのだから。手を出すというの

は、行政が草刈り機を持って、村長以下、きっぱらいに行ってくれと言っているのではないのです。

事業費を導入しなかったら、賃金を払わなかったら、そういうことです。しようがないから、ここ

で次をお願いしますけれども、まだありますから次をお願いします。 

〇議長（寺田 優君） 次は、椿油産業支援事業について。 

  荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 椿油産業支援事業についてですけれども、椿油のブランド化につき

ましては東京宝島事業の活用によるリブランディングや椿油、アシタバソースや椿のビールの開発

などを通じた利島の椿のブランド力を高める取組や、大学生の視点を活用するブランドサポーター

シップ事業について農協と連携して行っております。 

  また、椿油関連商品のＰＲを目的としたイベントへの出店に対しても支援を行っております。加

えて利島の椿への関心を高める取組として、学生ボランティアの受入れやワーキングホリデーの実

施など、椿産業の全体的なファンづくりを進めているところです。こうした取組により、利島の椿

のブランディングの向上を図り、椿産業全体の振興につなげていくことを考えております。以前か

ら答弁しているとおり、買取り価格への支援については考えておりません。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これも表題は違えこそ、いわんとするところは一緒です。 

  伺うのですが、その前に知らないことは聞いておかなければまずいので。これらに書いてある、

主に片仮名で書かれている事業、これは実体的にはどういう事業であって、何をやられているので

すか。それで効果といいますか、それはどういうことですか。何がどうなっています、これによっ

て。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員の質問にお答えします。 

  リブランディングに関しては、もともとの島椿というブランドでやっていた椿油の商品をパッケ

ージ等のリニューアルを行ったというところです。椿油のアシタバソースについては、椿油とアシ

タバを組み合わせた調味料を開発したと。椿油のビールについては、椿の酵母を活用したビールの
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開発を行っていると。ブランドサポーターシップ事業というのは、これも東京都宝島の事業なので

すけれども、若い視点、今のいわゆるＺ世代と言われる若い世代が実際に利島に来島した上で、利

島の様々な体験を通じて提案を受けるような事業となっております。 

  ボランティアの受入れとかワーキングホリデーの実施というのは、議員もご存じだと思うのです

けれども、実際に利島に滞在して椿産業、例えばきっぱらいの体験をしたりとか、種を拾う体験を

していただいて、椿産業自体のファンづくりを進めているというところです。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そこで、これらの事業について、村が投資している事業というのはどれです

か。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  財政的な支援ということであれば、村は東京都の予算を使っていますので、村の財政負担はござ

いません。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうすると、アシタバソース、椿のビールというのは、これはできているの

ですか、もう。一個一個聞きます。これはできているのか。それで、ブランドサポーターシップ事

業というのは何か。さっき聞いたのでしょうけれども、よく分からなかったのだ。事業について農

協と連携していますと、これがさっきの学生や学校。これは具体的なのか、さっき聞いたのだけれ

ども、よく分からない。ホリデーはいいです。ブランディング、これもいいです。それで、今聞け

ば、東京都の事業なのですね、都の。言わせれば。窓口は村か農協か知りません。村事業ではなく

て都の事業だと。都単事業ですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  椿油、アシタバソースにつきましては、もう商品化はされて、販売されております。なので、都

内のイベントだとかに出店した際は販売もしております。ビールにつきましては、昨年度に一応商

品化、商品化というか、製品としてはできたと。今後生産体制だとかをちゃんとつくった上で、島

外というか、内地の業者さんで作っているというところなので、ある程度まとまった数量が必要と

いうふうに聞いていますので、どのタイミングで生産するかというところを今見計らっているとい
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うような話を聞いております。 

  ブランドサポーターシップ事業については、分かりづらくて申し訳ないのですけれども、若い方

の視点を取り入れて特産品だとか、例えば特産品のパッケージのリニューアルをするだとか、そう

いったところに農協さんが手を挙げて事業が採択されております。今年度につきましては、先月末

ぐらいですか、大学生が８人ぐらい、利島のほうにいらっしゃいまして、３泊４日ぐらい、４泊５

日、ちょっと忘れてしまいましたけれども、それぐらい滞在して、実際村のほうにも来庁していた

だいて、椿産業だとか村の概要だとか、そういった説明のほうを私のほうでさせていただいて、意

見交換等を行っております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） それでは、笹岡議員の一般質問の途中ではありますが、ここで昼食を取りた

いと思います。休憩を取りたいと思います。１時にお集まりください。 

          （休憩 午前１１時５９分） 

                                           

          （再開 午後 １時００分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて午後の質疑に移りたいと思います。 

  笹岡議員の一般質問の途中ですので、笹岡議員より質問をお願いします。答弁待ちだっけ。答弁

したのだ。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） やっている事業の内容は分かりました。 

  そこで、いつものとおりの話に戻るのですけれども、戻るのではない、繰り返しのようになるの

ですけれども、先ほどと類似すると言えば類似するのですけれども、物は当然違うので、分けて書

きましたけれども。いわゆるＪＡＳについての支援については考えないということなのですけれど

も、これは今組合でも聞くところによりますと、７万5,000円ぐらいでＪＡＳが生産者払いをすると

いう、キロでいうと、椿実に換算しますと1,350円で。これが、私質問書に書いたように、350円足

すと10万2,000円になるのです。生産者の願いとすると、10万円は超えてほしいと。ところが、組合

のことをここで論じるのはいかがかと思いますけれども、それは組合員が組合でやればいいという

ことなのですけれども、組合に聞くところによると、それはやっぱり今の経営能力ですか、実力と

いうのでしょうか、なかなか組合で10万円を上げて生産者支払いができるようなところまでは厳し

いというのが実態のようです。 

  そこで、かねがねそれを聞いているものですから、ずっと毎回議会ごとに350円も支援できないか

ということで申し述べてきているのです。若干二言三言繰り返しになりますけれども、なぜ350円が

必要なのかというと、単に値段をもちろん10万2,000円というのは生産者から見れば魅力なのですけ
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れども、これは私書いたように、後継される、さっき所管課長が私もやっていましたと言いました

けれども、その人に限らず、若い人たちが比較的ここへ来て働く、椿作業に従事していただくとい

うのは若い人たちでしょう。若い人たちの中には、勤めてもどうしても給料がまだまだ低い方もい

らっしゃるでしょうと。初任給とか、勤めて日が浅いとか、３年だとか４年ぐらいで浅いだろうと。

特にそういう人たちを逆に言えば魅力持った学生さんでもいいわけですけれども、将来は利島に来

て、願わくば兼業でありながら椿産業に携わってほしいと。そこで椿産業の魅力をつかんでほしい。

そのためには役場はＰＲ活動はしていると先ほど来説明はあります。商品開発も含めてありますけ

れども、私は何といっても当面の特効薬的なものというのは価格の保証だろうと、魅力だろうと、

こういう認識を持っているわけです。 

  そこで、何とか350円、前にも言いましたけれども、これも三、四百万円の金があれば、何も1,000貫

分用意しろということを言っているわけではないので、そうすると150貫ないし200貫程度のＪＡＳ

規格の油の10万2,000円というのが担保できると。もちろん組合や生産者は売れるか売れないかとい

う問題があります。売れるだろうと、売れるように努力しますということを伺っているので、当面

150ないし200貫ぐらいまでの幅において350円の負担をお願いできないかということなのです。その

辺の認識はどうも違うのですけれども、先ほど椿林の件もそうですけれども、どうですか。 

  あるいは、これやっているから、この支援はしないのだということが一貫して、質問する私もず

っと一貫して同じような質問しているわけですけれども、一向に発展性がないといいますか、取り

上げていただけないわけだけれども、考え方が違うと言えばそれまででしょうけれども、本当に椿

産業を振興させるには、私は今は最も、椿林はヤブもそうですけれども、この施策は非常に大事だ

と思っているのです。そういう点でくどくど毎回毎回同じ質問を繰り返し、繰り返しお願いしてい

ますけれども、どうですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  笹岡議員がご質問されている部分というのは、短期的なインセンティブの部分をもうちょっと見

てあげられないかという話だと思います。村のほうで一貫してお答えしているのは、長期的な視点

に立ってブランド化を進めていくことが、より将来的に生産者に返ってくるものだというような視

点で、村のほうで短期的な支援、財政的な支援というのは、買取り価格はしないというような話に

なっていると思います。ですので、これに関しては繰り返しの答弁になりますけれども、村のほう

では長期的なビジョンとして、ビジョンというか、長期的な観点からしてブランド化、利島の椿油

の価値を上げるような策を引き続きやっていきたいというふうに考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 
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〇３番（笹岡壽一君） 私非常に残念だと思うのは、長期的展望と言いますけれども、これは見てい

るだけということではないのですか。それで、聞けばブランド化、あるいは何とかのこま、宣伝、

あるいは商品開発、これは東京都がやっているという話でしょう。東京都がやっている。金を東京

都が組合員に出しているのか、あるいは役場が窓口になっているのか、それは知りませんけれども、

先ほど聞けば、村は投資はしていないのです。それで、ひたすら農協がやっていることに助言はす

るかもしれませんけれども、これを世間にアピールするにしても、例えば村長がいろいろあっちこ

っちへ行ってしゃべっているか、宣伝しているか、そこに係るかどうかという問題もありますけれ

ども、どうも村は何となく議会では答弁は長期だのいろいろやっていますと言うのだけれども、何

か人ごとみたいに、傍観者的みたいに。それで、口を開けば産業は中心だと言いながら、基幹産業

だと言うかと思えば、先ほど村長述べていましたけれども、そもそもの公約のときに将来あるべき

姿は何かなと。果たして椿油のほかのこと。こうやって言ってみたり、そうかと思うと基幹産業。

基幹産業というのは、あれやこれやではないということです、基幹というのは基ということです。

これなくしてはということです。家でもそうです。屋根や天井がどうでもよくても、基礎がなかっ

たら家が建たない。なくてはならないものなのです、これ。基幹というのは。利島村では、それが

まさに伝統的な何百年という歴史の中の椿産業だということです。もちろんいろいろやってきまし

た、今まで。ユリもやってきたし、パッションもやってきたでしょう。 

  これを傍観者的に見ているような感じは否めないです。人ごとみたいに。やっぱり行政は行政と

して力があるわけで、ただ見ている助言もありがたいです。情報を一番持っているでしょうから、

ある意味で。我々なんかの数倍持っているでしょうから。その行政がやはり力を出すといったら知

恵も出すのでしょうが、やっぱり金を握っている財政です。350円の支援助成する事業化する。それ

も永久ではないのです。火つけとして刺激剤、起爆剤、誘導剤、そういうことでせめて考えられな

いかと。そうして実証検証していったらいいです、その効果はどうだと。さっきの椿林もそうです。

傍観しているのではない。そこまで申し上げて、お答えをいただいて、同じような答弁でしたら次

をやりますけれども。今の答弁の限りでは非常に期待できないし、残念です、これは。いかがでし

ょうか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 椿振興に関する支援、投資の部分に関して東京都の宝島事業を中心にいろい

ろブランディング、リブランディングをやっているといったところでございます。 

  そういった答弁を午前中のほうからさせていただいておりますが、先ほども質問の中でありまし

たが、何もしていないとか、傍観しているとかというところはこの機会にぜひやめていただきたい

なと思います。というのは、買取り価格だけでなくても、いろいろな部分、例えばモノラックです

とか椿更新事業とか、いろんなもので村はやっているといったところで、所管のほうも悩みながら
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現地にも足を運びながらやっているといったところはご理解いただきたいなと思います。その上で、

何度もご質問、議会のたびに一般質問のほうで質問というか、要望という形で買取り価格の上乗せ

というふうにいただいておりますが、その都度検討の結果、やらないというふうになっているとこ

ろでございます。なので、何もしていないわけではなく、検討の結果やらないというふうに答弁さ

せていただいているので、その辺りはご理解ください。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 大事なことを話をしているような気がします。あらかじめお断りしておきま

すけれども、何もやっていないということです。何もやっていないという言葉は、それは私が今こ

の椿のこの問題について何もやっていないと言っているのです。さっきは椿のヤブ切りの問題につ

いて何もやっていないと言ったのです。何もやっていないとは、モノラックまでやっていないと話

を広げる必要はないのです。モノラックなんか30年も40年も前からやっているのだ、これ。椿の草

刈り機の補助金もそうです。何でもやっているのです。それはさっき議論になった、自動草刈り機

だってそうでしょう。除伐もそうでしょう。椿の更新事業も。あちこち全部押っ広げて何もやって

いないとは誰も言っていないのです。今問題になっているこれについてやっていないと言っている

のです。自分たちでそう言っているのだから、やっていませんと、考えていませんと言っているの

だから。それがおかしい、おかしいというか、それが残念だと言っているのです。自分たちでやっ

ていないと言っているのだから。モノラックをやっていないなんて、どこでも誰でもそんなことは

言っていない。そういうことです。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） いただいた一般質問のタイトルのほうが、椿産業支援事業に関してというこ

とで、椿産業全体に関して何もしていないというふうに聞き受けたので、先ほどお答えさせてもら

っただけです。そのポイント、ポイントに関しては、繰り返しになりますが、検討しております。

買取り価格に関しても草刈り、放置林の草刈りに関しても検討はしていますが、検討の結果、やら

ない。なので、何もしていないのではなくて、検討の結果やらないというふうにお答えしたまでで

ございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員、先へ進んでもらいましょうか。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それが何もやらないと言うのです。検討した結果やらないのだから。検討し

たかしないか聞いているのではないのです。検討した結果やらないのだから、何もやらないのです

よ、村は。これが結論なのでしょう。検討した。検討しましたか、検討しませんかなんて聞いてい

ないのだ。検討に検討を重ねて、村としては椿林に対しても、雑木林についても、それを整備する
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考えはないと。それから、今言った単価についても支援する考えはないと。だから、何もやってい

ないというのです。 

  だから、そうするとモノラックまで云々の話ではないのだ。それで、そうするとここまで分かっ

てきたけれども、私に言わせるともちろんモノラックの機械の助成も必要です。自動化もうまくい

ったら、そんなもの要らないとは言いません。うまくいくかどうか知りませんけれども。今焦点は

ここなのだと。椿林のヤブ化であり、単価の問題なのだと。これが今うちで、うちでとは、利島村

産業の椿油産業の肝腎要のところだと、今。これをやらないと決めつけてしまったら、いかに機械

を作っても、いかに議論しても、極端に言えばいくら製油工場を造っても、立派な工場は造っても、

私は先行きは危うくなると、産業そのものが。今でこそどんどん、どんどんヤブになって減ってき

ているのだ、高齢化してきて。こここそに今行政に私はもちろん工場も造ってもらいたい、機械の

補助金も続けてもらいたい、自動草刈り機も研究もするならしてもらいたい、何もやっていただく

のは結構。否定はしない。だけれども、ここを抜いたら駄目です。今は。ほかは続けてやってくれ

ればいいのです。しようがない。先ほどの原野の整備と同じように、それが結論なので、これでこ

の問題は打ち切りますけれども、私はそれを聞いて生産者は何をいわんかだと。いかに立派な工場

を造ります、あるいは機械の補助金をただにしますと言ってみたところ、それでもってヤブは解消

しないし、椿油は携わる人は少なくなると。なぜなら経済ベースや採算ベースが合わないから、生

産者が。そこのところが考え方が違うのでしょうけれども。いいです、それではそういうことでい

つまでもやっていられない。次をお願いします。 

〇議長（寺田 優君） 次は、議会、行政、農協との三者会議の開催について。 

  荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 議会、行政、農協との三者会議の開催についてですが、村は農協が

主催する年２回の生産者会議に出席させていただき、補助事業などの事業説明や意見交換を生産者

の方と行っております。また、定例的に村、農協、製油センターの従事者との間で現場の状況など

について情報交換を行っております。加えて若手の生産者の方などを対象とした小規模の座談会を

先日実施したところです。引き続きこのような場を活用して意見交換を行っていきたいというふう

に考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これは、もう皆さんお気づきでしょうけれども、椿林の対策、それから支援

事業、これを受けての話なのです。 

  それの道筋をつかむためにあえて言えば、行政さんはどう考えているのか、どう生産者を捕まえ
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ているのか、農協はどうなのだ、議会はどうなのだ。これ、皆さん一緒になって、早い話が椿産業

というのは本村の基幹産業だと位置づけ、認識ができるかできないかなのです。それぞれがばらば

らになっていたのでは、俺はアシタバだ、そっちが主力だ。俺はシドケに主力だ、農業で言えば。

私は家庭菜園に主力だと。中には椿油と言う人もいると。こういう状況では、椿油は基幹産業とし

て位置づけしていないということだし、私先ほど言ったように、これは椿油産業は発展しようがな

いです。こんなことをやっていたら。 

  行政しか今力を出せるところがないのに、その行政がさっき言ったような態度を示す限り、はっ

きり言って私は農協だけが幾ら頑張っても、生産者が幾ら頑張っても、誰も草を刈る人もいない。

単価は安い。この中で頑張れよということなので、その２つを受けて三者会議なのです。だから、

そういう意味で聞いているつもりだ、一つの手段です。皆さんで考え方を共有しようではないかと。

若い人たちは何を考えているのだと。もっと詰めて言えば、私どこかに書いたつもりでいるのです

けれども、将来この島の人たちを何で食わせようとしているのだと。みんな勤め人しますか。役場

で職員に採用できますか。みんなが民宿をやりますか。椿産業が廃れたら、私書きました。これ私

の意見ではない。農協だっておかしくなるよと。だったら、役場の産業課なんか要らなくなるよと、

こういうところまで言う人がいる。私はごもっともだと思って聞いている。だから書いた。村全体

から見たら衰退の一方だと、椿産業が廃れたら。認識が違うと言えば違うのです。 

  やれ、ここには何だか意味が分からない。生産者会議、生産者と話し合っているだと、個人的に

話しているだの。まともに答えていない。三者と言っている、質問は。ところが、これも組合とも

全然違う、あなた方だけは。議会の皆さんに聞いていないけれども、議会は賛同してくれると、そ

ういう前提で考えています。なぜなら住民の代表だから。そういう意味で述べているのだが、何と

しても行政だけが、行政が中心ですか、村の。はっきり言って執行機関はそこしかないのだから、

やる人は。我々は議会が発言したり、物を決めたりはするでしょうけれども、事業を執行するのは

皆さん以外に何人もいないと。だから、こうして要望するのです。自分たちが持っているなら、自

分たちがやればいい。それは余計なことですけれども。一言言って残念です。 

  ２つを受けての３つ目、ここでは９番ということになっていますけれども、これは三者会議をや

ったら、皆さんの考え違うのではないかと。俺たちはこう思っていたと。しかし、議会で言われた

分にはそういう答弁で済ませているけれども、しかし生産者の声を生で聞いていったら、あるいは

三者、議員のほかの人たちの話もみんな聞いていった。農協の話も聞いていった。ここには書いて

いませんけれども、三者になっていくとは書いていませんけれども、場合には皆さんが選任した農

業委員、この人たちは何を考えているのだと。ひいては、この島の人たちを何をもって食わせるか

ということです。どうですか。もう一回何か生産者会議やってみませんか、三者会議。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 
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〇産業観光課長（荻野 了君） 繰り返しの答弁になりますけれども、村のほうでは三者会議は考え

ておらず、現状の生産者会議と若手会議などを継続してやっていくというふうに考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ちなみにそれならば、こういう質問が出たら生産者とこういう話をした、農

協とこういう話をしているという、そういう報告はしないのですか。議会だけが知らない。それは

あなた方の責任か、議員の責任でしょうけれども。行政が対応してきた成果というか、問題点とい

うか、そういうのはどこにも予算説明でも何でもしないのですか、行政報告でも何でも。一体生産

者会議とはどこでいつどういう話が出ているのですか。議員は何も知らない。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  生産者会議につきましては農協が主催ということで、議事録については村はメモ程度しか取って

いないというところですけれども、私が知っている限り、議員の皆さんも毎回出席しているのかな

という認識でございます。若手会議につきましては、以前笹岡議員からのご意見もありましたけれ

ども、なかなか生産者会議だと若い人たちが発言できないということがありましたので、若手で少

人数で限定した形で開催をしていくという趣旨でございます。 

          〔「やったんじゃないの」と言う人あり〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） やっています。なので、継続してやっていくと。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そういう何名かを招集通知を出して協力呼びかけして集まって会議している

ということの報告なのでしょうけれども、その報告というのは出せませんか。自分たちでやれと言

われれば我々の責任です。だけれども、行政というのは村全体をつかむわけだから、議会に行政報

告なんかしてみてもいいのではないですか、そうでもない。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  当日若手の座談会につきましては、自由闊達な意見を出してもらいたいということで最初に私の

ほうからお話しさせていただいていまして、この内容につきましては村の中で、行政の中では記録

として残させていただきますけれども、外には出さないという約束でやっていますので、報告はこ

こでは考えておりません。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 
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          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） プライバシー的な考えで表に出さないのは結構なのですけれども、やっぱり

表に出せる、それで政策として反映できる、そういう共有課題として、できる課題として取り組ん

でいく意味で、私は正規な三者と言っているのですけれども、会議を開くべきだと思うのですが、

今のお答えのとおり、かたくなにそうでないということですから、それはそれでもってこれ以上や

ってもしようがないので、次をお願いいたします。 

〇議長（寺田 優君） 診療所高齢者在宅サービスセンターへの進入路の改修について。 

  榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  議員のほうからは診療所というふうに限定されていましたけれども、高齢者在宅サービスセンタ

ーも奥にございますので、そこの進入路の改修についてといったことで今回述べさせていただきま

す。敷地内の道路、進入路については、老朽化により多少の凹凸、凸凹があることは認識してござ

います。しかし、進入路につきましては緊急車両、患者の搬送ですとかの通行や、あとデイホーム

の送迎など、日常的に使用する場所でございまして、すぐに全面的な改修工事を実施することは難

しいというふうに考えてございます。また、その中で、進入路の共有に限り、可能な限り支障が生

じないように対策を行うことでどういったことができるかということについて、今後検討していき

ます。今早急にできることとしては、現在進入路の北側、医師看護師住宅の芝生の部分に三角コー

ンを設置して、自動車が駐車禁止できないようにして、そこは歩いていただくような対応をちょっ

と取らせていただいております。今後先ほど申したとおり、どういった対応ができるかといったと

ころについては検討していきたいと考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これも、ではいつやるのだといってもいつということはないのです。いつで

も患者もいるし、ホームへ通っている人もいるわけです。365日24時間、救急は。今日は暇だよと保

障する日はないわけだ。確かに診療所や社協は、あるいはホームは土、日は休みかもしれません。

だけれども、患者は休みなし。そういう意味では、今日は暇だからという日はない。３日や４日暇

だからと、空いているからといって、その間に直すというわけにもいかない。一定の日時を要する。

その上で質問しているのです、その上で。 

  それでは、どうして運ぶのだといったら、車が行かなければ手で運ぶしかない、患者の場合。し

ようがないのだ、これ。そういう非常手段も考えなければいかぬかもしれぬ。どういう方向で、例

えばホームへ通所する人たちをどういう方法でどこを通すかと、安全に行き帰りを。それも考えな



 - 50 -

ければいけない。なぜ。道路を造るからです。道路を造る間、閉鎖しなければならないでしょう。

工事する間は、少なくとも邪魔でしようがない。人が行ったり来たりでは。そういうことは当然あ

り得ることなので、それを想定できるはずなので、ならば先ほど担当課長も述べていましたけれど

も、両脇のところをどう確保するかと。しかし、それは車は入れないけれども、それでは担架で運

ぶとか、外まで。何か考えなければしようがない。そうでなければ、今日はいいという日はないで

す。ということは、半永久的にどうなろうが、こうなろうが、あの修復というものはできないこと

になる。検討、検討と、ボクシングではあるまいし。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  検討というか、議員がおっしゃられているのは、歩行者がいかに段差がなく行くかといったとこ

ろなので、道路の全面改修が必要なのかというような話とはまたちょっと違うのかなというふうに

考えてございます。歩行者が歩けるようなところを、今の芝生のところに入り口まで造れれば問題

は解消するのかなというようなところも考えていますので、そこについては今後、今後というか、

今も検討していますけれども、やっていますけれども、現状コーンを置いて、芝生の上ですけれど

も、歩行者が歩けるようにはしているというような対応を取っていますので、それでさらに支障が

あるのかどうなのかとか、そういったところも見極めながら、工事が必要となれば予算を計上させ

ていただきたいと考えております。 

  以上です。 

〇３番（笹岡壽一君） 次お願いします。 

〇議長（寺田 優君） 清掃センター施設の新設について。 

  前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  ６月定例会の答弁の繰り返しとなりますが、現在実現可能な調達内容及び方法の検討を行うべく

情報収集を行っており、その検討結果を踏まえて詳細が決定次第、お知らせしたいと考えています。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これも繰り返しの質問になっています。皆さんも答弁しやすいでしょう。同

じことをコピーすればいいのだから。そういうことでお断りのコピーが来るのだけれども、前には

薬剤名まで言いましたけれども、いろいろ問題があるということで薬剤名は省いているわけですけ

れども、これも一方では生ごみを工夫して減らそう、減らそうと言いながら、しかも住民のほうか
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ら活用しているし…… 

          〔「質問が１個違ってないですか」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） ああ、清掃センター。ごめんなさい。間違えた。ごめんなさい。 

  清掃センターについては、これ質問と全く違う答弁なのです。これをもって皆さん、どう受け止

めているのでしょうか、この答弁を。私この答弁を聞いたときに、さて、これどういう質問を組み

立てたらいいのかなと。読んでのとおりです。詳細が決定次第お知らせしますと。詳細とは何です

か。何が詳細ですか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） お示しできないといったところで、質問の冒頭にもあるように、非常に行政

は何をやっているのだというところで、住民の皆様からもそういう不満といいますか、そういった

思いがあるところは理解はしております。なかなかもどかしいところで、焼却施設に限らないので

すけれども、ハード整備に関しては非常に島特有の事情で進めていくのは難しいといったところで、

就任以来苦労しているところでございます。 

  難しいところで、どういった時点で示せるのかといったところでいいますと、まだこれも仮定の

話になってしまいがちですが、当然スケジュール、それから事業規模、予算、そういったものがあ

る程度解像度が高まってきた、もしくはこれでやっていくのだというところが決まり次第お示しし

ていきたいなというふうに考えております。現時点でそれが全く想定していないという状況ではご

ざいませんが、徐々に今解像度を上げていくような作業に着手しているといったところでございま

す。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 口幅ったいと思うのですけれども、皆さんからすれば。この１年間、去年の12月

から今日まで、このごみの問題どこに行ってしまったのだろうというのが率直な印象です。やるの

かやらないのか、これすら分からないと。年次も定かでないと。例えば10年後には造る考えはある

のかないのか。少なくともこの１年、２年のうちの話題というか、課題には、テーブルには乗らな

いのか、全く分からないと。ある意味では、先ほどの製油工場もそうかもしれません。調査はした

けれども、本体工事はいつやるか分からぬと。それが実態、実情なのです。それで、示せないので

す、皆さんが。取り組んでいないのではないですか、そういう方向で。検討、検討とは言うけれど

も、いつ造ろうよと。 

  例えば東京都や、必要によっては、場合によっては国に対して事業計画を出して、補助金申請を

するべく事業計画を出して、年次計画を出して、何年の事業で取り組むと。そのためには起債を起
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こすか分かりません。財源更正まで検討すると。補助金を幾ら見込む。東京都がどう、国がどう、

あるいは借金をどうする、借入金を。財源更正どうするということで、いつ申請するのだかしない

のだか、全く分からぬと。皆さん自身がまだ分かっていないのでしょう。やみくもなのでしょう、

まだ。造らないとは言わないと。しかし、いつどうするか、いつ財源更正して、いつそういう事務

手続を取るというところまで小１年かかっているけれども、全く俎上に上がっていないのではない

ですか。たった、たった、日にちだけが過ぎていて。忘れているわけではないでしょうけれども。

その辺に言葉は悪く言うと、一体どうなっているのだろうと、この焼却場は。本当にやる気がある

のだろうかと。いつ頃造るのだろうと。住民は短絡的にそう思います。ぶっ壊れていると思う、本

体は、今ある既製の機械は。その点では、担当者が一番よく知っているのだ。今度も補正がある。

あの補正をもって、これまでの既成の予算額を出したら幾らになるのか知りませんけれども、

1,000万近い補正を組んだでしょう。全く見えない。見えないから楽と言えば楽なのだけれども。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 繰り返しになりますが、進んでいない、お示しできない、どうなっているか

分からないという厳しいご指摘、ご批判は本当に申し訳ない気持ちでいっぱいであります。何とか

早急に整備できるように、これまでもそうなのですけれども、これからも努力していき、一日も早

く施設の更新をしていきたいと思っております。 

  また、質問の途中に出てまいりましたが、そうはいってもすぐに整備がかなわないということは、

これは明らかな状況でありまして、その上で現在も毎日のようにごみは出てくると。そのごみを的

確に処理していくために、現在の施設の延命をするために補正を組ませていただいているといった

ところで、住民の皆さんには繰り返しになります。申し訳ない気持ちでありますが、何とか整備に

向けて努力してまいります。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そろそろ時間が来たので、簡潔に伺うようにしていきますけれども、せめて

今の機械をいつ頃まで使えるのですか、あるいは使うつもりなのですか、取りあえず。そこから先

は、もう何といってもかんといっても駄目だと。もしやろうとしたら億の金がかかると、極端に３

億とか４億とか。修理、修理といっても。そういう意味でお伺いします。数千万のお金を何年ぐら

い費やして修理に、あそこが壊れ、ここが壊れということで修繕していく予定で計画を考えていま

すか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 
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〇村長（村山将人君） これも議員のお言葉を借りれば、これからお答えすることでいくと何も考え

ていないのではないかというふうに言われるかもしれませんが、それに関してはできる限りという

ふうにお答えさせていただきます。というのは、例えば２年もしくは３年といったところで、その

根拠となるものがなかなかないと。もう既に寿命も過ぎている施設でありまして、いつ致命的な破

損が起きるか分からないと。そのための予防の修繕になっております。なので、ふがいない答弁に

なってしまいますが、それとも併せて、かといって１億、２億をかけて大規模改修をするというこ

ともちょっとはばかられるといったところもありまして、申し訳ないのですけれども、こういった

措置にさせていただいております。繰り返しになりますが、一日も早く新しい施設を整備するため

に努力してまいります。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 受け止める方にとっては、意地悪いような質問になるかと思うので、恐縮で

すけれども、くどくもあって恐縮ですけれども、ある日突然駄目になったと。そうしたら、非常手

段は何を考えています。例えばこの機械が当分１か月、２か月使えないと。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 私も現地に何度も伺い、故障箇所とか不具合になり得る箇所に関しては確認

をしているところであります。自動で投入されたごみを押すとか、そういったものは今回の補正で

修繕させていただきたいのですけれども、手間をかけつつも、施設自体が逆にアナログ施設である

と、電子制御のものも一部ありますけれども。というところで対応できるのではないかというふう

に考えております。当然事業者、事業者というのは修繕の管理事業者ともやり取りをしている中で、

致命的な故障にならないように努めているといったところで、例えばミサイルを撃ち込まれて爆発

したとか、そういう事態がない限りは大丈夫ではないかというふうに考えております。 

〇３番（笹岡壽一君） では、次をお願いします。 

〇議長（寺田 優君） 生ごみ処理について。 

  上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 笹岡議員のご質問にお答えいたします。 

  ６月定例会の繰り返しになりますが、以前本村において生ごみを堆肥化する器具を無償配布した

際、堆肥化の作業や器具のメンテナンスに手間がかかることから復旧が進みませんでした。そのた

め、堆肥化のための器具の配布については考えておりません。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 
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          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これも以前やったけれども、駄目だったよというのは、今の人には通用する

かもしれません。知らないから。ああ、駄目だったのだなと。ところが、残骸がいっぱいあります

よ、あちこちに。駄目でした。駄目だった。あれはなぜ失敗したか。たしかあれも議会で出て、物

によっては村から出たのです。こういうことでやりたいということで取り組んでいました。そのこ

とごとくは結果的には、村中に配ったわけではないです。テスト的に、皆さんの言葉を借りれば実

証実験的なそれでやったのです。あちこち村中にあるように見えるかもしれぬけれども、村中には

ないのです、全部には。それでも相当数の家に配ったのですけれども。あれはやっぱり調査不足で

した、私に言わせれば。結果的に。いろいろ業者のコマーシャルに乗ってしまった、宣伝にも。そ

ういうことも後から反省の材料としては持っています。ああ、これはいいなと。だって、消えてな

くなってしまうのだから。ところが、実際には消えない。そういうことがありました。 

  ただ、これは前にも述べたけれども、これは全然逆なのです。住民のほうから来ているのです。

やっているのだ、もう既に。住民さんのほうでいいねと。これを応援するわけです。前は、村がこ

れをやってくれよとやったのです。そこのところを見て、しかも今度のはコンパクトでしょう。小

さいのだ。こんなバケツだ。でかいのにしてしまってもいいでしょうけれども。全く物が違うの。

そういう面で財政的な負担行為もそんなにはかからないでしょうと。目玉の出るような金額には。

そういうので質問しているのですけれども、いかがですか。それこそ実証的にやってみませんか。

私が金額を言うのも口幅ったいけれども、５万か10万もあったらできるのではないですか。実証実

験だから。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 繰り返しとなりますけれども、考えておりません。 

  以上です。 

〇３番（笹岡壽一君） 分かりました。では、次をお願いします。 

〇議長（寺田 優君） 最後の質問になります。地方自治法の改正について。 

  榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  議員のおっしゃっている、総務省が今回地方自治法の改正によって盛り込んでいる指定地域公共

活動団体については、総務省は高齢者の見守りや美化活動といった地域課題の解決に取り組む住民

団体や組織を、市町村が指定して支援する枠組みを今回改正により定めたと認識してございます。

改正の趣旨については、十分理解した上で対応していきたいと考えております。現在村では特段条

例を定めて、何か実施するとは考えてございません。 
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  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 時間がないですが、いずれにしても考えていないということをくどくど言う

のも詮ない話なので、あれですけれども、やっぱりこれは国がつくった法律で、地方自治に対して

求めてきている、国家法というか、地方自治法に関する問題で持ってきているわけで、これは全国

にずっとこれから課題になっていくだろうと思うのです。 

  何をやるかについては、それぞれの自治体で決めることだと。または、何ができるかということ

も研究する必要があるだろうと思いますけれども。ただ、私述べた、そういうことをうたっている

よと。その辺が問題。まだ細かいことはいっぱいあるのです、実際には。いっぱいありますけれど

も、取りあえず大まかなところ、その辺が問題になりそうですよと、本村の場合は。そういう意味

で、２つ、３つ挙げておきましたけれども、やる考えがないということであれば、来年、３月の新

年度の条例案には上程しないということもあるでしょうけれども、しかしやがてはどうなのでしょ

う。いつまでも我が村、前例えばこういうことがありました。平成の合併ということで町村合併に

なりました。ところが、国の方針は合併、合併なのだけれども、うちの場合は、伊豆諸島の場合、

各町村長が反対してしまって合併しなかったのです、島しょは。だから、やろうと思えば、何も国

に従う、必ずしもそのとおりにいかなくてはならぬというものでもないのだけれども、そういう事

例も現実にあるし。それで、本村としては、当面現村政としては少なくとも考えていないという具

合に受け止めていいのですか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  現村政の中で考えていないというようなところで、絶対やらないかどうかということは、この地

方自治法の改正の趣旨にあって、村としてこの団体をつくることがメリットとなれば、当然議会に

お諮りして条例を上程しなければいけないかなというふうには考えていますけれども、先ほどの答

弁のとおり、趣旨の中で述べていることは、基本的には議員の今くしくもおっしゃられた、合併に

よって自治体が大きくなってしまって、なかなか地域の声が届かないとか、そういったところにつ

いて旧の町村の地域とか小学校とか中学校区域に基づいたところの団体とかをつくるとかつくらな

いとか、つくって支援していくみたいなのが今回の趣旨と私は認識していますので、そういった中

では利島はあくまでも小規模の自治体の中でそういった団体を新たにつくることが必要性があるの

かどうなのかというところは今後見極めていきながら、当然条例がもし国のほうから条例を策定し

ろというふうな話になれば、それは議会ともご相談させていただきながら進めていかなければいけ

ないのかどうなのかも含めて検討していくといったところでございます。 
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  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 微妙な答弁ですけれども、少なくとも私は取り入れるにしても、条例提案す

るにしても、これは質問書に述べてある、少なくともそういう問題はあるので、ただ議会に提案し

ましたと、賛否を問うというにとどまらず、先ほど述べた町村合併ではないけれども、住民全てに

影響する問題だから、やっぱり皆さんのコンセンサス、どこまで広げるかは別にしても、こういう

条例であるということを知らしめてＰＲ活動なりして、それで反応を伺って、その上で我々議会も

上程されたらば審議するということで申し述べて質問しているのですけれども、いずれにしても現

村政下で提案する考えはないということであれば、それはそれでもって了としますけれども。 

  ちょうど終わりました。終わるからいいです。 

〇議長（寺田 優君） 答弁ください。 

  榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問、ご要望にお答えします。 

  これは、条例、もし上程する場合とか、そういったところは十分住民にも、議員の皆様にも必要

というか、ご説明申し上げながら諮っていきたいと考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） それでは、笹岡議員の一般質問を終了いたします。 

  引き続き、石野議員の一般質問を行います。 

  石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 本議会において、以下の項目について質問することを通告いたします。 

  １、島外医療に係る助成について。現在の助成制度は、高齢かつ低所得者である住民への助成を

手厚くするという方針の下に運用されています。しかしながら、就労できる年齢であっても個々の

やむを得ない理由等により所得が低い場合があります。この場合においては、１万5,000円を受け取

ることができません。このゆがみに対して公平性を感じないとの声が再度私の下へ寄せられました。

助成制度を見直し、全住民に対して一律の助成を行うべきであると考えています。 

  ２、本島の船の就航率の低さは周知のとおりです。それに伴い、島外通院時に限り交通事情によ

って離島がかなわなかった場合の延泊補助を、２泊を上限として実現していただきたく考えていま

す。任期中、数回にわたって要望してきたことですが、随時検討していくとの答弁をいただいてお

ります。しかしながら、これまでの経緯から検討されていないのではないかと推察しています。村

としての答弁骨子作成時点の方針をお示しください。 
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  ３、付き添いについては、患者年齢が基準となり加算額が異なりますが、付添人は住民と限定さ

れているものなのか。また、医師が認めるものであれば、事後申請の場合でも認められるものかを

お示しください。島外医療施設を受診し、介助が必要となった、退院時に介助が必要なこと等。 

  ２、住民からの要望について。都道に面した漁協倉庫に隣接しているコンクリートの建屋が崩れ

ていることは、以前にも議会で示したところですが、今年度に取り崩す予定となっております。令

和６年も半分を過ぎたところです。工事日程を含め、現在の状況、今後のスケジュールをお示しく

ださい。 

  ３、はしけと海の歴史広場の建屋の屋根修理について。本年議会において修繕予定との説明があ

りましたが、その計画についてお示しください。 

  ４、新製油工場の新設について。６月定例会においての答弁に対して、村内でも様々な反応があ

った本件ですが、急遽土地購入の検討から建設予定の地質調査費用の補正予算計上がありました。

生産者、農協とも待ち望む工場であるため、建設に向けて進んでいること自体はうれしく思います。

しかしながら、建て替えの理由の一つに衛生環境の問題があります。これは、議会を含めた様々な

場で論じられたことであるため、村民が周知していることであります。今回示された建設予定地は、

現工場からさほど離れていないことで、最適地ではないことを認めた上での候補地であります。こ

れから建設する上で問題としなければならない事項であり、妥協すべきではないと考えます。 

  １、建設地選定に当たり、衛生環境についての課題はどう捉えているのでしょうか。その点を踏

まえた上で、候補地の選定理由をお示しください。 

  ２、地質調査を含めた建設スケジュールをお示しください。 

  ５番、介護を要する住民への対応・支援制度について。現在本村では、家族等が介護できなくな

った場合には島外施設の入所となっている状態であります。利島村の通所介護施設に加えて入所介

護施設があれば、現在、そして近い将来、介護に対して危惧されている方に朗報と言えます。現在

耐震中高年生活者及び高齢者家族がいらっしゃる方々に安心して利島に住み続けられることができ

る利島にできるよう、早急な検討を求めます。 

  ６、防災行政無線について。防災行政無線がタブレット型になり数年がたちますが、その運用に

対して不便であるという意見が村民から多く上がっています。まず、通知時にタブレット付近でし

か通知の有無が分からないこと。屋外での就労では到底役に立たない状況にあります。そして、記

事の記載時間が短いということ。仕事や通院等で週単位で島を離れる場合、帰ってきたらどんな記

載があったかは見られない状況にあります。スマートフォンを使えば見られるとおっしゃるかもし

れませんが、皆が皆、スマホを使いこなせているわけではありません。そして、次に音声放送がな

されない点です。行政放送すら音声が無放送。防災に関わる点においても、タップしなければ受信

情報も得られないのではないかという不安の声が届いています。 

  当初の予想では、村民と行政双方のやり取りができるシステムを構築するとされていたと認識し
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ています。どういった基準で選定したのか分かりませんが、執行部もスペックが足りないとしたタ

ブレットを導入したことが原因の一端にあると認めていました。機器の入れ替えが行われる予定で

すが、次はどういった基準で機器を選定し、どのような運用の仕方をするのか、計画を示してくだ

さい。外に向けて、他と違う点をアピール、評価を求め、評価を得ることができた事業であります

が、今回は利用者に目を向けることを最優先にした事業計画であることを望みます。 

  サテライトオフィス他複合型施設について。現在建設に向けて元住宅部分を骨組みだけ残し、取

り壊した状態にあります。8,000万円をかけるのであれば、改修ではなく、新築にすべきだという意

見も届いています。また、人員配置、諸経費についても６月議会の段階では、これから詳細な運用

を考えていくところであり、示すことができない旨の答弁でした。事業計画段階において思案され

るべき事柄であると考えます。完成後に村が持続的に運用可能であるのか、そもそも見込みだけの

利用者がいるのか、不安に思う声もいただいています。 

  住民がこれらの施設を求めているとしているアンケートで、あったらいいなと回答した方の中に

も、建設場所、施設の内容に疑問や不安を感じている人がいます。住民が集う場所を造ることに対

しては従前より賛成しておりますが、内容についてはいま一度住民の声を聞く場が求められるので

はないでしょうか。見解を伺います。 

  ８、新焼却場について。６月議会において、年度内に着工したいとする執行部側の立場を基にし

て、それを実現するためにはどういったスケジュールを組まないとならないのか、逆算したスケジ

ュールを示してほしいと求めましたが、提示できないの一点張りでした。議会も村民も何が原因で

計画が進まないのかすら把握できない状況に不安を覚えています。 

  ①、計画を何一つ提示できない状況にある原因は何なのか、示してください。 

  ２、現在稼働中の焼却場が故障、もしくは修理不可能な状態になった場合の対応策についてお示

しください。 

  ９、南ケ山園地トイレ貯水タンク改修工事について。令和５年度改修のための予算措置をされま

した事業であります。数度の質問に対し、最終的には年度内完了と答弁するも、業者を理由に未了

となりました。令和６年３月時点において、原因究明もされぬままの状態で、今年度改修との方針

は以前の議会においても示していただきましたが、答弁骨子作成時点での状況をお示しください。 

  答弁につきましては、質問項目番号ごとにおける質問番号ごとにて明確に答弁くださいますよう

お願いします。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員の質問の朗読を終わります。 

  これより答弁に入ります。１問ずつ、先ほど同様１問ずつ行きます。 

  まず、島外医療機関への交通費等補助について。 

  榎本住民課長。 
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          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  島外医療機関への交通費等の補助について、補助の見直しを行うかというところについて、１番

目のところについてお答えさせていただきます。現時点で住民税の非課税の65歳以上の高齢者に限

り増額しているといったところでございます。こちらに高齢者以外の低所得者への補助の拡充につ

いてですが、本補助の趣旨や今後の制度維持の可能性も踏まえながら、全体的な見直しを通じて検

討していきたいというふうに考えてございます。また、現段階で全ての住民に一律の補助を行うこ

とは考えてございません。 

  １問目、①のところは以上となります。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） これは、65歳以上の住民に対してのものだったのですけれども、高齢で低所

得者である、若くても低所得である人がいる場合はどうなのですか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  なぜ低所得者の中でも高齢者に限定したのかといったような趣旨のご質問かと思いますけれど

も、本制度、もともと一律で7,000円とかの補助を行っていたというところから、いかに充実させる

かといった検討をなされていく中で、やはり高齢者の方というのは病気にかかる率が高いですとか、

どうしても島外の医療機関に通わなければいけないといったところも、ほかの世代の方よりも比較

的高いだろうというようなところも含めて、回数が多ければ当然負担額も大きくなるといったとこ

ろも含めて、高齢者に限定させていただいたといったところと、予算的な財源が幾らでもあれば、

それは拡充する分には幾らでもできるのでしょうけれども、限りある財源の中で求めていく中では、

やはりどこかしらで線引きをさせていただいたといったところでございます。 

  拡充する中で、そのまま拡充するのではなく、一度公務員については切捨てという言い方が適切

かどうかあれですけれども、公務員についてはその財源を確保するために廃止させていただいたと

いったところもございますけれども、議員の方々の要望等々もありまして、そこを復活させていた

だいているといったところもございます。そういった中で、制度の全体を考えていく中で今後とも

検討を重ねてまいりたいというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 何とか考え直して、いい方向に進んでください。 
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  次、船の就航率、②です。 

〇議長（寺田 優君） ②ですか。延泊について。 

  榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員の２番目ですが、島外の通院の中の２番目ですけれども、

延泊についてでございます。 

  本村の船の就航率につきましては、従前に比べて大変向上しているというふうに考えてございま

す。こうしたところも踏まえて、補助の在り方について先ほども申し述べたとおり、全体を見直す

中で延泊の部分の補助をどうするかとか、そういったところだけでなく、全体を見直すといった中

で検討していきたいというふうに考えてございます。延泊だけを取り上げて、延泊したから補助を

その分追加するというようなことを念頭に置いて見直しを行うといったことは考えてございませ

ん。制度全体でどういった方向で補助の対象をどうするかとか、そういった中を含めて今後検討し

ていきたいと考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 今でもほかの島と比べて欠航率が利島は高いので、今の延泊というのかな、

それも考えておいてもらいたいのですけれども、ほかのことも考えているということなので、何と

かそこのところをお願いします。 

  次に行きます。 

〇議長（寺田 優君） 付き添いについて。 

  榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 付添人につきましては、村民に特段限定しておりません。診療所

の医師が必要と認めた場合には加算、誰が付き添いについたとしても加算されているといったとこ

ろになっています。また、島外の医療機関受診後の事後の申請については、原則というか、認めて

いないといったところでございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） これは、病人が島内の人に限られています。病人が、付き添い、要は患者が

島内の付添人というのは限られています。それとも、他の島外から来て、仕事をしてけがをして東

京へ送られたとかいう場合は。もう一度。利島でけがをして、ヘリでも船でもいいのですけれども、



 - 61 -

東京の病院へ送られた場合は、島外の人でもオーケーですか。島外、要は利島へ働きに来ていて、

内地から。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  議員のおっしゃられているのは、住民票のない人というのですか、簡単に言ってしまうと。住民

票のない人に補助するか、助成するかという話ですね。そこはあくまでもこれ住所要件で、要件の

中に住所を有する者というふうにありますので、それは当然住民票があれするのかなと。議員のお

っしゃられ方でいきますと、来た観光客が病気になってしまったけれども、それを使えるかみたい

な話になってくると思うので、それは使えませんとしか言いようがないです。 

  以上です。 

〇４番（石野 治君） 次へ。 

〇議長（寺田 優君） 住民からの要望について。 

  荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  漁協施設の件だとは思うのですけれども、今年度中の施設の撤去に向けて島内の事業者と現在調

整しているところです。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 調整中ということなのですけれども、今９月になっているのだけれども、来

年３月までに撤去できるのですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  当然３月議会に終わるように業者とも今詰めているというところですので、道路に面している施

設ですので、撤去の工事に当たってはＩＰ告知とかでも住民の方には周知する必要があるというふ

うに認識しております。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） あそこは都道に面しているので、解体する場合は半分ぐらい道路を封鎖する

予定か何かあるのですか。 
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〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  どういった封鎖とか、制限とか、どれぐらい必要なのかも含めて今事業者と確認を進めていると

ころですので、そういったことが分かって、工事の日程が確定した際には、住民の方に不都合がな

いように周知はしていきたいというふうに考えております。 

〇４番（石野 治君） 次へ行きます。 

〇議長（寺田 優君） はしけと海の歴史広場屋根の修理について。 

  荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） はしけと海の広場の屋根の修理につきましては、議員のご提案、ご

指摘の部分の屋根の修理につきましては、今定例会で補修費を計上させていただいています。補正

予算案を上程させていただいております。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 修理の場所は何か所ぐらいあります。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 箇所数でいうと２か所というのですか。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） この間私がちょっと見に行ったのですけれども、そうしたら棟と山側と海側

の瓦がおかしくなっていたので、３か所ぐらいになると思うのだけれども、１か所はあれかな。見

ていなかったかな。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 修繕を見積もり依頼している業者さん、現地で見ていただいていま

すので、当然修繕箇所は確認していただいておりますので、ちょっと私が２か所と言ってしまった

のが合っているかどうかというのはある。大きく空いているところは２か所なのかなと思っていま

すので、それについての修繕、補修をするというところです。 

〇４番（石野 治君） 次へ行きます。 

〇議長（寺田 優君） 新椿製油工場の建設について。 

  荻野産業観光課長。 
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          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  先ほどの笹岡議員への答弁と重なる部分もあると思うのですが、新椿油製油センターについては

土地の候補地でボーリング調査を行っているところです。今後調査結果を確認した上で、建設する

土地として適しているかを含めて協議を進めていく予定となっております。候補地の選定の主な理

由ですけれども、水道や電気といったインフラ整備が新たに必要ないことや、現製油センターに近

いということで、附属する倉庫などが近いことが今回候補地となった理由でございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） あそこは、建設会社の生コンの場所なので、要はあまりいい環境ではないと

思うのですけれども、そこを決めた理由というのは何かあるのですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） あくまで候補地として決めたということは、先ほどの答弁と重なり

ますけれども、水道だとか電気などのインフラ整備が新たに必要ではないというような条件を鑑み

て、あの場所を候補地とさせていただきました。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 生コンの工場は目の前にあるので、セメントの粉だとかしょっちゅう舞うと

思うのですけれども、そういうのは全然鑑みないでやっているのですか。それでなかったら、前に

村長が案内した役場の土地、せいべいの土地だったかな、あそこら辺だったら水道引けばいいので

はないかと思うのですけれども、あそこは無理なのですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  現状の製油センターでの課題として、そういった砂ぼこりみたいな話というのはセンター従事者

の方からもお伺いしていまして、これを先ほど笹岡議員のご質問のときに答弁させていただいたの

ですけれども、100％防ぐというのは確かに無理かもしれないのですけれども、当然そこはかなり重

要視しているというか、気をつけなければいけないことですので、今後どのように砂ぼこりとかを

軽減というか、工場側としてどう軽減できるかということも含めて考えていく必要があるというふ

うに認識しております。 

〇４番（石野 治君） 次へ行きます。 
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〇議長（寺田 優君） ２番、今後の工程。 

  荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  今後の工程につきましては、これも先ほどの笹岡議員の答弁と同じになるのですけれども、現時

点ではちょっとお示しすることはできません。 

  以上です。 

〇４番（石野 治君） 次へ行きます。 

〇議長（寺田 優君） 介護を要する村民への対応・支援制度について。 

  榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  こちらですけれども、介護に要する村民への対応と支援制度についてでございます。入所の介護

施設、一般的に言われているのは特別養護老人ホームとか、そういったものの建設については平成

28年度まで、26年から28年にかけて高齢者対策検討委員会で議論を重ねてきまして、やはり人員確

保の難しさが一番のメインなところですけれども、それ以外にも様々な要因から施設の整備という

ものは困難であると。そういった中で、小規模多機能型の居宅介護施設の検討を行うべきというふ

うな答申を受けておりまして、その答申を受けた中でそれに比較的近いような形で現在の形態でサ

ービスを提供しているというような認識をしております。今後このような状況を解消することとい

うのは、要は人を確保するとか、施設を建設するのも含めてなのですけれども、そういったところ

は極めて困難であると予想されることから、入所する介護施設についての建設は行わず、現状のサ

ービスの拡充を図るべく、社会福祉協議会と検討を重ねていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

〇４番（石野 治君） 次へ行きます。 

〇議長（寺田 優君） 防災行政無線について。 

  榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  防災行政無線についてでございますが、ＩＰ告知端末については以前の議会でご指摘のあった防

災行政無線で流すのにはふさわしくない情報を配信できるものであり、これを補完するものとして

導入されていたと認識してございます。また、災害などの緊急の情報については防災行政無線の村

内各所に設置されているスピーカーと、合わせてＩＰ告知端末からも自動で音声が流れる仕様とな

っており、屋内外で情報を入手できる仕組みとなっています。ＩＰ告知端末に寄せられる評価とし
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ては、従来の防災行政無線の音声だけの周知よりも、画面での表示やお知らせが一定期間再表示で

きるなど、分かりやすいといったご意見も住民の皆様から私のほうも頂戴しているといったところ

でございます。現在次期ＩＰ告知端末に代わる機器や方法について検討を行っているところであり、

その結果について今後お示ししていきたいと考えております。 

  以上となります。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） これは、外にいるとほとんど分からないのだ、防災無線が。多分スピーカー

から放送されていないということだと思うのだけれども。大体聞いてみると聞こえないと言ってい

る、みんな。だから、俺なんかのところだと一番聞こえるところなのだけれども、あまり聞こえて

いない。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  もしお聞こえならないというような箇所等々がございましたら、ぜひ役場総務課宛てに、ここで

いつ聞こえなかったよというのを教えていただければと考えています。朝昼夕定時に、８時、12時、

５時ですか、時間の放送をやっていますので、それが聞き取れないといったところは教えていただ

ければと思います。ただ、聞き取れないからといって早急にスピーカーの位置を変えるとか、そう

いったのはなかなか、一度設計してつけているところもございますので、早期に対応できるかどう

かというところは検討させていただきます。 

  以上でございます。 

〇４番（石野 治君） 次へ行きます。 

〇議長（寺田 優君） 次は、サテライトオフィスほか複合型施設について。 

  隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  現在住民説明会でお示ししている内容やアンケート調査により得たニーズに沿って事業を進めて

おるところでございまして、現時点で新たな住民説明会等の開催は考えておりません。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 前に１回、図面を見せてもらったのですけれども、トイレが１つしかなかっ

たような気がしたのですけれども、それはどうなのですか。 
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〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  どこの施設のトイレのお話か、ちょっと分からないのですけれども、母屋に関してはトイレが１

つ、母屋というのはコワーキングスペースとか人材交流施設に関してはトイレが１つで、子供たち

が遊べる施設に関しては今２つだったかな、考えておりまして、あとは２階建ての子供たちが学習

するスペースと乳幼児が遊べる施設に関しても今２つ、子供用のトイレが追加で１つ入るのかなと

いうような形。１つというところは、コワーキングスペースのみになっています。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 前の住宅のところが多分１つだと思うのだけれども、トイレが。図面上。あ

そこは老人というか、そういう人が集えるところと言ったのかな、村民が。そこのところが、その

建物は多分トイレが１つしかないような図面だったと思う。そこはどうなっているのですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  先ほどお答えしたとおり、１つです。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） あそこは、女性も男性も関係なく来るのだけれども、１つでいいのですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  施設のスペース的なもので１つしか設置できないというのが正直なところなのですけれども、一

応施設間をつなぐ、雨の日でもぬれないで移動ができるようなことも今検討しているので、ほかの

施設のトイレを使っていただければ幸いです。 

  以上です。 

〇４番（石野 治君） 次へ行きます。 

〇議長（寺田 優君） 新焼却場建設について。 

  前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 
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  １についてですが、先ほどの笹岡議員への答弁と重複いたしますが、６月定例会の答弁の繰り返

しとなってしまいますが、現在実現可能な調達内容及び方法の検討を行うべく情報収集を行ってお

り、その検討結果を踏まえて詳細が決定次第、お知らせしたいと考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 計画は何一つ提示できない状況にある。原因は何なのか、教えてもらえます

か。あるいは、例えばまだ設計も何もできていない、計画もできていないということなのか。 

〇議長（寺田 優君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  現在の建設計画は、以前に住民説明会で説明したものと変わりないそのものです。その計画をベ

ースとしながら、実現可能な調達内容及び方法の検討を行うべく情報収集を行っており、この場で

改めてお示しできるものがありません。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 住民に前に示しているということなのだけれども、住民に示したことが今の

ところ何もできていないということ。それとも、まだどこにも手をつけていない、そういうことな

のか、教えてもらいたい。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） これも先ほど笹岡議員の答弁と繰り返しになりますが、どういう状況になっ

ているのか分からないと、住民の代表の議員の方にもそういう声が集まってきているというところ

で、実際に住民の方からもそういった意見があるという認識はあります。その中で、今どういう状

況なのかというところも、繰り返しになりますが、お示しできないところが非常に申し訳ないとこ

ろであります。 

  基本は、先ほど担当のほうから説明があったとおりで、以前といっても数年前、２年ぐらい前に

なってしまいますが、住民説明会で説明したものが基本。当然それに伴っていろいろなものを検討

を進めてきているところでありますが、それも柔軟に、例えば設計変更するかしないかも現時点で

はまだお示しできないといったところです。ある程度固まったところ、つまりそれはどういうとこ

ろかといったら、先ほど言ったみたいに、スケジュールもしくは事業規模、予算、そういったもの

がある程度固まった時点で議会にはお示しし、お諮りしていきたいなというふうに考えております。
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なので、申し訳ございませんが、現時点でそういったものを踏まえてお示しできる段階にないとい

うところです。よろしくお願いします。 

〇４番（石野 治君） 示せないのでは、次に行きます。 

〇議長（寺田 優君） その２番。 

  前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） ②についてですが、現在の施設で焼却できなくなる程度の故障が

生じないよう、沿道の補修、耐火材の更新、投入口と炉の仕切りの板などの必要な更新を行い、現

施設の延命化を図っています。新施設が整備できるまでの間、同等の修繕を繰り返し実施すること

で対応していきたいと考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 今の施設が壊れて、例えば一月ぐらいかかると、修理に。その場合どうする

の。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） ご懸念の質問に関しましては、これも午前中かな、笹岡議員から同様の質問

があったかと思います。何が起こるか分からないと言ったら無責任になるかもしれませんが、寿命

が大分過ぎている中で、致命的な故障が起きないような予防策としての修繕をしていくしかないか

なと思っております。なので、幸いにもアナログな施設でもある中で、今の時点ではどうなるか分

からないのですけれども、不具合があっても対応できるのではないかといったところでありますが、

そうはいっても満足な施設運営ができるわけではない状況がずっと続くのは好ましくないというと

ころで、一日も早く整備、新しい施設の整備に向けて進めていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） こんなことを聞くと、それは分からないと言うかも分からないのだけれども、

今使っている施設がもし壊れた場合はどういう対応をするのですか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） これも午前中にお答えしたと思いますが、致命的な故障がないように予防策

として修繕をしていくだけでありまして、だけれども、高額な修繕をかけずに延命をしていくとい
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ったぎりぎりの運営になってしまうといったところです。なので、完全にストップというようなこ

とは現状は想定はしておりませんが、その際に対応に関して検討し、場合によっては搬出とか、そ

ういったことも考えていかなければいけないのですが、現状は想定しておりません。 

〇４番（石野 治君） 次へ行きます。 

〇議長（寺田 優君） 次は、南ケ山園地トイレ貯水タンク改修工事について。 

  荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  南ケ山園地のトイレに関してですけれども、水洗の部分が不調ということだったのですけれども、

今回貯水槽の部分にも水漏れの可能性があるということが新たに分かりましたので、この修繕も含

めて今現在業者と確認を進めているというところです。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 業者と今調整しているということなのですけれども、あとどれぐらい待てば

直りそうなのですか。例えば半年ぐらいとか、１年ぐらいかかるよとか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  気持ち的にはなるべく早くはやりたいのですけれども、ちょっとまだスケジュール等出ていませ

んので、またそこが分かったらお示ししたいと思っています。 

〇４番（石野 治君） では、終わります。 

〇議長（寺田 優君） それでは、石野議員の一般質問を終了いたします。 

  ここで５分間休憩を取りたいと思います。 

          （休憩 午後 ２時４７分） 

                                           

          （再開 午後 ２時５７分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  次は、井口副議長の一般質問を行います。 

  井口副議長。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） それでは、私のほうの一般質問をさせていただきます。 

  まず、１番目、モノラックの点検及び管理等について。利島は、厳しい自然環境にあることから
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適切にモノラックのメンテナンスを行うことが必要ですが、村の考えをお伺いいたします。 

  ２番目、地デジについて。これ、行政報告のほうからもありましたが、再度私のほうからも質問

させていただきます。今年度は特に地デジ放送の障害が各放送局で発生しているようです。今後ど

のような対応を検討しているのか、質問いたします。 

  以上、２点ですので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（寺田 優君） それでは、答弁のほうをお願いします。 

  モノラック点検及び管理等について。 

  荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 井口議員のご質問にお答えします。 

  モノラックの点検及び管理等についてですが、モノラックはレール及び駆動部分の維持管理を行

っております。レールは、年２回の点検を行うとともに、破損している箇所を適宜更新しておりま

す。また、駆動部分も同じく年２回の点検を行うとともに、不具合のある部分については適宜修繕

を行っております。モノラックは、椿の生産性の向上に資する設備であることから、点検の結果や

路線の使用状況を踏まえて修繕の要否を判断し、適宜対応していきたいというふうに考えておりま

す。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 井口副議長。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） このモノラックなのですが、今年度やっていただく業者さんが代わりまして、

今現在は農協さんのほうでやっています。 

  そこでお伺いしたいのですが、要するに今課長のほうからご説明がありました破損している部分

とか何とか更新していると、年２回というような答弁なのですが、実際これは壊れているときが問

題であって、ただ年２回決まったときだけのあれではないと思うのですが、ただ今回私が使用させ

てもらっているムクノキ山のモノラックなのですが、走っていく途中で線路が折れてしまったと。

そこで、担当者に電話しまして、これこれこういったわけだということをお知らせして、そうした

らその前に事業を行っている方が来て、一応これ以上は前には行かないので、後ろへ戻しておきま

したということで説明があったのですが、その後担当課長と担当者２名が来ていただいて、見てい

ただきまして、これはこの先にはもう行けないので、このように目立つポールでここから先は行け

ませんよというような表示をしていただきました。 

  ただ、私が懸念するのは、ではこのモノラックのレール、いつになったら取り替えていただける

のか。要するに年２回だということなので、ではそれ以外のときにそうやってレールが折れたとい

うことについて、どのように考えていくのか。そこら辺はいつ、どのぐらいの時間を要するのか、
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ちょっと説明をいただきたいと思います。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 井口議員のご質問にお答えします。 

  先々週ですか、ムクノキ山のレールがおかしいよという連絡をいただいて、私も実際現場を見さ

せていただいて、ちょっとこれだと使用できないなという確認をさせていただいて、その場で井口

議員ともお話をさせていただいたというところです。現在の動きとしては、今写真を撮った上で業

者さんに見積もりの依頼と、あと最短で来られるとしたらどれぐらいですかというところの確認を

行っているところです。それが分かり次第、今回該当した方というのは井口議員なので、それは別

途私か、担当の者から連絡させていただいて、どれぐらいの期間使えないというところも含めてご

連絡させていただければというふうに考えております。 

  また、全体的なモノラックの運用につきましても、月々というか、日頃のレールの管理とかは今

年度から事業者さんが替わったというのもありますが、村と事業者との連携をもう少し強化した上

で、必ず支障がないようにしなければいけないという大前提はあるものの、なかなか全部が全部、

急に壊れたりというのも中にはありますので、そういったときにはご遠慮なさらずに農協さんなり

役場なりに連絡いただいて、その後の対応につきましてはまた個別でご説明させていただくという

形で対応させていただければというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 井口副議長。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） ただ、私たち生産者としましては、今までは壊れるとその日か次の日には前

の業者の方のときは直していただいたのです。これが今課長から答弁がありましたが、そういった

あれについて、そうすると我々とすれば早く修理していただきたいというのが本音なのです。ただ、

要するにほかにいる元の業者さん、その方が来ないとレールは交換できないというようなことなの

でしょうけれども、できる限り早くやってもらいたいというのは私どもの願いなのです。壊れたか

ら、さあ、すぐやれと、業者さんが替わっていますから、それは無理なことだろうとは思います。

だけれども、少なくても１週間から10日ぐらいで修理していただきたいのが本音なのです。 

  これをそのままやっていくと、今年特に草の伸びが早いのです。それで、私のところは私もレー

ル壊れる前に、その先も約３年分の草なのです。それを切っていたのです。それで帰って、昼飯を

食べてきたときにレールが壊れてしまったということがあったので、いや、これ困ったなというこ

とであれしていたのですが、まだまだ私はその先を結構切らなければならないのです。正直な話。

課長は歩いて下っていったからよく分かっていると思うのですが、すごい草だと。それを全部私切

らなければならないもので、できたら早くやってもらいたいなというのが本音なのです。 
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  それと、もう一つ、機械が壊れているのではなくて、運転席と荷台のところが、新地山線なので

すが、これは。三角になってしまっているのです。私最初知らなくて、走っていって、ガタンガタ

ンと、何かおかしいなと思っていたのですが、帰りに後ろを見ながら来たら、運転席と物を乗っけ

るところのつなぎがこういった状態になっていたのです。あれ、これ何だろうと思ったの。よっぽ

どこれはぶつけたか、乗り上げたりしなければ、こんなあれにはならないなと。それと、運転する

席がへこんでいるのです。このことについては担当の方に電話しました。それで、こういったこと

なのだけれども、新地のモノラックについては連絡が来ていますかと言ったら、いや、来ているか

もしれないけれども、調べてみますと。それで、後でちょっと見に行きますとお答えでした。だけ

れども、私これをあまり走っていくと、何かあったときに大変だなと思って、そのままそこはやめ

たのです。その１日で。 

  それで、元議員の方にちょうど出くわしまして、何だよ、あの新地のモノラックの三角になって

しまったあれはと言ったら、いや、俺が使う前からそうなっていたということをお聞きしたのです。

だから、あれよっぽどひどいことをしなければああはならないよという話を２人でしましたけれど

も、そういった箇所で何か所かあるのです。それで、私自分が使わせてもらっているモノラック、

７月の下旬頃でしたか、使おうと思って行ったところ、１日目かな、２日目かな、までは使えてい

たのです。その後、昼飯を食おうと思って上ってきたところが、エンジンがすぐ止まる。かけては

止まる、かけては止まる。そうやった状態になったから、これはもう駄目だと思って、ようやっと

車庫までモノラックを入れまして、それで農協さんのほうに連絡しまして、すぐ農協の方が見に来

てくれたので、私も一緒に行きましたけれども。それで、一生懸命修理してくれたのですけれども、

これもう使っていいかと言ったら、いや、これ自信ないからやめてくださいということで、これは

困ったなと思って、それでそのまま１週間から10日、間が空いてしまったのですけれども、それで

とにかく機械か何かも置いてあったものですから、前の業者さんに個人で申し訳ないけれども、こ

れこれこういったわけだから、ここら辺はちょっと見てくれないかと言って、その人に見てもらっ

て、そうしたら私が言って次の日の昼から見て修理してくれて、すぐ直ったよと。もう大丈夫だよ

という連絡はいただいたのです。ですから、今までがそういった状態で前の業者さんのときにはす

ぐ対応できたのですが、今度業者さんが替わりましたから、それすぐ直せとか何とか言ってもちょ

っと無理だろうと。では、一体いつになったら直してもらえるのかと。１週間かかるのか、10日か

かるのか、１か月かかるのか。そんなことをしていれば、実際使わせてもらっているほうの身にし

てみれば、困ってしまうのです。そうなってくると、もしこのまま大分時間がたつようであれば、

結局今度は４年間分の草を私は切らなければならない。そういった状況なのです。だから、やっぱ

り私ども村が設置してくれたモノラックを利用させてもらってはいるのですが、なるたけ早く修理

していただきたい。レールが壊れたらレールは直していただきたい。そういったことを望むのです

が、果たしてこれがどのぐらいかかるのかというのは担当課長も苦労されているようですけれども、
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今のところまだ返答もない状況です。こういったことがあまり長くなってくると、今後ちょっと利

用するにも怖くなってしまうのです。それで、いまだにバッテリーはかからないから、結局ひもで

引っ張ってかけている。そういったこともあります。 

  それと、そういったバッテリーだって取り替えてくれたところと取り替えていないところがある

わけなのです。それで、一番気をつけてもらいたいのはオイルなのです。オイルが切れるとモノラ

ックは動きません。走りませんから、もう。エンジンが幾らかかっても。だから、点検管理につい

て、そういったところもちゃんと見ていただかないと、ただ一通りの動くから大丈夫だではなくて、

やっぱり一応自分で運転してみて、どうなのかということをやっていただきたいなと思います。 

  私もムクノキ山のモノラックについては相当レールは下げているのです、あっちやこっちや。だ

から、いつ折れるか分かりません、正直なところ。そういったところが結構下げているところがあ

るので、そういったところを課長も見ていただいたと思うのですが、相当ひどいさびが出ているの

です。だから、そういったところからまたすぐ壊れるのだろうと思います。折れると思います、す

ぐに。だから、そういったあれでできる限り使いたいなとは思っているのですが、どのぐらいの日

にちがかかるのか。もし今課長のほうからの答弁でいろいろと写真して、何もやって、見積りもと

いう答弁がございましたが、あとどのぐらいで使えるようになるのか、教えていただきたいなと思

います。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 井口議員のご質問にお答えします。 

  どれぐらいかというような質問ですけれども、現時点では大変申し訳ございませんけれども、お

示しできるものがないというところです。今回の話では個別の話をしていただいていると思うので

すが、全体的な話にも関わる部分だとは思いますので、ご指摘のあった連絡が滞っていたというよ

うなご指摘も受けていますので、その点につきましては先々週連絡をいただいた後に事業者と村と

の連絡体制の見直しということも行っておりますので、直せるか直せないかはちょっとすぐには分

からないのですけれども、その状態がどうなのかということに関するご連絡につきましては、でき

る限り早く生産者の方にお伝えできるような体制というのは再構築しておりますので、常に日頃一

番利用していただいているというのは生産者の方ですので、ちょっとでも何か違和感とか、これち

ょっとおかしいのではないというのがあれば、ささいなことでも構いませんので、ご連絡していた

だければと思っております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 井口副議長。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） このモノラック、今は女性も大分使われているのです。それで、ひもで女性
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が引っ張ってかかればいいのですけれども、女性はできる限りひもではなくて、バッテリーでスイ

ッチをひねればかかるのだというのが一番無難だろうと思っています。 

  そこで、点検管理については、オイルからバッテリーからちゃんと見ていただきたいのです。そ

ういったものをちゃんとしていただかないと、使用させてもらっている側とすれば、安心して使用

できないというところがあるもので、そこら辺をちゃんと年何回やるとか何とかとありますけれど

も、そういった全体的な点検管理についてはちゃんと１年に１回必ずバッテリーがちゃんとかかる

のか、オイルはあるのかというところは見ていただきたいのです。ただ、おざなり的にエンジンが

１回かかったからいいやではなくて、走ってみて、これなら大丈夫だよというようなあれを確認し

ていただければ、こちらも使わせてもらっている生産者にとってもありがたいことですので。 

  いつ、どこで、何があるか分からないのです。今村内に34レールですか、あるわけです。それを

ちゃんと点検しておいていただかないと、女性の方がとにかくパニックになってしまうのです、そ

ういった目に遭うと。だから、そういったところで今度の新しい事業者さんにはよっぽど注意して、

こういった点検管理をしてくださいということを再度お願いしていただきたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。そういった方向でご答弁いただきたいのですが。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 井口議員のご質問にお答えします。 

  女性がというような話がありましたけれども、女性男性関係なく安心して使えるために、点検に

関しては事業者と村とももう少し連携をしっかりしていき、できる限り不都合にならないように、

安心して使えるという形でモノラックを運用できるようにはしていきたいというふうに考えており

ます。 

  以上です。 

〇５番（井口 保君） 次お願いします。 

〇議長（寺田 優君） 地上デジタル放送の受信状況について。 

  榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 井口副議長のご質問にお答えします。 

  地上デジタル放送、地デジの受信状況についてでございますが、ちょっと余談になりますけれど

も、今年度は過去７年で利島も一番暑かったと、最高気温の記録を更新している状況で、村の観測

計で更新している状況でございます。村では、総務省、東京都と相談を行い、現在ＮＨＫによる長

期測定と短期の受信状況の調査を行っているところでございまして、行政報告の中でもご質問の中

でもお答えさせていただきましたけれども、春先から秋にかけて海水温の上昇による、そこに水蒸

気が発生してフェージング現象というのがあるそうです。そういった中で受信状況というのは悪く
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なる傾向にあるということでございます。先ほども申したとおり、今年は暑かったといったところ

がございますので、そういった中で今年のテレビの映りというのはより悪かったのかなというふう

に推測されるところでございます。 

  今年度中にＮＨＫによる個別相談会を村内で実施して、視聴状況の改善につなげていく予定です。

今のところ当初の予定でいきますと、10月に実施できるかなというふうにＮＨＫさんとは言ってい

たのですけれども、何分宿泊先がちょっと確保できなかったといったところもございまして、今予

定としては12月の中旬を目途に実施していく方向で調整しているところでございます。決まり次第、

住民の方にはお知らせして、受信状況が悪い方については相談会に参加していただいて、改善につ

ながるような取組を村としても応援していきたいと考えております。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 井口副議長。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） この電波の悪いあれについては、私もあるところでいろいろ都議の先生と話

をしまして、それでこういったわけで利島はどういうわけか、大分前からどうも電波の乱れなのか

何なのか分からないけれども、テレビの映りが悪いよということを説明していたのです。それで、

利島の100周年記念のときにちょうどいらっしゃって、それで２人でまたいろいろ話をしました。そ

のときに言われたのが、光ファイバーが来ているのだから、光ファイバーを利用してのあれができ

やしないかと。ちょっとその辺も調べてみますからというお返事をいただいたのです。それで、た

だその光ファイバーを使う前に他の業者さんに説明を受けたときは、何かＮＴＴ施設内にでかいあ

る程度の設備をしないと、光ファイバーにつなぐことはどうでこうでということを言われたので、

そんなに難しいものなのかなという考えは持っていたのですが、都議の先生が言うのは、そうやっ

てそれを使えば、電波の入りがよければそういった方向に持っていきたいねという話はしていただ

きました。 

  ただ、これがどの方向に行くか、ちょっと私も分かりません。先ほどから総務課長が行政報告と

他の議員との質問でいろいろと説明してくださっていたように、確かに私も聞いたのは海面反射で

すか、そういったのでもテレビの映りが悪いと。それと、春頃になるとサバ船が来て、サバ船の無

線で、その無線がテレビにも入ったりするのです。そういったあれもありますし、ただこれが果た

してどのぐらいあれなのかなと思っているのです。前はたしか衛星のチャンネルを利島は１回やっ

たことがありました。そのときに地デジが駄目なときには衛星放送に切り替えてみたりしていたの

ですけれども、そういった方策もあるのではないかなと思っているのですが、そういったあれとい

うのはできないのか、お願いします。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 
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〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 井口副議長のご質問にお答えします。 

  まず、近いところでいきますと一番最後のところですけれども、難視聴地域における衛星放送を

使った受信についてはもうサービスを終了しているというか、その設備はもう撤去しているという

のですか、国のほうでももう難視聴地域の対策というのはやっていないので、現状使うことはでき

ないといったところでございます。 

  今考えられている方向としては、インターネットというのですか、光ファイバーを使ったテレビ

の視聴というのも私のほうも調べさせていただきましたけれども、ちょっと本土から距離があると

いうか、回線が細いというところも踏まえて、現状ＮＴＴさんのほうのサービスでは提供区域外に

なっているといったところもございますので、そういった中ではやれることが限られてきているの

かなという中で、ＮＨＫさんに協力いただいてというか、ＮＨＫさんのほうは電波法に基づいて視

聴できる環境を整えなければいけないというところの法律の中で動いていただいているといったと

ころがございますので、そこについてはなるべく、先ほども行政報告の中でも質問の中でも申しま

したけれども、365日24時間全部が映る環境を整えるというのが、各個人宅とか、そういった中でも、

役場でもそれは難しいという現状の中で、今よりもより映りがよくなるといったところについては、

12月の個別相談会でぜひ相談していただいて、よりよく映る方法がないかというところをぜひご相

談いただければなというふうに考えております。 

  以上となります。 

〇議長（寺田 優君） 井口副議長。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） そうすると、今課長のほうからの答弁で12月頃に説明会がありますよと、そ

れにできたら参加していただきたいというような説明でした。それについては、私も12月の説明会

には参加したいと思っています。 

  それで、今課長のほうで光ファイバーを使うのは線が細いからちょっと無理ではないかというよ

うなお話がありましたが、実際これ利島だけではないのです。青ヶ島も相当悪いのだって。実は、

あるところで島しょの議員と話をしたときに、青ヶ島も相当ひどいということを青ヶ島の議員の方

が申し出ていましたけれども、利島だけではないのだなということで私もそこで、では何だろうと、

そうするとある程度標高の高い島が見づらいのかなと、逆にそう考えたこともありましたけれども。

ただ、地デジの放送になって、ＮＨＫさんも行政も一生懸命そうやって対応してくださっているの

で、12月どのような結果になるか分かりませんが、その席に出ていろいろ話をしてみたいとは思っ

ています。 

  今後の映り方がどうなるか。一応ＮＨＫ、日本テレビ、朝日、ＴＢＳ、それからテレビ東京、フ

ジテレビ、これ全部がやっぱり影響しています。今日はＮＨＫが悪いなと、今日はフジテレビのほ

うが悪いなと、ちょくちょく変わっています。ですから、これは全体的な問題だろうと思っていま
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すので、そこら辺は課長がおっしゃったとおり、12月に説明会があるということなので、それに出

席して、いろいろ話をしてみたいなと思っています。 

  以上で私のほうの一般質問を終わらせていただきます。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 井口副議長の中で、１点ちょっと訂正というか、あれなのですけ

れども、説明会ではなくて相談会です。相談会で、ある一定の期間、ＮＨＫの職員の方が窓口にい

まして、その方にうちのここのテレビというか、住んでいるところの住所とか、そういったのを教

えていただいて、そこについて現地に行って相談していただくというような会ですので、説明会を

行うというわけではございません。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） それでは、井口副議長の一般質問を終了いたします。 

  日程２の一般質問については、これで終了といたします。 

 

    ◎散会の宣告 

 

〇議長（寺田 優君） 日程３の決算日程については、代表監査がおられるときに説明をしたほうが

よいだろうという意見が多いようですので、本日はここで散会して、明日９時半よりまた開会した

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  ご苦労さまでございました。 

                                   （午後 ３時３２分） 
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令和６年第３回利島村議会定例会 

 

議事日程第２号                        ９月１０日午前９時３０分開議 

 

日程第 ３ 議案第３４号 認定第１号 令和５年度東京都利島村各会計決算認定について 

日程第 ４ 報告第 １号 財政援助団体に係る経営状況について 

日程第 ５ 議案第３５号 令和６年度東京都利島村一般会計補正予算（第２号） 

日程第 ６ 議案第３６号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予

算（第１号） 

日程第 ７ 議案第３７号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正予

算（第１号） 

日程第 ８ 議案第３８号 令和６年度東京都利島村介護保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第

１号） 

日程第 ９ 議案第３９号 令和６年度東京都利島村後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第１０ 議案第４０号 令和６年度東京都利島村簡易水道事業会計補正予算（第１号） 

日程第１１ 議案第４１号 令和６年度東京都利島村合併処理浄化槽事業会計補正予算（第１号） 

日程第１２ 議案第４２号 利島村教育委員会教育長の任命同意について 
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    ◎開議の宣告 

 

                                   （午前 ９時２８分） 

〇議長（寺田 優君） おはようございます。定刻となりましたので、令和６年第３回利島村議会定

例会の２日目を開会いたします。 

 

    ◎日程第３ 議案第３４号 認定第１号 令和５年度東京都利島村各会計決算認 

定について 

 

〇議長（寺田 優君） 本日は、決算認定ということで梅田代表監査に出席を賜りました。ありがと

うございます。よろしくお願いいたします。 

  それでは、早速日程３、議案第34号 認定第１号 令和５年度東京都利島村各会計決算認定につ

いてを議案といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 議案第34号 認定第１号 令和５年度東京都利島村各会計決算認定について。 

  上記議案を提出する。 

  令和６年９月９日。 

  東京都利島村長、村山将人。 

  提案理由。地方自治法第233条第３項の規定により、令和５年度東京都利島村各会計歳入歳出決算

を監査委員の報告を付けて、議会の認定に付す必要があるため。 

  決算概要の説明に関しましては、総務課長のほうよりさせていただきます。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） おはようございます。よろしくお願いします。 

  私のほうから、決算の概要についてご報告申し上げます。まずは、議案書のほうの８ページ、各

会計における決算について、決算書と議案書に資料として決算概要を作成し、お配りさせていただ

いておりますので、総額や財政指数などについてご報告させていただきます。 

  まず、一般会計についてとなります。議案書10ページをお開きください。歳入については16億

3,761万円で、前年度より7,958万円、4.6％の減、歳出は14億6,598万円で前年度より１億3,874万円、

8.6％の減となりました。歳入から歳出を差し引いた額である実質収支額は１億7,163万円となりま
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した。歳入歳出の各科目の状況については、議案書10ページから13ページにわたって掲載をさせて

いただいております。 

  続きまして、特別会計についてとなります。議案書14ページからとなります。国民健康保険事業

特別会計の歳入でございますが、7,365万円で前年度より487万円、6.1％の減、歳出は6,623万円で

前年度より571万円、7.9％の減となりました。 

  国民健康保険事業（直診勘定）特別会計の歳入でございますが、7,977万円で前年度より393万円、

4.7％の減、歳出は7,163万円で前年度より123万円、1.7％の減となりました。 

  簡易水道事業特別会計の歳入でございますが、１億6,397万円で前年度より98万円、0.6％の増、

歳出は8,243万円で前年度より7,613万円、48％の減となっております。これは、令和６年４月より

公営企業会計の適用により打切り決算を行ったためとなっております。 

  合併処理浄化槽事業特別会計の歳入でございますが、4,616万円で前年度より2,253万円、31.4％

の減、歳出は3,584万円で前年度より2,567万円、41.7％の減となりました。こちらについても、簡

易水道事業特別会計と同様に、公営企業会計の適用により打切り決算を行ったためのものとなりま

す。 

  介護保険事業特別会計の歳入でございますが、こちら4,785万円で前年度より169万円、3.4％の減、

歳出は4,239万円で前年度より225万円、５％の減となっております。 

  後期高齢者事業特別会計の歳入でございますが、801万円で前年度より25万円、３％の減、歳出は

766万円で前年度より48万円、5.9％の減となっております。 

  次に、主な財政指数についてでございます。議案書16ページを御覧ください。財政力指数は0.121で

0.004ポイント悪化、財政収支比率は75.3％で昨年度と比較して9.5ポイント改善しておりますが、

財政の硬直化が改善している状況ではありません。 

  続きまして、基金の状況でございます。議案書17ページを御覧ください。基金残高は17億9,039万

円で、前年より…… 

          〔「何ページって言った」と言う人あり〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 17ページです。よろしいでしょうか。 

  基金残高でございますが、17億9,039万円で、前年より2,982万円増加しました。 

  最後に、村債の状況でございますが、議案書18ページ御覧ください。こちら地方債の残高につき

ましては、５億4,970万円で昨年より5,338万円減となっております。 

  雑駁ではございますが、決算の報告は以上となります。よろしくお願いいたします。 

〇議長（寺田 優君） 説明はこれで終了いたします。 

  それでは、代表監査に監査報告をしていただきたいと思います。 

  代表監査。 

          〔代表監査委員（梅田孝司君）登壇〕 
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〇代表監査委員（梅田孝司君） おはようございます。監査報告を行います。 

  令和５年度東京都利島村決算監査報告書及び意見書という形で述べさせていただきたいと思いま

す。地方自治法第233条第２項の規定に基づき、令和５年度利島村一般会計・特別会計の歳入歳出決

算を審査した結果、別紙のとおりとなっていますけれども、そこに入っているということですので、

こちらのとおりになります。 

  続きまして、審査の概要ですけれども、そこに入っているので、概要については省略いたします。 

  その概要について、各会計等に係る歳出歳入決算書、実質収支に関する調書、現金出納表、歳入

表、歳出表、契約書類、提出書類並びに報告書類等及びその他の決算に関する必要な証書類につい

て審査及び監査をいたしました。 

  審査の期日及び場所ですけれども、令和６年６月25日から８月26日、利島村役場の議員控室で行

いました。 

  審査の手続ですけれども、審査に当たっては、提出された決算書の計数に誤りがないかどうかを

検証するため、関係諸表及び証書類と照合を行い、さらに収入、支出及び予算の定める目的に従っ

て合法かつ効率的に、かつまた正確に執行されているかどうかを契約書類等に基づいて報告書等が

きちんと提出されているかどうかに視点を置いた上で、各関係担当者から説明を受け審査を行いま

した。 

  また、過去の審査においても指摘された点について、監査実施しました。 

  続きまして、審査の適否ですけれども、審査に付された決算諸表は、各会計の基金と地方債の現

在高、投資及び出資並びに債権の現在高及び予算の執行状況が適正に表示されているものと認めら

れました。 

  現実の収入、支出が支出命令、歳入調定額通知書及びそれらの計数の根拠を示す資料に基づいて

きちんと実施されていることを確認しました。 

  各会計別の審査の結果として、一般会計の財政状況について。一般会計歳入歳出決算額及び執行

率、歳入総額は16億3,760万円で、予算現額に対して105.8％の執行率となっています。 

  また、歳出総額は14億6,597万円で、予算現額に対して94.7％の執行率となっており、歳入歳出差

引額は１億7,163万円となっており、実質収支額は１億7,163万円です。 

  これを前年度と比較すると、歳入総額は7,972万円の減、歳出総額は１億3,894万円の減となって

おり、歳入歳出とも前年度と比較して減額の決算となりました。 

  続きまして、５年度の一般会計歳入決算額の状況ですけれども、記載されている表については先

ほど執行部より説明がありましたので、そこについては省略させていただきます。 

  歳出決算額の状況についても、数値的なものに関しては先ほど執行部から説明がありましたので、

省略いたします。 

  それで、歳入で前年度大きく数値に変動があった項目は、地方交付税4,558万円、諸収入5,003万
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円の減でした。歳入の減少に伴い、歳出も前年度決算時に比べて減少の決算額となっています。衛

生費9,993万円の減は、令和６年度より簡易水道事業特別会計、合併処理浄化槽事業特別会計が公営

企業適用により打切り決算になったためです。同じように、総務費9,350万円の減は、東京サステナ

ブル創造事業、複合サテライトオフィス建設事業の増加、浄水場太陽光発電設備工事、トレーラー

ハウス整備事業、携帯電話不感地域調査事業等によります。教育費3,908万円は、教員等のスキルア

ップを図るためとなっています。 

  令和５年度決算における３つの健全化判断比率のうち、実質公債費比率３か年平均は6.8％となり

ます。令和３年度が6.8、令和４年度6.6、令和５年度7.1。実質赤字比率は、連結実質赤字比率黒字

のため対象外です。将来の負担比率も、村債借入額より基金保有額が大きいため対象外となります。

健全な水準にあると言えます。 

  続きまして、特別会計の財政状況ですけれども、これについても数字的なものについては先ほど

執行部から説明がありましたので、省略いたします。 

  特別会計決算における決算額の変動では、前年度に比べて簡易水道特別会計、合併浄化槽事業特

別会計の数字が減額になっていますが、公営企業等への移行によるものです。 

  基金についても特段大きな問題はなかったので、各個別の説明は省略させていただきまして、基

金残高の推移といたしまして、今年度も基金全体は前年度繰越金による積み立ても含めて2,980万円

の増額となりました。なお、簡易水道事業減債基金、合併浄化槽事業減債等基金は公営企業会計へ

の移行のため廃止となりました。 

  続きまして、監査意見書のほうを説明いたしたいと思います。今回の監査について、一応よく見

たのが支出命令書等を対象にしてみましたので、少し細かい形になってくるかと思います。 

  まず、現金の取扱いについてということで、現在村役場のほうは会計室と総務課、住民課、勤労

福祉会館、診療所で各現金の管理を行っています。防犯上は、日々会計室へ納付すべきですけれど

も、保管金額が少額ですので、１週間ごとに会計室に納付することを望みます。総務課、住民課、

一緒の取扱いを可とします。現在１か月に１度程度ということになっているかと思うので。保管金

額が１万円を超えた場合は、その当日会計室へ納付することがいいかと思います。 

  次の自動支払いについてということで、自動支払いの業務の効率化を図る計画の下に、利用の目

標値並びに将来の実施目標期日を設定して、住民の理解を得て窓口の出納扱いを閉鎖する検討を求

めますということですけれども、現在村役場のほうで多くの公金の取扱いを銀行払い、あるいは郵

便局での納付ということになっていますので、住民の皆さんのひとつ理解を得て会計室の業務を減

らすとかというような形で検討いただければと思います。 

  システムリース料の支払いについてということで、関係書類を調べたところ毎月末に支出されて

いました。事務の簡略等を図るため、半年もしくは年度末一括の支払いの検討を求めます。 

  旅費についてということで、一部に不適切な支出行為がありました。よって、必要とされる条例、
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規則の改正を含め善処を求めます。 

  続きまして、招聘費についてということで、現在保健師、精神科医への謝礼の基準が非常勤保健

師設置要綱に基づく契約と医師との直接交渉に基づく契約になっています。講師への謝礼は基準が

設定されていないので、講師料は適正かどうか判断できないので、基準を設定して支出するのが望

ましいと考えます。 

  続きまして、検査員及び立会人、これは道路清掃等を含めてということなのですけれども、道路、

公園を含む公共施設の敷地内における草刈り、樹木の除伐事業に対する施工完了検査、立会は職員

による目視として、なおかつ村が写真を必要とした場合は、職員による撮影で対応するよう求めま

す。 

  職員住宅、公営住宅のボイラー点検について。現在点検が毎年行われていますけれども、３年に

１度ぐらいの実施でいいのではないかなと思います。 

  学校の給食室に関係して、これは給食室の清掃業務に関する検査関係の書類が添付されていなか

ったものですから、検査年月日が８月28日、請求が９月26日、支払いが10月13日となっています。

そういう意味では、実施月日、完了日が不明です。現在、正当に処理はされています。 

  職員住宅の害獣駆除について。これはそれぞれ見解の相違があるのですけれども、村営住宅の人

たちは個人で対応しています。そういう意味で、職員住宅で年３回というのは不適正な数ではない

かなと思うので、検討を求めます。 

  同じように、庁舎内の害獣駆除についても、実施内容を見ると３回とも毒餌というのですか、の

交換だけなので、職員で対応できることなので、そういう形でやっていただいたらどうかと。 

  続いて、ふるさと納税についてですけれども、ふるさと納税の寄附金受領証明書というのが、ふ

るさと納税を行うと各団体のほうから送付されてくるのですけれども、令和５年の７月19日現在、

前村長名で発行されていたということがありましたので、指摘をさせていただきました。現在は現

村長名に直っています。 

  個人情報の取扱いについてですけれども、支出負担行為兼支出命令書、支出命令書に添付されて

いる書面のうち、個人の口座番号のほか疾病に伴う通院先医療機関名、その他個人記録のある書面

の添付は、情報の取扱上好ましいことでなく、不適切なので、別途原本保管をもって管理し、非公

開としてください。 

  契約書の取扱いについてということですけれども、これも支出負担行為兼支出命令書に添付され

ている各契約書については、別途原本保管をもって管理し、提示義務がある場合においては、その

求めに応じて対処する。支出負担行為の命令書にコピーを取って添付されているのが結構多いので、

その辺はコピーはなくて原本でいいのではないかなということです。 

  続いて公費の支出ということなのですけれども、基本的には税金の取扱いという意識が低いとい

うか、どうなのかなと思うので、若干今から読むのを上げさせていただきました。修学旅行、オー
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ストラリア研修等の帰島時の船舶で一等料金を利用したりとか、先ほど話した支出命令簿のコピー

の添付が多いとか、コピーの量が少なくなればコピー機の料金が減額できるのではないですかと。

あと、理由は書かないでジュース等の購入がある。これ熱中症対策だとか、そういうことで購入さ

れているのだと思いますけれども、そういう理由をきちんと書いて購入していただければなと思い

ます。 

  あと、これも中学生なのでしょうけれども、子供たちですけれども、利尻島の交流会、交流会は

結構ですけれども、食事代で子供たちの交流の形として2,500円の支出というのはどうなのかなとい

うことで指摘はいたしました。など、税金という認識がそういう意味では少し希薄なのではないで

すかということで指摘をしています。 

  続きまして、島内事業者の活用ということで、現在役場等のほうでインターネット等を活用して

の商品の購入というのも多々見受けられましたので、そっちのほうが安いというのはよく分かりま

すけれども、事業体として地域の活性化というのは大事なのだろうという意味で、給食の食材、日

用品等を島外に発注していますと、島内経済の活性化を促進するため島内の事業者を活用するよう

配慮を求めます。 

  続いて、公共施設の建設計画時における管理運営等に関する開示についてということですけれど

も、集会所等サービス施設の公共の施設の建設に当たっては、計画時に管理運営に係る体制と費用

見込みの概略を公表すべきと考えます。 

  続いて、椿の苗木育成用地賃貸料の支払いについて。賃借地がヤブになっていて活用されていな

い状況にあるので、１度確認をしてください。 

  椿スマート産業実証準備業務委託料が960万円についてということで、自動草刈り機の実証実験と

いっても実態はメーカーの既製品機械の実力実証デモンストレーションの域を出ていません。本村

の椿林の現状に対処できる機械の開発が望まれますが、バッテリーの作動時間が短いことや充電装

置などを含め、課題は多岐に及んでいます。これらを克服するには、この程度の事業費では不可能

ではと思われます。現況下にあっては、メーカー独自に開発をもって対処することも視野に入れて、

ほかの有効な費用活用を含めて検討されることを望みます。例えば椿実の収穫に可能な機動式フル

イの開発などがあります。 

  高齢者の自立支援について。予算では、住宅解消事業助成金が37万9,000円計上されていましたが、

決算では10％ほどしか利用消費されていません。同様に、生活用具予算の15万円は全額利用されて

いません。ともに周知が不十分な結果ではないかと推察しますので、広報等での周知に配慮するよ

う求めます。 

  続きまして、指定管理者制度についてということで、指定管理者の選定に当たっては、改定地方

自治法第244条の２の定めにより、条例には指定管理者選定委員会の設置がなされていないなど適正

な措置がなされていない実態があります。速やかに法に基づく適正な措置を構成し実施するよう求
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めます。 

  続いて、農業協同組合に関する村所有の椿油精油工場にしても、これ指定管理の関係です。村所

有の製油工場の指定管理に関する収支明細書、実績報告書の提示を求めて担当者に聞き取り審査し

た結果、指定管理業務の受託実施に伴う収支決算に誤りはなく、適切に処理されていることを認め

ます。管理受託事業の実施については、誠実かつ有効的に活用されていることを認めます。 

  同じく、今度は漁業組合に対する村所有の生けすについてですけれども、生けすの指定管理に関

する収支明細、実施報告書の提示を求めたところ、担当に聞き取り審査した結果、施設の指定管理

者として指定されていたことを、生けす自体が無償で貸与されたとの認識にあったために、この間

長期に及んで管理委託料の受給申請手続を取っていないということが判明した。要するに、指定管

理になっているよということは、全然漁組は知らなかったということなのですけれども、そういう

ことですので、収支明細書、実績報告書の作成はしていませんでした。結果、５年度は電気、水道

料金88万6,866円を自己負担していました。組合には、村所有の生けすの指定管理であることを告知

して、受託業務に要する費用の積算書をもって手続を講じるよう指摘しました。 

  補助金等の交付団体について。補助金交付申請書、補助金交付通知書、実績報告書、決算書の提

示を求めて担当者に聞き取り審査しました。 

  社会福祉協議会について。審査した結果、基本的事業運営に係る費用のほか、地域包括支援事業、

地域福祉推進事業、受験生チャレンジ支援貸付窓口運用事業に至るまで、収支決算に誤りはなく、

適正に処理されていることを認めます。事業の実施については、補助金申請の趣旨並びに事業計画

に沿って誠実かつ有効的に運用されていることを認めます。 

  最後に、株式会社ＴＯＳＨＩＭＡについて。審査した結果、収支決算に誤りはなく、適切に処理

されていることを認めます。事業の実施については、補助金申請の趣旨並びに事業計画に沿って誠

実かつ有効的に運用されていることを認めます。 

  役員退職金337万5,000円を減額して112万5,000円としていることと、社宅建設積立金300万円及び

営業所建設積立金100万円を全額返還していることについては、至当な措置と認めます。 

  諸手当の話がいろいろ出てはいたのだと思いますけれども、お伺いしたところ、ラフタークレー

ンですか、フォークリフト、玉かけ等の業務手当は過去から支給していないとの説明がありました。 

  通勤手当の支給については、村内にあるほかの事業体においても事例がないことに鑑み、次年度

より見直しを求めました。 

  同社の決算報告は５月19日に上がっています。村が剰余金の納付期限を10月31日に指定してある

のは理由が不明瞭で不適切です。出納閉鎖時までには速やかに納付することを求めます。 

  以上です。 

  2024年８月26日、代表監査委員、梅田孝司。議員、監査委員、笹岡壽一。 

  以上で報告は終わります。 
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〇議長（寺田 優君） 監査報告を受けての質問をしていただきたいと思いますけれども、質問のあ

る議員は挙手をして質問をお願いいたします。 

  石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） （株）ＴＯＳＨＩＭＡになったときに、クレーンとフォークリフトなんかは

諸手当が最初は出ていたのですけれども、いつからなくなっているか。 

〇議長（寺田 優君） 梅田代表監査。 

          〔代表監査委員（梅田孝司君）登壇〕 

〇代表監査委員（梅田孝司君） 聞き取り調査をしました。２度しました。その結果、（株）ＴＯＳＨ

ＩＭＡになったときから手当は出ていないということです。一切もらってもいないしということで

した。ただ、うわさはあったなと、聞いてはいたけれども、特に反論はしなかったということです。 

  以上です。 

          〔「じゃ、あれ持ってくればよかったかな」と言う人あり〕 

〇代表監査委員（梅田孝司君） 積算。 

          〔「うん、積算書を持ってくればよかった」と言う人あり〕 

〇代表監査委員（梅田孝司君） では、それについて答えましょうか。 

〇議長（寺田 優君） 代表監査。 

          〔代表監査委員（梅田孝司君）登壇〕 

〇代表監査委員（梅田孝司君） 積算書も一部見させてもらいました。それについては、（株）ＴＯＳ

ＨＩＭＡは実際問題としては知らないということです。いいですか。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） （株）ＴＯＳＨＩＭＡのもともとの最初のときのあれだと、全部フォークリ

フト、クレーン、その他のあれが手当として出ているのですけれども、そのあれがもらっていない

ということになると、どういうことになるのか。 

          〔「見積りというか、積算書だよね」と言う人あり〕 

〇４番（石野 治君） うん、持ってくればよかった。 

〇議長（寺田 優君） 梅田代表監査。 

          〔代表監査委員（梅田孝司君）登壇〕 

〇代表監査委員（梅田孝司君） その辺について私が、その積算についてどういう基準でやったかと

いうのは聞き取りだけで、ただ（株）ＴＯＳＨＩＭＡの中で、どうしてもフォークリフト、そうい

う形で手当が出ているのではないかというもし疑念があるならば、給与明細見れば分かることなの

で、私としてはそこまでしかできないと思う。あとは、つくった人に聞いてもらうしかないです。 
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  以上です。 

          〔「どうしたらいいかな」と言う人あり〕 

〇代表監査委員（梅田孝司君） できる範囲もそこまでしかできないよね。 

          〔「あとはどういうふうに調べたらいいのか、予算書とかそういうの 

は……」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） （株）ＴＯＳＨＩＭＡができたときの予算書とかあるのですけれども、例え

ばクレーンが１回とか１日２万円とか、そういうあれが全部積算で出ているのだけれども、これも

らっていないということになると、その予算のときの２万円だ、フォークリフトが１万円だなんて

いうのがどこへ消えたのかというのが。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  まず、大前提といたしまして昨年度の株式会社ＴＯＳＨＩＭＡについては、補助金の補助を行っ

ている団体といったところで、令和３年までですか、４年まで…… 

          〔何事か言う人あり〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 令和４年から補助金ですよね。だから、令和３年までは業務委託

を行って委託で、積算というのはあくまでも業務委託を行っているときに、村が株式会社ＴＯＳＨ

ＩＭＡに業務委託をするに当たって積算したものであって、それが適正にというか、うちがあくま

でも計算上出したものであって、実際に手当として金額が幾ら支払われているかといったところに

ついては、それは株式会社ＴＯＳＨＩＭＡさんの業務の中の実施というか、給料支払いの仕方によ

って変わってくるものだと考えております。村がそのときに積算したのは、基本給を非常に低く見

積もっておりまして、その分手当でフォークリフトとか運転できる人とか、玉かけ持っている人と

か、クレーンが運転できる人というのは月額を高くするような積算を行ったと。その積算の中で行

ったものを給料としてどういうふうに株式会社ＴＯＳＨＩＭＡさんが従業員に支払っているかとい

うところは、業務委託ですので、そこは村のほうで関与しているところではございません。 

  以上となります。 

〇議長（寺田 優君） それから、石野議員、令和５年度の決算を今審議しているので…… 

          〔「じゃ、いい」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） いやいや、過去の、それに入っているのであれば、必要があれば質問してく

ださい。 

  いいですか。 
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          〔「はい」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 代表監査、何かありますか。 

〇代表監査委員（梅田孝司君） 特にないです。 

〇議長（寺田 優君） それでは、ほかにございますか。 

  井口副議長。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） 私のほうからは１点質問させていただきます。 

  代表監査におかれましては、いろいろと調べていただきまして誠にありがとうございました。大

変だったろうと思います。 

  そこで、１つ私のほうから質問させていただきます。旅費についてです。一部に不適切な支出行

為がありますと、必要とされる条例、規則の改正を含め善処を求めますとあるのですが、これにつ

いてはどのような不適切な処理をされていたのか教えてください。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩します。 

          （休憩 午前１０時０８分） 

                                           

          （再開 午前１０時１５分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  それでは、梅田代表監査。 

          〔代表監査委員（梅田孝司君）登壇〕 

〇代表監査委員（梅田孝司君） 旅費の関係ですけれども、職員の人は、これ要するに前泊の泊まっ

たとき、私用で泊まったときの支出ができるかできないかという話なのだろうと思います。職員の

人は、公務災害等の関係があってできないという説明を受けたのです。前泊なので、感覚的には職

員も含めていいのだろうと思ったら、そういう形でできないという話があったものですから、この

不適切だということは、職員以外の人の、要するに旅費規程とはちょっと別な形の対象なのだろう

と思いますけれども、支給があったので、職員と同一にしたほうがいいのではないかなと思って不

適切ですよということで記載いたしました。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 井口副議長。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） 今代表監査のほうからご説明がありましたが、一応内々的な内訳というのは

ちょっと分からないので、行政のほうから改めて説明をいただきたいと思うのですが、いかがです

か。 
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          〔「内々というのは、内訳というのは」と言う人あり〕 

〇５番（井口 保君） 私が内々と申し上げましたのは、要するに行政のほうが事務を取り扱ってい

るので、その辺を説明していただければと思いました。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 井口副議長のご質問にお答えします。 

  行政としては、条例上前泊がいいとも悪いとも事実上書いてはございません。あくまでもそこは

規則というか、内規といいますか、そちらのほうで処理しているところでございまして、そこで一

部職員と違う取扱いをしていたところがあったといったところでございまして、旅費の規程上で、

職員の旅費と議員の旅費もそれぞれ条例に定められていますけれども、宿泊料１泊当たり幾らとい

うような書き方、記載がなされていまして、そこについて前泊分をどうするかとか、そういったと

ころというのは特段条例上の決めがないといったところで、監査委員からは不適切というか、それ

は是正したほうがいいのではないかといったところでご指摘受けましたので、是正させていただき

たいというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 井口副議長。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） 行政のほうでもちょっと誤ったのかなと思っていますので、今後については

代表監査から指摘を受けたようなことについては、改めてしっかりとしていただくように求めてお

きます。 

  私のほうはこれで以上です。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

  決算書についての質問はありますか。 

          〔「何ですか」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 決算書。 

          〔「決算書どうしたの」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） については何か質問あります。 

          〔「いや、ないです」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないですか。 

          〔「ちょっと発言しましょうか、問いかけがあったから」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ないと言いましたのは、私久しぶりで、何十年ぶりで監査委員を仰せつかっ
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たのですけれども、監査委員はご承知のとおり、１つは議員より深く調査、審査しているわけです。

それで、当然皆さんが知り得ないことも知っているところもあるわけです。それは、全て監査委員

のほうから公表するということはできないと。では、その監査結果についてはあくまでも秘密なの

かといえば、それは報告を受けた村長が議会に提示して、提案というわけではないのです。監査委

員の意見書を提示して示して、それで認定のどうするかということを問うわけですけれども、それ

が概略の流れだと思って認識していますけれども、そういう中で途中で監査委員が皆さんより知り

得ていることを踏まえた立場からして、あえて議場で改めて質問するということは、これは差し控

えるべきなのかなという認識を持っています。そういうことで、質問がないと言えば、それはうそ

になるかと思うのですけれども、ここは控えるべきだろうという認識を持っているものですから、

あえてないと言いました。 

  公表されたときには、私たちが秘密を抱えているわけですけれども、これは公表されれば、それ

がオープンになれば、そうすれば我々も監査委員としてもどこで何をしゃべったっていいわけで、

その公表された部分について。公表されない部分については、ここの中にも一、二件、これは私と

いいますか、監査委員として条文規定までして、これは秘匿とすべきだろうというところは示して

あります。いわゆる個人問題に関する問題、これはやっぱり監査が終わって議会で公表されたとし

ても、そこの中にそうすべきだという指摘してありますから、これが認められれば、私たち監査委

員とすれば秘匿すべきだと、いわゆる秘密、公開すべきでないと。だから、専ら今度は行政の責任

になるわけで、いやいや、それは公開していいのだということになれば、これはこれで別なのです、

行政が公開しますから。例えば個人問題であろうが何であろうが。監査委員としては意見を述べた

までと、ここにとどまるわけです。そういう認識を持っています。公表しないのに、監査委員が知

り得た秘密を独自に、皆さんより秘密を知っているわけですから、どんな監査委員でもそうなので

す。もっと知っているのは行政本体です。実際にやってきている人たちですから、一番秘密はよく

知っている。そういう意味からして、私見を交えてこの際なぜ質問しないのかということの釈明だ

けをさせていただきます。何か疑義あれば承りますけれども。 

〇議長（寺田 優君） それでは、質問はございませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでは、質疑を終了いたします。 

  討論ございますか。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 本来ちょっと変則的だと私も認識しています。質疑、議会で審議しない、私

個人的な、先ほどるる述べた状況からして、本人的には私的には審議に参加して、聞きっ放しでも

参加するということもあるわけですけれども、詳しいことは、したがって秘密条項入りますから、



 - 93 -

るる申し上げませんけれども、しかし概略して、この決算については認定し難いという提案で反対

をいたします。 

  るる説明するのを求めるということになると、あえて言えば、やはり５年度事業においてどうい

うことがなされてきたのかといえば、これは秘密でも何でもないわけで、公開されていることです

から申し述べるのですけれども、今後予算審議の中で問題になってくるかと思っていますが、一般

質問でも述べましたけれども、やっぱり事業を５年度に計画して、これが没になると。しかし、そ

の経過がさっぱり分からないと、何でこうなったのか。それで、ある日突然没になるというような

ことの繰り返し。それから決算の中を見ても、るる申しませんけれども、やっぱり指摘したような

問題というのは軽視できないという認識があります。そういう点で、いかんせん賛同し難いという

点で反対をいたします。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

  井口副議長。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） 私は賛成いたします。 

  この監査結果について、いろいろと代表監査が説明していただきましたし、この結果、要するに

別にどうこう言うこともありませんので、賛成といたします。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないようですので、討論を終了いたします。 

  これより採決を行います。 

  議案第34号 認定第１号 令和５年度東京都利島村各会計決算認定についてを採決いたします。

議員の皆さんは投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、賛成１、反対２でございますので、議案第34号 認定第１号 令和５年度東京都利

島村各会計決算認定については不承認ということになります。 

  決算が終了いたしましたので、代表監査の梅田さんにはご苦労さまでございましたが、ここで任

を解きたいと思いますので。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ありがとうございました。 

  それでは、５分間休憩といたします。 

          （休憩 午前１０時２８分） 
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          （再開 午前１０時３３分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

 

    ◎日程第４ 報告第１号 財政援助団体に係る経営状況について 

 

〇議長（寺田 優君） 次は、日程４、報告第１号 財政援助団体に係る経営状況についてを議案と

いたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 40ページをお開きください。 

  報告第１号 財政援助団体に係る経営状況について。 

  地方自治法第243条の３第２項の規定により、財政援助団体の事業計画及び決算を報告する。 

  令和６年９月９日。 

  提出者、東京都利島村長、村山将人。 

  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） よろしくお願いします。 

  利島村出資法人等経営状況の報告ということで、株式会社ＴＯＳＨＩＭＡの経営状況について令

和５年度分の報告をさせていただきます。 

  42ページをお開きください。まず、法人等の概要につきましては省略させていただきます。中段

に進んでいただいて、村による点検評価としまして、①から④までの評価とさせていただいていま

す。 

  ①、事業が適切であるかにつきましては、貨客の運輸を担い、村内のあらゆる活動を支えるイン

フラとして定期航路を安定的に運営できているということで、Ａの適正という評価をさせていただ

いております。 

  ②の赤字を圧縮するために効率経営の自助努力を十分行っているかにつきましては、東海汽船本

社主催の観光ツアーの受託や環境省子どもパークレンジャー事業を受託し、観光事業にも取り組み、

増収に向けた経営改善に取り組んでいるということで、こちらも適正のＡという評価をしておりま

す。 

  ③の事業を継続するための必要最低限の収支、財務状況を維持しているかにつきましては、適正
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な財務状況を行っているということで、Ａの評価をしております。 

  今後の方向性に関しての村からのコメントですけれども、引き続き定期航路を安定的に運営する

ために人員の確保や経営改善に向けて増収が期待できる新たな事業を展開するなど、経営体力の強

化を図っていく必要がある。その際、可能な限り島の魅力発信や交流人口の創出など、島の発展に

資する取組を行うことを期待するとしております。 

  その他の特記事項としましては、貨物輸送量は前年度比で約16％の増加、令和４年度6,963トンか

ら令和５年度8,099トン、乗降客数も前年度比で約９％の増加、令和４年度が7,173名、令和５年度

が7,844名と堅調な取扱い実績を上げており、安定的な運営がなされていると評価しております。 

  令和６年度の経営状況報告の中の事業計画だとかにつきましては、省略させていただきます。 

  私からは以上になります。 

〇議長（寺田 優君） 報告事項の説明を終わります。 

  質問ございますか。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 報告案件ですから、審議の対象でないのは承知していますけれども、ちょっ

とお伺いしておきたいと思っています。１つは貸借のところで、自己株式というのがどこかにあっ

たのです。3,300万マイナス、皆さんのところお分かりですか、この表でも、53ページでも出ている

のだけれども、何ページだ、これは。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） この負債勘定の中で、自己株式が3,332万9,000円何がしというのありますけ

れども、これはどういうことかちょっとお伺いしたいのです。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  これなのですけれども、これまで村が持っていた株を株式会社ＴＯＳＨＩＭＡさんに売却して、

代金が三千三百何がしかの代金は、株式会社ＴＯＳＨＩＭＡさんから村のほうに売却というか、村

としては買ってもらったと、株式会社ＴＯＳＨＩＭＡとしてはありました。それが前年度からずっ

と引き続いてここにのってきているといったところでございまして、前の期の、今回19期だから18期

の決算書も見ていただくと、貸借対照表のところに同じ金額がそのまま継続してのっかってきてい

るといったところになっています。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これは、議員でも古い方は記憶があろうかと思うのですけれども、今総務課
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長がお答えになった、概略そういうことなのです。古い方には思い出していただければ分かりがい

いと思うのですけれども、古い方と言っては失礼かもしれませんけれども、そもそも当初利島村が

出資した農産、何といったかな、忘れてしまったな、名称。農産といったかな、あそこに村が出資

したときの出資金が1,000万円、それで個人が40万、株単価が５万円です。それで、そういうことで

第三セクターを、名称忘れましたが、(株)農産何といったかな…… 

          〔「当時は農産だったと思う」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 株式会社農産かな、農産株式会社かな、そういうものを設立して、そういう

株を売ったわけです、株を設定して。そうして買ったのが、役場が1,000万買った。役場からそれは

出資したのです。出資というか、株を買ったわけです。それで、農産が株を売ったわけです。そう

したら、皆さんが買ったわけです。それで、農産は1,000万円の資本金プラス個人が買った40万円の

株価をもって株式会社の資本金として設立したと、それがそもそもだったと思う、スタート。それ

で、途中省略しますが、その後40万円は株を売却して処理して、株主に戻してしまったのです、払

い出してしまった。それで1,000万が残ったわけです。それで、1,000万をあるときに、数年前に、

年次は忘れましたけれども、75％を持ち株会社にとして売却するということで（株）ＴＯＳＨＩＭ

Ａに譲って、それでそのときの恐らく株単価、これは私の推測ですけれども、５万円とすると株価

格が75％ですから3,500万ですか、株価が。それだけの資産持ったわけです、株価を。ところが、そ

れ以後、それを何でどうしたかということの経過があると思うのですけれども、要するに3,750万に

なるわけですけれども、そこから何をして減ったのか足したのか分かりませんけれども、3,750万で

すか、その株は持っていたはずなのです、相当する株を。そうしてもうかったわけです、そのうち

に。株価ともうけとは連動しないのです、必ずしも。それで、このときの株価が、これ決めてしま

ったのです。村が当時住宅に積み立てるための住宅資金として三千数百万を村が引き上げたわけで

す、会社から。その記憶はあります。だから、なくなってしまったのです。だから、マイナスにな

っているのです、ここは。ところが、株は持っているのです。しかし、現金、金はないのです、役

場に全部返したというか、取られたというか。要するに、言い換えれば売ったのではなくて、無償

で村が引き上げたのです。ですから、単純に赤字になってしまったのです、マイナスに。これが大

まかな経過から生じてきている結果なのです。 

  それで、ならばこれどういう性質のものかといえば、普通経理というのは、年々歳々変動するの

が普通です、建前です。全ての勘定科目は。固定的な勘定科目というのはあり得ない。一時期やら

なければ変更しないというのは資本金があります。これは、増やしたり減らしたりしない限りは変

動しません、永久に。だけれども、増資したり株を売って資本金を増やしたりすれば、これは当然

増えます、資本金が。だから、変動はするのです。ところが、この場合は変動しないのです。もう

この会社があって、このまま経理を続けていく限り、永久にこの数値は残るのです、常に3,300万円

赤字と。これは、経理上はあり得ないのです、普通。 
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  何が言いたいかといいますと、これは利益処分すべきなのだと、のせないで。剰余金処分案で処

分すべきなのだと。ということを分かりやすく言えば、剰余金が4,600万ある。その中で、欠損金が

3,300万あるわけです。金はないのです、これ。株価の価値はないのです、もうないから。だから、

あればマイナスの横の棒が取れるわけです。ないから横棒がついているわけだ。俗に言う三角です。

そういう質の経理だという見込みをするのですけれども、何か違います。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えしたい前に、ちょっと私の認識という

か、あれなのですけれども、まず株式会社ＴＯＳＨＩＭＡの前身である利島農産株式会社さんにつ

いては、108株の株式があったと、１株当たり５万円という認識でおりました。そこは合っています

でしょうかというか。 

          〔「ない」と言う人あり〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） そこは合っていないわけはないと思うのです。 

          〔「合ってない」「事実関係のやつを議場ではちょっとやめたほうが 

いいんじゃないですか」「そこは違います」と言う人あり〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 108合っていないと言われてしまうと、もうこちら答弁しづらい

というか、できないので、私は引き下がります。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 108株ではないのです。208株なのです。それで、５万円ですから1,000万、そ

の208株のうちの200株、これは村が持っていたのです。それで、この金額が1,000万。それから、あ

との８株、さっき108と言いましたが、あとの８株は民間に買ってもらった。だから、これが40万。

したがって、当初農産は1,040万円の価値のある株を持っていたのです。そのうち８株は処分してし

まったから、みんな個人に、株主に返してしまったのです、現金で。だから、1,000万だけ、役場だ

けが残ったのです、村だけが。そうすると、５万円掛ける100とすると500万です。ところが、いや、

そうでないのだ、1,000万ではないのだと、500万ですよというのなら、これは話が違ってくるけれ

ども、私の認識では1,000万だと思っています。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） すみません、208株ですか。ごめんなさい、私のほうが勘違いし

ておりました。208株ですけれども、８株、株式を会社のほうで買い取って、その８株については処

分したというので、200株が残りましたと。200株の当時の額面でいくと５万円なので、1,000万円で
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すと。それで村の持っている株式の75％を株式会社ＴＯＳＨＩＭＡさんに売却するときに、その売

却の代金が幾らになるかといったところは、税理士、弁護士等と確認して、当時の株式会社ＴＯＳ

ＨＩＭＡさんの価値に応じて3,300万という数字が出てきたと。ここは、歴代議会でもご報告申し上

げさせていただいて、そこについては多分お認めいただいているものだと村としても認識していま

す。 

  3,300万円の代金については、株式会社ＴＯＳＨＩＭＡさんから村のほうに株式の売却益として収

入を得ていると。その3,300万円を令和２年ですか、住宅建設のための基金として積み立てさせてい

ただいて、それを住宅建設のための原資とさせていただいたというような認識というか、そのよう

な形で言っていると思います。 

  今回の3,300万の自己株のマイナスのところについては、ここはちょっとごめんなさい、専門的な

知識が必要だと思いますので、そこにつきましては税理士等と会計士ですか、そういった方たちと

ご相談させていただきながら、直接村がどうこうせいというようなところでもないので、そこにつ

いては株式会社ＴＯＳＨＩＭＡさんのほうとご相談させていただきながら、どういう処理が適切な

のかといったところについて相談させていただきながら、処理させていただきたいと考えておりま

す。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうなのです。ぜひこれは、弁護士なり税理士なり会計士なりだか分かりま

せんが、相談されるのは、それは大いに結構なことで、私が言いたいのは、この金額はそれをやら

ない限り永久に残りますと。固定なのですと、これはこの会議では。それで、こういう経理の取り

方、私はあり得ないのだと。いうならば、したがって、ではどうするのだといえば、これは計理士

さんと相談されたらいいと思うのですけれども、これは利益処分されているわけです。だから、

4,600万の利益がありながら、いつまでたってもこれが3,300万円、これは半永久に固定数値として

残ってしまっているから、数字だけが。価値はないのです。もうないのです、売ってしまっている

ものは。役場へ売ってしまって処分しているから。売ったのだか、無償で売ったと思えばいいので

す、譲渡したとでも言ったらいいのですか、金は一銭も入っていないのです。株を売ったわけでは

ないから。無償で、言うなら役場に、利島村に譲渡したために、3,300万円そっくりそのまま赤字に

なっているのです。売ったのなら、幾らで売ったとなれば、例えば3,300万どこかのどなたかに売っ

たのなら、3,300万の現金なり資産があるはずなのです。だけれども、それはないわけで、なぜなら

利島村さんに無償で譲渡というか、やったから。これは、いわゆる損金処分なのです。損金勘定を

どう処分するかということで、そのまま残っているということです。だけれども、これは好ましく

ないでしょうと言っているのです。ですから、剰余金があるから、4,600万。それと相殺することに
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よって、これはゼロにするか半分にするか知りませんが、要するにゼロにするべきであろうという

ことです。私も専門家ではないので、ぜひ顧問弁護士だか何だかいるでしょうから、役場にも。あ

るいは計理士なり相談されて、処理されたいと思うのです。そういう点で、先ほど総務課長おっし

ゃったように、専門家に相談して対処したいと、しょせん会社のことなので、役場直接ではないと

いうことは分かります。ぜひそういうことで対応していただきたいと思います。お願いしたいと思

うのです。 

  それと、もう一点なのです。これは経理も何にも関係ないのですが、代表者、今度替わったので

すか。替わっていない。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 先日、臨時株主総会を開催し、代表が交代したという報告というか、話にな

っております。皆様にまだ報告はしていない状況でございます。 

          〔「終わります」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでは、報告第１号を終了いたします。 

 

    ◎日程第５ 議案第３５号 令和６年度東京都利島村一般会計補正予算（第２号） 

 

〇議長（寺田 優君） 引き続き、日程５、議案第35号 令和６年度東京都利島村一般会計補正予算

（第２号）を議案といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 56ページをお開きください。 

  議案第35号 令和６年度東京都利島村一般会計補正予算（第２号）。 

  令和６年度東京都利島村一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億3,893万円を増額し、

歳入歳出予算の総額を26億8,424万3,000円とする。 

  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） よろしくお願いします。 

  58ページ御覧ください。令和６年度一般会計補正予算（第２号）の概要でございます。歳入は主

に国庫支出金で、物価高騰対応の重点支援地方創生臨時交付金163万7,000円、あと都支出金で７月
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に東京都の採択を受けました子供・長寿・居場所区市町村包括補助事業補助金、こちらの長寿枠等

で１億4,102万円と前年度繰越金として１億7,162万9,000円を計上しております。 

  歳出は、総務費で高齢者の健康増進と生きがい創出事業、基金積立金等で１億9,047万1,000円で、

民生費では物価高騰対策の応援重点支援事業等で308万9,000円と、衛生費では清掃センターの管理

経費、簡易水道事業への補助金、合併処理浄化槽事業への補助金等で1,933万5,000円と、商工費で

は親水レクリエーション施設・公園施設管理費等で493万1,000円と、土木費では道路管理経費と村

営住宅の管理経費で1,986万6,000円、また教育費では学校給食運営費として120万6,000円の計上を

行っているところでございます。 

  その中の詳細についてご説明申し上げます。59ページ御覧ください。補正の予算の事業の主要な

ものについてご説明申し上げます。①でございます。高齢者の健康増進と生きがい創出事業、総務

費・総務課でございますけれども、１億82万3,000円と。予算書でいきますと、75ページ中段になり

ますか、こちらのほう高齢者の健康増進と生きがい創出事業ということで、高齢者の散歩習慣の定

着化や健康に対する意識づけを強化するための健康アプリの構築と、村史作成後から現在までの出

来事について、高齢者を中心に地域の関係者と制作することで高齢者の生きがいを創出する利島村

史のデジタル化について、子供・長寿・居場所の区市町村包括補助事業の長寿枠で補助申請を行っ

たところ、東京都の採択を受けることができたため、今年度の事業全体のプロジェクトマネジメン

ト費用と散歩・健康アプリの構築費用、また村史のデジタル化費用について計上を行っているとこ

ろでございます。歳入については、東京都の内示額である１億円を計上しています。 

  ２番目でございます。物価高騰対応の重点支援事業として民生費・住民課でございますけれども、

326万円と。こちらは、村民税について令和５年度課税世帯が令和６年度に非課税もしくは均等割の

みの課税となった世帯を支援するための物価高騰支援給付金及び定額減税補足給付金に係る費用を

計上してございます。歳入については、現時点での国からの内示額を計上しているところでござい

ます。 

  ③番でございます。清掃センターの設備の修繕費でございます。衛生費・環境建設課でございま

すけれども、924万円と。79ページ中段でございます。こちらは、収集した可燃ごみを焼却炉へ押し

込む装置が故障したため、修繕を行うものでございます。 

  ④番、簡易水道事業の補助でございます。こちらも衛生費の中の環境建設課所管のところでござ

いますが、510万6,000円と。79ページ中段となっています。公営企業会計における経営戦略を策定

するための委託費及び再エネ施設の点検の委託費における人件費相当分を増額補正させていただい

ているところでございます。 

  ５番目でございます。合併処理浄化槽事業の補助金でございます。衛生費・環境建設課、473万円。

こちらも79ページ下段になってございますが、公営企業会計における経営戦略を策定するための委

託費を増額補正させていただいているところでございます。 
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  ６番目として、親水レクリエーション施設と公園施設の管理経費でございます。こちら修繕費で

ございますけれども、商工費の中の産業観光課所管のところでございますが、489万5,000円と。81ペ

ージ中段でございます。こちらは、はしけの広場の屋根の修繕工事に係る費用を増額補正させてい

ただいているところでございます。 

  ７番目として、道路管理経費でございまして、委託料でございますけれども、土木費の環境建設

課の所管でございます。130万円で、31ページ下段でございますが、追加で道路側溝の清掃と道路点

検作業、村道にかかる樹木伐採を行うための増額補正となってございます。 

  続きまして、１ページお送りいただいて60ページでございます。こちらのほうは８番目として、

道路管理経費として工事請負費でございます。土木費・環境建設課で、130万円でございます。81ペ

ージ下段でございます。内容といたしましては、追加でカーブミラー３か所と道路脇の手すり３か

所の修理を行うための増額補正となってございます。 

  ９番目でございます。村営住宅の管理経費の中で土木費・環境建設課の所管でございますが、

1,708万6,000円と。83ページ上段でございますが、見上山第二、西山第二、西山第二１号、そのほ

か村営住宅の修繕を行うための増額補正となっております。 

  一般会計の説明については以上となります。よろしくお願いします。 

〇議長（寺田 優君） それでは、これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いいたします。ありませんか。 

  石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 75ページの再生可能エネルギー利用事業というのかな、14万1,000円があるの

ですけれども、これは役場のどこかにあるやつですか、どこだっけ、屋上に。とは違うのかな。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 石野議員のご質問に答えさせていただきます。 

  再生エネルギー利用事業は、今回蓄電システムのところでございまして、郷土資料館の上にソー

ラーパネルございまして、庁舎の前に蓄電設備がございます。こちらのほうの事業実施のために再

見積りお願いしたのですけれども、そこでちょっと人件費の増がございましたので、増額をさせて

いただいております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） その下の、今度は高齢者健康増進生きがい創出事業というのがあるのですけ

れども、この散歩・健康アプリ構築委託費って、これ何なのですか。 
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〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  先ほども概要のところであったとおりでございますが、高齢者の散歩習慣の定着や健康に対する

意識づけを強化するための健康アプリを構築するための委託費用になります。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 健康アプリというのが、どういうものかよく分からないのですけれども、例

えば散歩するのがいいのか、運動するのがいいのかとか、そういうことですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  現時点の事業構想の段階ではございますが、今考えているのは散歩に対するアプリでして、散歩

する歩数とかを計測して、それぞれ健康促進を考えているような状況でございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私も今の石野議員の質問の続きみたいで、くどくなるような感じもするので

すけれども、私は率直に言って、これ4,600万でしょう。その健康アプリという構築、しかも委託費

なのだよね。アプリと書いてあるから、何かのプログラムというか、そういうアプリケーション的

なことなのでしょうけれども、これを構築、感じがよく分からない。散歩・健康、表現の仕方が悪

いのか、これぐらいしか表現のしようがないのか分からないけれども、いわゆる資産、財産として

何がどう委託されて、この機械に入るのでしょうけれども、さっぱり分からない。何が目的ですか、

これ。早い話、住民にとって、散歩せいよという、散歩すればこういう効果があるぞよと、だから

皆さん散歩しましょうよというような奨励を維持する、あるいは同じ散歩でも、こうして散歩すれ

ばこのような効能、効果が上がるよという知識というか、集大成なのか、今説明聞いていても、私

もよく分からないのです。10万や30万ぐらいだったら、まあ、うんとも思うかもしれませんけれど

も、どこに委託すればこういう大金のシステムが必要なのか、あるいはかかるのか、ちょっと常識

的に判断し難い、分からないもので、お伺いします。もう少し具体的に説明していただけませんか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 
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〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  散歩アプリを開発するというところでですけれども、散歩アプリっていろいろあると思うのです

けれども、利島独自の散歩アプリを開発する予定でして、それだけの費用がかかる、独自性という

ところで。では、何が独自性かというと、例えば利島村内歩いていて、いろいろ観光とか、今まで

の歴史とかを感じるところがあるかと思うのですけれども、そういったところに行った際に歴史的

なものが表示されるとか、これは何でどういうときにできたとか、そういった概要が表示されるよ

うな利島独自の散歩アプリを開発するのに、これだけの費用がかかるような状況です。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ますます分からなくなってくる。そうすると、こういうことですか、観光マ

ップというのがありますよね、その説明が。多くの地域なんかではガイドがついて案内して、ここ

はこういう歴史のあるところですよとか、あるいはこれはこういう植物ですよとか、そういうのを

散歩しながらレイアウトして、それをいつでも抜き出せるような機械にして、宣伝できるようにし

て。私は、それは歩けば健康になる、いいぞよというのは、これはそれなりに分かります、何とな

く。今の説明ですと、そういう同じ歩くのならば、観光マップ的な、利島の歴史を知る上で、知っ

てもらう上で、それをガイドする、そういう資料、データを組み込んである、そしてそれを何らか

の形でパソコンなりスマホだか知らないけれども、希望者には発信する、あるいは取得する、どこ

かにアクセスすれば。役場にアクセスするのか、どこへアクセスするのか知りませんけれども。何

かすごい金だからね、4,600万というと。高級な家が１軒建ちますよ、ちょっと分からない。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  大まかですけれども、まだ構想段階なのですけれども、構想段階では笹岡議員がご認識いただい

ているようなイメージではあります。ふだん歩いていて、その場所に行ったらスマホにそこの場所

の歴史的な概要とかが表示されるみたいなものを今考えているところです。分かりますか。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それがどこまでなのか、それだったら利島村のガイドは、結構今のホームペ

ージの中でも検索でき、それなりに産業のユリの宣伝だとか椿の宣伝なんかもされているし、あと

は神社仏閣、あるいは遺跡の跡、その程度でしょうか、本村であるのは。ほかに何かこういうもの

があるというのもあるかもしれませんけれども、それらを言うなら学術的な面を踏まえて、研究、
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歴史から何から調べ上げて、それをインプットしておいて、観光客が道々スマホならスマホでどこ

かにアクセスすれば、これは何ですよというガイドがついて回ると、案内がスマホで見られると。

言い方を変えると、それが主な目的ですか。言い方を変えると。もっと大事なことがあるのではな

いですか。 

          〔「すみません、ちょっと暫時休憩お願いします」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 休憩します。 

          （休憩 午前１１時２０分） 

                                           

          （再開 午前１１時３２分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  4,600万が高いというようなお話でございますけれども、今現時点の計画段階のお話ちょっとさせ

ていただくと、これ散歩アプリというものの、散歩が何でいいかというか、ウオーキングについて

１日4,000歩歩くと長生きできますよというような研究結果って、群馬県の中之条町で実施している

のをたまたま私も知りまして、要はそこの二番煎じではないですけれども、そういったところを参

考にさせていただきながら、この散歩アプリの開発を含めて、もう一個の大きなテーマとして、議

員の皆様も常日頃一般質問等々でもおっしゃられているように高齢者の、片仮名で言うとデジタル

ディバイドとかってよく言われているのですけれども、スマホの問題。スマホなかなか高齢者の方

使えないよと、そういったようなお話も村のほうも重々承知していますし、また2026年３月でドコ

モさん、ちょっと出してしまうのもなんですけれども、利島村の場合大体ＮＴＴドコモさんを高齢

者の方も皆さん使っていらっしゃると思いますけれども、今の普通のガラケー、ガラケーって言わ

れている、そういうスマホが停止というか、電波停止してしまうので、それ以降はどうしてもスマ

ートフォンというか、ガラホとかよく言われていますけれども、そういうのもありますけれども、

スマートフォンが主流になってくるというようなところも踏まえて、ここについては現段階で計画

です。東京都に出した計画の中では、そういった高齢者のデジタルディバイドの部分も含めて、ス

マホお配りしてというのと、あとそれに連動する、こういうスマートウオッチというのですか、そ

ちらのほうも高齢者の方にお配りして、心拍とか、脈拍とか、活動量とか、そういったものをデー

タ蓄積しまして、高齢者の方に散歩だけでなくて、散歩で歩数も当然出ますけれども、そういうも

のを健康に資するというのですか、健康に元気に長生きしていただくと、そういったものの中でど

んどんデータを蓄積していきながら、比較的利島村というのは保健師と診療所の医師との連携、社

会福祉協議会も含めてなのですけれども、いろいろな福祉の団体とも連携しやすい環境でございま
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すので、そこについてはそういったもののデータを蓄積しながら、より健康で利島に住んで長く過

ごしていただくための情報収集まではいかないですけれども、個人的な個人の情報になりますので、

その管理の適正さとか、そういった法律的なところも当然ございますので、ぜひ個人個人の人に、

高齢者の方に健康で長く、それこそ山に行っていただくとか、そういったところを踏まえたものと

して、今回このアプリの開発からその先の、これ３か年計画なのですけれども、３か年で高齢者が

スマホを使いこなせるようにとか、そういったものも全部含めて、この計画を東京都に申請して認

めていただいたといったところでございまして、一応今年度についても10分の10の補助をいただい

ているといったところで、決して、ここが高いのですけれども、これは先々の投資として考えてい

ただくような形で、本当に今まで議会でも３Ｃのうちの１Ｃが抜けているだろうというようなとこ

ろもありましたので、そこの１Ｃを補完する事業として、今回東京都のほうに認めていただいたと

いったところでございますので、全体的な計画がなかなか見えづらい中で、4,600万という数字が出

ているだけで、ちょっと高いだろうというようなお話しいただいていると思いますけれども、先々

の計画というか、構想も踏まえて高齢者の健康に資するところと、また散歩アプリとかで4,000歩な

かなか歩くというか、ただ歩けと言っても厳しいので、インセンティブというのですか、4,000歩何

日間歩いた人には何か差し上げましょうとか、そういったのも含めてアプリの中でできるようにし

ていきたいと考えておりますので、予算を認めていただければ計画は実施できるのかなというふう

に考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうだとすると、私も中之条というのは聞いています。全てではないのでし

ょうけれども、１つは地元の人たちは、地元の人ですよ、観光客ではなくて。観光客が来てスマホ

で検索というか、調べてみると、それで何だろうというのではなくて、それはそれであるでしょう。

ここと違って観光地ですから、温泉町ですから。今のは、地元に対して何がどう貢献されるのだと、

地元については。というと、ガイド、高齢者の人たちがスマホを持って案内できるように、どなた

でも。仲間を組む、自分たちで歩く、あるいは観光客が来ればついでに案内してあげる、それで説

明してあげる。そういうのも話題になったところなのです。それを村が、中之条町という町ですけ

れども、それを支援、応援しましょうと。それは4,600万も5,000万もかかったかどうか知りません、

そこまでは調べていないです。 

  それはそれとして、思いつきとしてはいいのだろうと思うのです。その限りでは、中之条を参考

にしてと、たまたま知って、ああ、いいことだなと思って。それ自体は何らとがめませんけれども、

さて、そこでなのです。本村にとって現実味として、現実的に高齢者全部含めても、何歳以上かに

よりますけれども、高齢者と言えば、全部含めても大体150もいればいいほうかなと思うのです、実

態的に。それで、この人たちが全て散歩するのだろうかと、あるいは散歩させようとするのだろう
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かと。中之条町って私も何回か行っていますけれども、結構平らなのです、川もある。ここはまた

違うの、山道、坂道だから。車で飛ばせば別、車で行く人は散歩しないのだよね。だから、そうい

う実態を本村の現状、実情から発想したときに、観光客を案内して、その人たちがスマホ見て、あ

あ、ここは明神様か、こういう歴史があるのかとか、それはそれで札でも書いておいたらいいのか

なと思うわけだ、それぞれ立て看板を。戦没者の碑なんか寺の前に貼ってあります。山の神社なん

かも貼ってあります。公園にもウスイゴウなんかも書いて貼ってあります。あれでも、字が読めな

い人がいては困るけれども、そういうことでもかなうのかなと、主に観光客向けなら。ところが、

観光客ということになると、地元を向いていませんかと、本来は地元の人たちのためなのだと、こ

こが主なのだと。観光客といえば、それはこの設定からすると、これは自由なのだと。ついでにと

いうことなのだということになると、どうもそのガイドをした場合に賃金、日当を払うとかという

ことになるのかなと。果たしてそういうガイドが必要なのかなと。やってくれる高齢者がいるのか

なと。車で案内してしまったのでは散歩にならない。だから、そういうところでどうも理解ができ

ない。 

  それで、うがった見方をしますと、どうせただで金くれるから、東京都が。何かないかと、何で

もいいですよと言われて、さて困ったなと、何かないかと。そうしたら、たまたま長生きというこ

とで、その枠の中に探してみたら中之条が出てきて、それを探してみたら長生き枠の中に、そうい

う包括事業として該当すると。以下、上下２つともそうですね、何でもよかったのです。長生き枠

でなくてもよかったのだろうと思うのだ、極端に言えば。だけれども、長生き枠を取って、年寄り、

子供だっけ、何とかという包括事業があって、その中で例えば東京都が持ってきたと、この事業に

やれと、これを。事業としてというなら、それは、うん、どうせ金ただだしなということも言える

かもしれないけれども、しかし、村が提案したらば、東京都が認めたとなっているわけだ。補助申

請したらば。東京都は知らないわけです。補助申請を待って、こういう事業があるからやりたいこ

とがあったら申請してくださいと所管から来たのでしょう。そして、検討した結果、長寿枠の中に

こういうのがあると。あるいは、こういうことをやりたいと、どこに該当するのかなと調べてみた

ら長寿枠の中にあると。そうして補助金申請してみたら東京都が認定したと、これが流れですよね。

だから、ついでに言わせてもらうけれども、最後の、まあいいや、それは後でやりましょう。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問というか、お話にちょっと反論というか、決し

て今思いつきでやった事業ではないというようなところは申し述べさせていただきたいので、中之

条町のお話というのは、前々から私も住民課長をしている時分から、そうやって健康寿命を延ばし

ている町があり、ある一定、中之条町は20年、30年データ蓄積がある中で、明らかに医療費の削減

ができているとか、そういった中で利島村の医療費を鑑みても、健康でいるかというと、決して健
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康でないといったところの現実も、私も把握してございまして、国民健康保険の被保険者のあれで

いきますと糖尿病患者が多いとか、そういった中でここについては今後改善していかないと、元気

で長く利島に過ごす方がどんどん少なくなっていくといったところは、議員からもあったとおり利

島の方、大体車移動をなさると。坂のためにというところの地理的条件あるかと思いますけれども、

決して中之条町も平らなところだけではないというふうに私も思っていますし、また別の研究のお

話聞いたところ、平らなところを幾ら歩いても筋力アップにはならないよと、ある程度坂がないと、

人間筋力は低下する一方ですというようなお話もお聞きしています。といった中で、やはり歩くと

いったところについて着目して、今回歩いていただくと。利島の方、夜、議員も歩いているお姿を

お見かけしますけれども、なかなか歩く方がいらっしゃらないという現実で、それは高齢者に限ら

ず若年というのですか、若い人も車で移動してしまうので、ほとんど村内歩いている人を見かけな

いとか、一昔前は村内を歩いているだけで、何おまえ歩いているのだというようなお話を私も伺っ

たというか、お声かけていただいたというところもありますので、そういったところもやはりウオ

ーキングというものを重視して、ただウオーキングという中で、このアプリを使ったから即座に健

康になるかといったところは、ある程度の蓄積が必要になってくるというか、当然継続していくこ

とが必要になってくると思いますし、また継続するためには何か楽しいイベントというか、そうい

ったものも開催していかなければいけないなというのは、十分村としてというか、私としても認識

しているところでございますし、そういったためにインセンティブとか、そういったものをつけて

継続して歩いていただくというところを踏まえて、今回申請させていただいたといったところでご

ざいますので、思いつきで今回たまたま中之条町やったからみたいな話とは、またちょっと違うの

かなといったところと、今までのこれまでの村の蓄積していたデータ、国保の分のデータというの

もございますし、その中でやはり先ほど申したとおり、疾病の罹患率が高いものについていかに改

善していくのか、改善できるのかとか、今後なる人が少なくなっていくのかというところを踏まえ

て、今回このアプリを含めてどんどん発展していければいいのかなというふうに考えてございます

ので、そこについてはぜひ、ちょっとまだ実際にアプリもスマートウオッチも手にしていないとこ

ろで、こうですよというのはなかなか口頭の説明だけで難しいのですけれども、ご理解いただけれ

ばなと考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 今の説の健康に留意して、そのためにいろんな活動をするということについ

ては全く同感です。それについては何ら異論はありません。また、村がそういう気遣いをしてくれ

るということについても、これはこれで住民はありがたいことだろうと思っています。その辺の認

識は、全く皆さんと同じです。何ら異論ないです。 
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  問題なのは金額です、はっきり言って。4,600万円というのは、健康は結構なのだけれども、あり

がたいのだけれども、しかも村に入る金ではないのだよ、これ。業者に行く金だ、受託業者に。そ

れで、ソフトを開発するのか何か知りません。あるいは、その業者が来ていろいろアフターケアも

やってくれるのかどうか知りません。全然分からない。ただ、委託料になっているから、4,600万す

ぽんと消えてしまうのです。それで、委託して出来上がった仕事というのは、これをやると私疑問

に思うのは、一過性ではないのだろうと。例えばソフトの開発をやってくれというなら、これ５年

や10年、あるいは３年や５年はもつかもしれません。ところが、先々委託していくわけでしょう、

毎年毎年。それは幾らだか分かりません。まさか当初の事業費のように4,600万毎年毎年行くとは思

いませんけれども、ランニング的な運営管理していって、恩恵というか、その効果を受けるために

は、これは開発費というかセット費用、施設費なのだと、言わせれば。あと、利用料については電

気代をはじめかかるわけです。これも負担する。先々村が負担していくのかな、その業者に。その

ソフトを借りるのだか村の電子機器の中に組み込むのか知りません。よしんば組み込んだとしても、

村のものではないのだと、これは。権利は借りているのだと、著作権というのでしょうか。どうい

う代物だか全く分からない。国4,600円払った、これが永劫、構想どおり住民の健康維持に役立って

いくなら、住民さんが笛吹いたって踊ろうが踊るまいが、先々ずっと費用を払っていくのか、あれ

4,600万の誰も使わなかったなって没になるのか分かりません。そういう意味で、ものにはある程度

常識的な価格というのがあるものですから、今説明を受けたようなことは、その説明自体、考え方

自体はありがたいし、何ら否定はしないけれども、そのために4,600万ですかと。この先どうなるの

ですかと、これは。私がそう言ったらおこがましいけれども、東京都の金だということでもないの

でしょうけれども、その辺が何とも払拭できない。 

  例えば次の問題行きますけれども、村史の開拓、これはそれなりに分かるのです。私はあるとこ

ろで説明しました。これは、これから村史作るのかと言うから、いや、作るわけではないでしょう

と。今まではペーパー、要するに本だ。本では残っているけれども、今までに。いつ作ったか記憶

はありませんけれども、それを電子機器の中へ取り込むと費用だろうと、この業者委託。そうすれ

ば、今度そういう技術が衰退しない限り、半永久的に機械の中に存在する。見たいところを検索で

きる、そういう利便性があると思うのです。 

  その次の村史については、私の今言っていることと違うのかもしれませんけれども、私はそうい

う具合に認識しているわけだ。よしあしは別として、それはそれなりにお考えも分かる。もしそう

だとすれば。中には、新しい村史作るのだろうかという人もいます。いや、作るのではないでしょ

うと言っています。 

  それは取りあえず分けて、今の散歩アプリについてどうも、いかに東京都の金だからといっても、

皆さんのお考えが、ほかにはないのだというなら別ですよ、4,600万もあったら、もっとほかにやる

ことあるのではないのかなという気はしているのです。 



 - 109 -

〇議長（寺田 優君） 質問ですか。 

          〔「何を質問」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） だから、ほかにあるのではないですかと言っているのです。ないのですか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） ほかにあるのではないかというところで、高過ぎるというところですが、や

みくもにというものでもなく、効果的であろうということから、今回上程させていただいたもので

あります。なので、ほかにどういったもの、当然財源構成も含めて、東京都のメニューと合致した

もので最適であろうという事業があるのであれば、逆に議員のほうからもご提案いただけたらなと

思います。我々としては、繰り返しになりますが、効果的であろうということで上程させていただ

きました。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ありがたく、ご提案あればという話を伺ったのですけれども、ご提案はもし

させていただけるものなら、今即答でこうしたらということはもちろんありません。今初めて知っ

ているわけですからありませんけれども、やっぱりこれは皆さんと相談して、例えばこういう具合

に私考えているのです。名称はいいと、散歩でも何でもタイトルは。だけれども、その名目はいい

のだけれども、実際に今説明したようなことの範疇ではなくて、私が言いたいのは何かというのは、

こういうこともその中に組み入れたらいいのではないかと、事業として。それを言いたいのです。

これをすっぱりやめて、何だか知らないけれども、ほかのものを持っていらっしゃいということで

は、必ずしもないのです。この枠内で、長生き枠で、あるいは今言った散歩枠で、アプリ枠で、こ

の中でこういうこともやるのだと、こういうことも何をやると、そういう提案なら幾らでも皆さん

に聞くことによって、しかし、それは駄目なのだとか、例えば村史は編集できるのです、長生き枠

で。何で長生き枠だかさっぱり分からないけれども、しかし、よく読んでみると、それに似たよう

な、大丈夫なような表現もある、東京都の包括事業の中に。それは東京都の話ですから、ああ、そ

れをそこに適用できるのだなということで村史を持ってきたのでしょう。だけれども、これは長生

きとは別です。だけれども、長生きの中に、それでも受け止めようによってはあるよといって東京

都が認可したわけだから、それはそれでよしとします。だけれども、本当の散歩とは、健康増進と

は、全く誰が考えても別物でしょう、これ。長生きではない、村史の形成が。パソコンの中に保存

することが長生きにどうつながるのだと、こうなるわけだ。だけれども、それは東京都が、その中

にはそういうことも対象にしているよと言っているから、それはよしとするのです。何もその辺ク

レームつけているわけではない。 
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  私が言いたいのは、それもできるのだから、今皆さんが説明されている中以上に、ほかにやるこ

ともできるのではないですかと。それは提案があればとおっしゃっていただくなら、それは今後の

課題として皆さんとも相談して、散歩も結構で、案内も結構なのだけれども、スマホも結構なのだ

けれども、こういうこともということは皆さんで、とりわけ現在の高齢者、あるいは将来高齢者に

なる人たちの意見も含めて、皆さんの要望なりを受け止めて、聞いて、それで村長に提案していく

ということは、それは村長がそう言ってくれるならありがたいことでと思うけれども、もうこれに

決めてしまったのだと、いわゆるスマホに決めてしまったのだと。スマホ以外は駄目よと、こうや

って蓋されたのでは何にもできない。そういうことです。まだ余地ありますか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  村史についてのところで…… 

          〔「それはいい」と言う人あり〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） いや、ちょっと訂正しておかないと、後でそのままこれが東京都

に流れても、こっちが否定しておかないといけないところだと思いますので。今ある村史をそのま

まデジタル化するだけではなくて、その村史作成してから30年たっているところを、新たな村史の

部分についても今回作成させていただくと。その中で、当然高齢者のお話を聞かないと昔のことは

分からないといったところもありますので、そこは高齢者の当然生きがいにつながっていく事業で

あるというふうに考えておりますので、今回の長寿のところに全く合致しないのではないかという

ようなところはちょっと訂正というか、させていただきたいと考えております。 

  また、今回の様々な、4,600万が高いと、ほかにあるのではないかといったところについては、ま

さに高齢者の、その中には各議員から常日頃言われている、先ほども申したとおりスマホに対する、

スマホを使えなくなってしまうというか携帯電話が使えなくなってしまうというところの対応も含

めたものとなってございますので、今後スマホを活用しながら、当然アプリという中で、健康増進

のためのものなので、健康アプリといったところを外れないのであるならば、どういったことがで

きるのかというのは、ご意見伺うことはできるかなと考えておりますけれども、最初からアプリ開

発なしで何か別のことという話になってしまうと、これはまた事業の取消しというか、そもそもの

採択を受けているのが計画の段階から外れていると、東京都にもう一度というか、再度申請しない

といけないというか、申請できるかどうかちょっと確認しないとあれですけれども、外れてくると

また変わってくると思いますので、そこは現行の散歩アプリの中に何か別の機能を盛り込むとか、

そういったところでしたら事業変更で対応できるのかなというふうには考えておりますけれども、

全く違うものというところについては、ちょっと今現計画でいくとなかなか難しいのかなというふ

うに考えております。 
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〇議長（寺田 優君） それでは、議案の途中でありますけれども、ここで休憩を取りたいと思いま

す。 

          （休憩 午後 零時０３分） 

                                           

          （再開 午後 １時００分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  一般会計の質疑の途中でありました。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 午前中の最後の答弁で、散歩アプリということについてに関連して質問して

まいりましたけれども、午前中の答弁で了解いたします、その件は。 

  それで、これがまた分からないので、ただ聞くだけですけれども、上のほうはプロジェクトマネ

ジメントというのは、ご丁寧に「等」と書いてあるのだけれども、これはどういう仕事なのですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  今記載させてもらっている散歩アプリとデジタル村史、それぞれ３Ｃの長寿の枠の事業なのです

けれども、その両方をデータ連携とかも発生しますので、全体的なその事業のマネジメントを行っ

ていただくための委託費になります。事業全体を統括したプロジェクトマネジメントで、「等」はご

めんなさい、ちょっとなくても構わなかったかなと思っています。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 全体といっても、２つの事業ですよね。 

          〔「そうです」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） ２つの事業を総括的にフォローするというか、手続を取ってくれるというの

か分かりませんけれども、それぞれを業務委託するのだけれども、相手の委託先も違うのでしょう

けれども、それぞれ。それを上のマネジメントというある組織が、そこに丸ごと散歩から村史から

２つともぼんと丸投げと言っては表現悪いですけれども、これやってくださいと。そのために二千

何がしかかかるのだという意味合いですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 
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  丸ごと投げるわけではないのですけれども、それぞれお互いにデータを連携する部分とかもあり

ますので、ご認識のとおり散歩アプリと村史は別々の事業に委託することになりますけれども、そ

の事業間の調整とか事業全体の進行具合とかの調整とか等々をいろいろマネジメントしていただく

ための費用です。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうしますと、私が自分で言って分かりやすいか、結果的に分かりにくくし

ているのかどうか分かりませんけれども、伺いますが、この２つの事業について、いわゆるこれは

マネジメントとはいうものの、分かりやすく言うとコンサルタントであると。コンサルだと。この

２つの事業は、それぞれ事業体がいるわけですね、会社だか団体だか知りませんけれども。散歩の

アプリの開発取り組み、これはこれで別にこの上のプロジェクトマネジメントがやるわけではなく

て、ある会社なり団体がやると。それで、村史は村史でそれぞれまたこれ別の団体、あるいは企業

というか、会社がやると。なのだが、その振り分けといいますか、それぞれの管理監督といいまし

ょうか、相談役といいましょうか、村に代わって。それを委託する、いわゆるコンサル料ですか、

簡単に言えば。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  ご認識いただいているとおり、今回３Ｃの長寿枠の事業では、３つの事業者に委託を予定してお

りますので、そのうち村史開発の事業者とアプリ開発事業者、それぞれを取りまとめるコンサル的

な役割を持つ事業者がもう一つあるというようなご認識でよろしいかと思います。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 具体的にお伺いしますと、ここのプロジェクトが問題ではなくて、村が物を

言うところはプロジェクトなのだと、相談するところは。例えばどのような村史デジタルを作ろう

かと、どのような散歩アプリを作ろうかというのは、ここではなくて、プロジェクトの１番のほう

へ専ら持っていっていかがでしょうと。例えば午前中ちょっと総務課長のほうから説明がありまし

たけれども、ただ単に村史のデジタルの問題といえば、このデジタルはそれ自体にこだわるわけで

はないのですけれども、デジタルをやる中に、私は先ほど述べたとおり、今まである村史を機械の

中に収録するということで、いつでも適宜引っ張り出しも利くというようなことの便宜性を図ろう

というだけかなと思ったら、いやいや、そうではないのだと。それももちろんあるのだが、その後
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の30年経て、新たに村史の編さんをしなければいけない、その編さん部分も入るのだと、そういう

説明なのです。そうすると、これ自体もどういう編さんをするのか。ちょっとそれも相談役は村史

でデジタル開発会社ではなくて、いわゆるプロジェクトと。だって、高齢者にいろんな意見を聞き

たいのだと、30年間村史が作りっ放しになっているから。要するに、新たな村史ができるわけです

よね、そうでもないのかな。今までの村史と違った、要するに改訂版とでも言えばいいのでしょう

か。よく大きな辞典なんかが、あるいは六法全書なんかにもありますけれども、改訂版、改訂版と

いうのが。状況が変わるから。昔の村史自身が変わるわけではないと思うのです。間違った記載が

あるのか知りませんけれども、30年前の村史、あれはあれとして村史の中で正しいものだろうと思

うわけです。それで、その後また新たな時点があるかもしれないので加えるという、村史に。この

30年、あるいは500年だか300年だか、長々とした歴史を極めた村史です。それ自体が変わることで

はないと思うのです。あるいは間違っていたということで、書き直ししましょうということなら、

それもあるかもしれませんけれども。そうではなくて、プラス30年を加えるのだと。ちょっと分か

らないのですけれども、いずれにしてもそういう相談を、どういう村史を作ろうかという相談はプ

ロジェクトですと、３番のデジタル会社ではなくて。そういうことになるのですね。 

〇議長（寺田 優君） 弟子丸教育長。 

          〔教育長（弟子丸知樹君）登壇〕 

〇教育長（弟子丸知樹君） お答えをいたします。 

  村史については、少し前提のところから補足をいたしますと、皆さん、まさに利島村史お読みい

ただいたことあろうかと思いますけれども、前編で1,000ページ以上で、研究編でさらに500ページ

ほどあります。 

  そういった中で、私も読んでいて２つほど課題があるなというふうに思ってございます。１つは、

なかなか1,000ページ読む人はいないという点です。もう一点は、ここ30年の経緯が、まさに制定が

30年前なので、抜けていると。そういう２つの課題があるわけでございます。 

  １つは、1,000ページの部分はある程度、例えば移住者等も多い島ですし、視覚的にもデジタルの

関係でかなり読み取りやすいようなものも進んできているので、例えば簡単デジタル村史のような

形で、簡単に多くの方が分かるような村史を作れないかというのが１つ目の課題に対応した話です。 

  もう一つが、ここ30年間抜けている部分がありますので、そこをどうやって補っていくかという

ところが２つ目の課題になってございます。 

  当時、村史について編さん委員会等々、かなり大学の先生も交えて大規模にやられているものだ

と承知をしています。今のこの状況で、さらに同じことをやろうとすると、かなりの年月が実際問

題かかってしまいますので、研究的な意味から、厳密なものを30年間またまとめ直すというよりは、

それよりかは粒度の粗い形になりますけれども、比較的簡単にこの30年間の経緯をもう一度まとめ

ることができないかと。それによって、笹岡議員におっしゃっていただきましたように、住民の方
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にとって簡単に検索できたりとか、そういうことになっていくとよいなという部分を意図している

ものでございます。 

  ご質問のプロジェクトのマネジメント等の業務委託のところと、村史のデジタル化の開発委託費

のところ、どういう区分けかというご質問かと思うのです。ある程度村史のデジタル化を進めるに

当たって、下の2,700万の事業の中で進めていくものの、とはいっても事業の全体の整合性の観点か

ら、逆に一番上のところで相談しなければいけないところも出てくると思います。その辺りは、あ

る程度前提として役場執行部側もイメージは持っているものの、実際に進めてみなければ分からな

い側面もあろうかと思うのです。まさに一番上の部分は、この事業のそもそもの意義である高齢者

の方の生きがい創出とか、そういったところに村史のデジタル化がどうやってつながっていくのか

というところは、イメージしながら進めなければいけないところなので、先ほど総務課の主幹から

も同じ話いただいておりますし、総務課長からもそうですけれども、その３つの事業がまさに整合

性のある形で進めるように取り組んでいくというところになろうかと思います。ただ、私着任以来

村史のデジタル化というか、この利島村史をどうやって今後につないでいくかというのは、かなり

大きな課題だと思っていまして、議員も昨年度の100周年のタイミングで記念誌作らないかというお

話もいただいたと思うのです。そういったところに応えていくためにも、まさにこういった取組が

あり得るのではないかというところで今ご提案をしているところですし、今改訂しないと、まさに

当時の知見を持っている方がどんどん、なかなか高齢化していってしまうというところもあろうか

と思いますので、まさに今やる必要があるという意味で、今回の議題として、予算の内容としてご

提案をしているところですので、ご理解をいただければありがたいなというふうに思ってございま

す。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私が述べたような説明で、ありがとうございました。それはそれでいいと思

うのです。 

  そもそも100年史について、私は100年史事業のときにも村長にお伺いしたら、村長でしたか、教

育長でしたか、100年史そのものというよりも、村史も古いのでそろそろ、まさかこういう状況にな

るとは当時想定していたかどうか分かりませんけれども、たまたまこういう事業があって、東京都

からお金というか、援助があるということを機にして、この機会に村史をまとめていこうという、

そういうご説明だろうと思うのです。 

  内容は、るる説明ありましたけれども、それは省略しますけれども、私がお伺いしたのは、そう

いうことを今後やっていく上に、言うなら仕事をするところは何とか会社、３番目にある会社で、

それでそういう構想やら問題、要するに30年間の動きやら、どこをどうしようかというような相談

は、村とすれば１番目のプロジェクトと相談するのだと、下の３番目の会社ではなくて。そういう
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ことなのですね、位置づけが。 

〇議長（寺田 優君） 弟子丸教育長。 

          〔教育長（弟子丸知樹君）登壇〕 

〇教育長（弟子丸知樹君） ありがとうございます。そのご認識で、基本的にはよいかと思ってはい

るのですが、何分実際にいろんなプロジェクトを進めてみないと、厳密に最後は分けられない部分

も出てくるのです。なので、議員のおっしゃったところを基本としながらも、実際は事業を進めな

がら、相談相手というのは少しずつ変えていくということにはなろうかと思います。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それは了解しました。分かりました。 

  次に、これ質問があったっけかな、なかったかな。ちょっともし質問していますよと、答弁あり

ましたよというのなら、答え説明しましたで終わります。低所得者の補助金の、ページで言えば77ペ

ージの民生費の社会福祉費です、総務費の中の。19番の扶助費です。国の制度だろうと思うのです

けれども、ここで定額減税というのは、これたしか４万円だったら幾らだったかな、そういう制度

があると思ったのですけれども、低所得者と本村の場合、低所得世帯の一体型給付という、この低

所得者というのは非課税とかなんとか、いろいろ低所得者というのはその時々の対応によって、一

口に低所得者といってもいろいろあるのです。税法上の抵触者というか、あるいは何かを減税する

ときの低所得者とか、あるいは一般論としての低所得者とかっていろいろ言うのですけれども、生

活保護との比較だとかいろいろ言うのですけれども、法的にも根拠があってないような、あるいは

あるのかもしれませんけれども、これをもって低所得者という、一般論的に言えば所得税がかから

ない、あるいは場合によっては全てがかからない非課税、住民税も。ということを言ってみたり、

一定の所得基準以下の人を低所得者と言ってみたり、いろいろなのですけれども、ここでいう対象

者というのはどういう人ですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  名称は、低所得者一体型給付金という形で記載させていただいておりまして、笹岡議員のご認識

いただいているとおり国のものになりまして、国の制度の名称を今ここに記載させていただいてい

るところでございます。 

  その中身に関してなのですけれども、今回は令和６年度の住民税の非課税世帯及び均等割のみの

課税世帯と、それに関わる独り親世帯に支給するものでございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 
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          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 次に、これ調べが不十分で申し訳ないのですけれども、清掃センターの79ペ

ージですけれども、清掃センターの前にもう一件お伺いしておきますけれども、ベビーシッターと

いうのは現実にやられているのでしょうか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  ベビーシッターの事業につきましては、事業所に登録している方が１名やられております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 分かりました。 

  それで、次ですけれども、先ほど述べました工場の、製油センターの修繕費なのですが、これは

補正が900万ほど出ていますけれども、これは新たにやった仕事で、要するに当初幾らかあったので

すね、1,500だったのですか。幾らあったか、ちょっとそれ調べれば、当初予算なり、途中で６月補

正はやっていないから…… 

          〔「清掃センター」「当初予算たしか……が言った金額だったと思っ 

た」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 1,500。 

          〔「1,200前後」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 1,200。 

          〔「はい」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 1,200に対して、不足額で、それだとすると900万足りないというのは、当初

1,200万でできると思ったのだけれども、やろうとしたら二千二、三百万かかるということなのか、

あるいは1,200は1,200なので終えてしまったのだ、やったのだと思う。ところが、また新たに発生

したのだと、押し込みというのですか、当時は考えていなかったのだと。やらなくてもいいと思っ

ていたと。ところが、新たに押し込むときのモーターが動かなくなったのかどうだか知りませんけ

れども、それが発生したので、急遽追加したという意味の920万なのでしょうか。 

〇議長（寺田 優君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 笹岡議員のご質問にお答えいたします。 

  当初予算で計上していたものとは別の、新たなところとして計上させていただいております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 
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〇３番（笹岡壽一君） そうしますと、当初予算で計上していた1,200万というのは、それ費消して終

わっているのです、もうそれ自体は。1,200万もう終わってしまっていると。何を修理したか知りま

せんけれども。 

〇議長（寺田 優君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 笹岡議員のご質問にお答えいたします。 

  当初予算の計上していたものは、まだ現在進めている最中です。それとは別に、新たに故障箇所

が生じたため、その分の増額ということで今回計上させていただいております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうすると、1,200万で修理しようと思ったのは、まだ手をつけていないのだ

と、そういうことですか。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 対象物は。1,200万というのをもともと分かっていて、ここを直すのだと思っ

て当初予算に計上したと。しかし、それは手をつけていないのだと、まだ。 

          〔「やっている途中だと」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） やっている途中で。それで、それは1,200万で費消するということで。それで、

新たにこれから予算が通ったら、あの押し込む行為を何と言うか知りませんけれども、それをやる

ということで追加補正した。そうですか、分かりました。 

  それから、紙の81ページを開いていただいて、一番下の道路維持費の委託が２つあって、それで

裏の説明を見ますと、これは説明によるとカーブミラーと何だっけ、カーブミラーではなかったっ

け、手すりみたいのだっけ、そんなの書いてありましたけれども、カーブミラーだったような気が

したけれども、それの施設設置費と、その上の維持管理費というのは舗装のやり直しか何かでだろ

うと思うのですけれども、これは場所どこですか。 

          〔「休憩お願いします」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 休憩します。 

          （休憩 午後 １時２５分） 

                                           

          （再開 午後 １時２８分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  答弁のほうからお願いいたします。 

  前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 
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〇環境建設課主幹（前田 裕君） 笹岡議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  道路管理経費のところの委託費と工事請負費についてですけれども、先ほどご質問の中で、道路

の舗装打ち替えなどのことかというところがあったと思うのですけれども、今回舗装替えとかとい

うのは、特に今のところ検討しておらず、道路の、例えばこれからの時期、台風とかで倒木があっ

たりとか、落ち葉がひどいとかという緊急的な清掃とか、そういう点検作業とかというところを考

慮しての今回見込みで計上とさせていただいている部分と、併せて工事請負のほうですけれども、

カーブミラーと手すり、３か所ずつというところですけれども、カーブミラーでいいますと日立小

浜線に２か所、それから今はっきり思い出せないのですけれども、大野根線だったか、アカグヨリ

線の１か所にカーブミラー、それから村内の中道の上と中道の郵便局の辺り、それからもう一か所、

すみません、ちょっと今すぐ出てこないのですけれども、計３か所の修理を行うというところで計

上させていただいております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうですか、道路に倒木等あって、今までは村職員でやっていたのだけれど

も、そうでもないのかな、やっていたような記憶、１本や２本なら村職員でやるのでしょうけれど

も、大量にあっちもこっちも５本も10本も倒木、倒れていたというときはなかなかということです

けれども、当然村の金ですから、これ村道なのでしょう。主には汚れているのは、台風、大雨のと

きなんていうのは都道が非常に汚れて、東京都がどこに委託しているのか分かりませんけれども、

しばらくは汚れっ放しという状況が、これは皆さん自身も目の当たりにしていると思うのですけれ

ども、しばらく続くのですけれども、これらに対して村の対応とすれば、要するに村の予算をもっ

てそれを清掃するということはもちろんやらなくてもいいし、やる義務もないだろうと思うのです

けれども、東京都に対してはどういう依頼といいますか、ここには東京都の施設がないのです、事

務所が。電話はあるとはいえ。それらの清掃管理というのは、東京都に聞いてくれって言われれば

それまでなのだけれども、村としてはどういう対応しているのですか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  清掃が、村道みたいに年何回という定期的な清掃はやっている、都道自体に何回清掃しているか

と、そういったところについては、私どもも東京都さんのことですので、ちょっと把握はしてござ

いませんけれども、議員のおっしゃっているように倒木等々があった場合、住民の方から村役場に

ご連絡来れば、村役場のほうから大島支庁の土木課さんのほうに連絡していただいて対応していた

だくというような手続取ってございますし、また当然支庁のほうも業者さんのほうに見回りですか、
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そういう点検というか、そういった業務委託出していると私どもも聞き及んでおります。その後は、

業者さんのほうに見回りをするようにというような、支庁からの指示をしたよというようなご連絡

を受けたこともございますので、そういったところで役場と支庁のほうで連携しながら、業者さん

も含めて連携しながら点検や清掃を実施するとかしないとかと、そういったところは行っていると

ころでございます。 

  ただ、ちょっと１点ご説明させていただくと、なかなか村民の皆様のほうが発見が早かったりと

いうのですか、すぐ点検にというか、見回りに向かわれると。ただ、私ども公務員、警報が出てい

る最中とか、なかなかそういったときに、業者さんにも行けということが指示は出せませんので、

どうしても村民の方のほうが早く役場にご一報入れられるといったところもございますけれども、

そこは適宜対応してまいりますので、住民の皆さんも、あまり土砂災害の警戒警報が出ているとき

とか、そういったときにいち早く現場に行かないようにといったところは、この場を借りてちょっ

とお願い申し上げます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 今総務課長が答弁しているとおりで、結構住民のほうが早くて、住民の側か

らすると、いつまでたっても倒木は片づかないと。中には、業を煮やして自分で処理するという人

も時々はあるようですけれども、それにしても大体は村職員が対応していると。ただ、対応してい

ないもの、倒木は通行ができなくなりますから、それはほとんどは村職員がやっているように見受

けています、多少日にちがかかったにせよ。特に掃除はどうなっているのでしょう、これ。ここに

は、さっきは倒木という話の説明ですけれども、都道は東京都が業者に委託したのでしょうけれど

も、村道が、先ほど言いましたように大雨なんか降りますと、相当ごみがたまってしまうのです。

そういう清掃は、しばらくはやりっ放しでなっています。これ定期的に業者が、道路清掃というの

は受託していますから、草刈りですか、そのときにやるみたいな。その頃それにぶつかっていれば

いいのです、まだ。ところが、草を刈ったばかりのところがたまったというときには、しばらく次

までそのままあるというようなことで、その辺についても、それでも葉っぱが二、三枚落ちたから

掃除しろということではないのです。そんなことを言ったら屁理屈になるから。ただ、通行、見て

くれも悪いというような状況になったときに、そこの部分の清掃、ごみを除去する。何も道路の端

から端から掃除しろということではなくて、そういうところを巡回してみたところ、あるところは

ごみだまりがあったと、それを除去するというのは、これの中に入っているのですか、それは入っ

ていないのですか。 

〇議長（寺田 優君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 
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〇環境建設課主幹（前田 裕君） 笹岡議員のご質問にお答えいたします。 

  村道ということでよろしいのですね、村道の清掃ということで。今回この補正予算に計上させて

いただいている中にもございます道路管理経費の委託費の中で、道路とか側溝の清掃というものも

含んでございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それで、これ新たな事業ですね、見てみると。追加ではない、補正ではない

のです。形は、予算上は補正という形式ですけれども、事業としては新たですよね、今までもあっ

た。 

          〔「ありました」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうですか。今までもあって、新たに278万の中の、上のほうは除いて260万

ですか、その下の備品はともかくとして。そうすると、実際にはトータルどのくらいかかっている

のでしょう、これ。 

〇議長（寺田 優君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 笹岡議員のご質問にお答えいたします。 

  当初予算で、まず130万円ずつ、今回補正でまた新たに130万円の増額ということで計上させてい

ただいております。 

  実際のところは、契約上、単価契約という形を取らせて…… 

          〔「単価」と言う人あり〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 単価、要は事が起きたらその都度という形で、年間とかではなく

て回数ごとといいますか、単価という形なので、最終的なところは３月末にならないと、実際にと

いうところは定かではないです。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ということは、その都度違うということですね、考え方とすれば。この間は

Ａさんに頼んだけれども、今回はＢさん、Ｃさんというような。そういうことなのですね。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  こちらのほうは単価契約と、契約の形態は１業者さんにまるっとお願いするのですけれども、単

価というのは、そのものの単価があるではないですか、ガードレール１枚だったら幾ら、交換する
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のに幾らとか、ミラーだったら１枚交換するのに幾らとかという単価を設定して、総額で260万円の

中で何をやるかというのは、壊れたものとか、そういったものによって、260万円を上限として今回

補正認めていただければ、その中で工事というか、委託なり工事なりを実施するというところなの

です。では、道路を実際に清掃しますよと、今回台風が来ましたといったときに清掃するよといっ

たら、１平米当たり幾らで清掃しますという単価を決めておくのです。 

          〔「そっちの単価」と言う人あり〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） そっちの単価なのです。だから、単発ずつに誰かと契約するとい

うのではなくて、契約としては１業者さんにまるっと契約をするのですけれども、その１個１個の

項目、要は道路工事だといろいろあります。路面をはつるですとか、土を運ぶですとか、土を掘る

という作業もそうですし、そういうものの１個１個の１立米当たり幾らとか、そういうものの単価

を設定してあって、それに応じた修繕というか、そういうのが必要だった場合に、そこに対して今

回の工事は、その単価によって50万円でしたとか、そんな切りよくいかないでしょうけれども、50万

円ですというような形で契約はもともとしているものですから、今回の指示みたいな形で、ここを

直して村に幾らというのは単価で決まっていますから、その分の代金をお支払いするみたいな、分

割払いみたいな形です。260万全額今回補正認めていただければ、そこが最初の契約が260万円だと

いったところになります。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そっちの単価、そうすると単価は変動でしますよね。普通固定ですけれども、

変動しますわな、この単価というのは。例えば平米当たり…… 

          〔「工事によって変わります」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 平米当たり、１メートル真角を、ごみの葉っぱが３枚あるのと100枚あるので

は単価違いますわな、これ。 

          〔「そこは一緒です」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 一緒。 

          〔「清掃としては一緒です」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 要するに、そうすると何や構わず１平米掃除したということも、極端に言え

ば、１平米清掃してくださいと、たまたまそこには何にもなかったけれども、それでも積算に入る

と。それから、ミラーで言えば全取っ替えでやったと、足から何から。それもやって、それから鏡

だけ取り替えたと、それも１脚取り替えたと。その単価の意味がそういう単価だとすると、ちょっ

と分からないのです。普通は仕事の量に応じて、新たに単価も変動して設定すると思うのですけれ

ども、ちょっと分からないな。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 
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          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  量が分からないというようなところなのですけれども、事清掃に至る話を、今出たのでしますけ

れども、要は机１か所分だけ葉っぱがたまっていたといった場合には、そこの面積だけを清掃して

くださいという言い方で出します。何にもないところについては、別に今回の単価でやらないと思

います。なので、それで清掃を実際にしましたと。それで、葉っぱが出た量もありますと。葉っぱ

が出た量も運ぶのも別途単価契約しているので、その量に応じて、立米ですね、立方メートル。そ

こは幾らですみたいな形で、これは土木工事の場合の計算式に基づいて、実際にやることの積算に

基づいての契約みたいな形で、この作業をやったらどれだけですかというのは、もう事前にあらか

じめ業者と、この値段でということで単価の設定を行っているので、そのたびに村が指示書という

もので指示を出せば、それに対しての計算を出して、今回の清掃は幾らですみたいな形で実際に清

掃やっていただいたり、工事やっていただいたりというのはできる。こういったところでして、そ

この単価自体、１平米当たり幾らという単価の、１平米当たり1,000円とか１平米当たり500円とか、

そこの単価というのは年度当初に決めた値段で、そのままずっと１年間走っていくと。なので、変

動はしないと。その代わり、出した作業について、１回目の清掃に行きますと、清掃はそんな大し

たことなかったといったら、運ぶ量とか、清掃する面積もちっちゃければ、当然金額は50万で済ん

だとか、それで２回目はもう大きな、倍ぐらいの量で、しかも倍の面積を清掃したのだといえば、

当然50万だったのが100万円になったとか、そういう形で変動はすると。１回当たりの工事とか作業

の量に応じて金額は変動してきますけれども、その大本になる１平米当たりとか、１立米当たりと

か、あと先ほどでいうとミラー１本当たりというか、カーブミラーの上が壊れたのか下が壊れたと

かいろいろあると思うのですけれども、大体今うちでやっているのは１基当たり幾らという計算で

やっていますので、カーブミラーの上だけ壊れたから交換するというのではなくて、また一緒に全

部まとめて幾らという形で対応させていただいていると、こういったところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうするとこういうことですか、分かりやすく言えば。例えば倒木があった

と、それはもう単価１本幾らだと。例えば１万円なら１万円、1,000円なら1,000円でもいいです。

１本切れば1,000円ですと、単価が。ところが、まさかのこぎりを何回動かしたかということではな

いと思うのだけれども、そこのところは計算に入らないと思うけれども、１本を切ったら例えば単

価が3,000円ですと、どんな木でも。たとえ枝が３本あっても10本あっても、それは3,000円ですと、

１本。ところが、今度トラックいっぱい、軽トラなら軽トラにいっぱい１回コウカイしたときには

単価が幾らだと。そういう算定の仕方ですか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 
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          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  倒木１本当たりの詳しい単価はちょっとあれなのですけれども、単価をよく設定するときには、

幹回りの大きさによって値段は当然、切っていただくのに、それは前後しますけれども、切ってい

ただいて、当然運ぶ運搬の費用というのは、それはトラック２台かかるのか１台分なのかというの

に、１台当たりの単価というのは決まっていますので、別途かかるということです。 

  以上となります。 

          〔「終わります」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

  石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 83ページかな、村営住宅の管理経費が1,700万近くあるのですけれども、これ

は何か業者がいなくて今回出したのか、どういう予算なのですか。 

〇議長（寺田 優君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  住宅管理について、既存の村営住宅ですけれども、見上山第二住宅と西山第二住宅２号棟の現在

入居者のいない空室となっているところとそのほかの住宅についての水回りなど、ライフラインを

優先した修繕を実施するために1,708万6,000円の計上をさせていただいております。 

          〔「人の住んでいないところなんですか」「そうです」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） いやいや、入居者のいないところ。分かりました。 

〇議長（寺田 優君） いいのですか。 

          〔「いいです」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでは、質疑を終了いたします。 

  討論を行います。討論ございますか。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 執行部の方も、その他の方も、ある程度予測されていると思うのですけれど

も、私は原案には反対をいたします。 
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  というのは、一般質問でもるるお願いといいますか、要望してきました。依然として、製油工場

に関する予算も計上されないと、追加予算で。私は、用地買収、それから測量費ぐらい、新たに。

それぐらいは終えていて、それで次年度においてから26年度にかけては施設を完成させて、27年度

においては供用開始できるという構想を求めてきたわけです。それで、いろいろ組合の関係者とも

話し合ってきました。残念ながらそれは通らないし、それから今日、先ほど午前中に決算認定のと

ころで申し上げましたけれども、焼却場についても全く棚上げ状態と。この先も全然分かりません

というようなこともあるし、それから依然として、答弁聞いていまして、私が質問してお願いとい

うか、要望している住民要望については、ことごとくあれやこれやで対応してもらえないと。それ

から、椿産業にしても申し上げましたけれども、今椿林が原野化していると。それから、単価が非

常に安いので、これの手当こそが大事だと思うと、今行政が対応することが。ということもるる申

し述べてきましたけれども、しかし、検討の結果、それは考えていないと、やらないというふうに

至っては、とてもとてもこの予算を承認するという状況にはあり得ないと、誠に残念ですけれども。

予算もさることながら、そういう姿勢自体を私は非常に残念に思います、今の村政の状態を。やは

りここは、いろいろ苦労はあると思うのですけれども、製油工場、あるいはごみ焼却場等について

も、ただ口だけでやらないとは言わないというようなことでなくて、計画を立ててやってほしいし、

住民の検討についても半永久的にもうやらないのだ、やらないのだということの姿勢を何とか前に

進めてもらって、私は思うのです。マゴエンさんといいますか、サテライトオフィスについては、

村長はこういうことを述べているのです。選挙前のときの公約であるし、アンケートを取ったら住

民の要望に基づいてやっています。私の公約ですと。それでやっているわけです。その公約を、そ

れもそれとして、いろいろそれには疑義がありますけれども、正直言って。住民の中にも、正直言

ってあります。住民のアンケートに基づいてやって、村長自身が履行するに当たっての公約なので

しょう、それはそれで理解できます。だけれども、その他の事業について全く分かりません。やら

ないとは言わないけれども、年次も言いません。そこまで言うとちょっと厳しいかなと思うのです

けれども、全然受け入れてもらえる余地がないという印象です。 

  こういうことで、このところを前から申し述べていますけれども、何とか賛同できるような意気

込みぐらい持っていただきたいし、賛同できるような方向に努力していただきたいと。反対するが、

私は得意ではないし、好きではないのです。そういう意味では、残念ながらなところにありますけ

れども、ぜひとも私なんかも賛同できるような方向で歩み寄りを見せてほしいなと、希望といいま

すか、期待を述べて反対の意見といたします。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） ほかに討論ございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないようですので、討論を終了いたします。 
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  これより採決を行います。 

  議案第35号 令和６年度東京都利島村一般会計補正予算（第２号）を採決いたします。 

          〔「ちょっとタイム」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） よろしいですか。 

  それでは、議員の皆さんは投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、賛成１、反対２、よって、議案第35号 令和６年度東京都利島村一般会計補正予算

（第２号）は否決されました。 

 引き続き、日程６、議案第36号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

…… 

          〔何事か言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 終わりにしますか。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでは、ここはもう既に否決ということで、出せないということだね。 

          〔「一回休憩入れたほうがいいね」「ちょっと確認させてください」 

と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） では、休憩いたします。 

          （休憩 午後 １時５８分） 

                                           

          （再開 午後 ２時０８分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

 

    ◎日程第６ 議案第３６号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計 

（事業勘定）補正予算（第１号） 

     日程第７ 議案第３７号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計 

（直診勘定）補正予算（第１号） 

 

〇議長（寺田 優君） これより先へ進んでいきたいと思いますが、日程６の国保事業勘定と日程７

の直診勘定、関連がありますので、一緒にやりたいと、それでよろしいでしょうか。 

          〔「結構です」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） よければ、日程６、日程７を併せてやります。 

  それでは、議案第36号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予
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算（第１号）並びに議案第37号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（直診勘定）

補正予算（第１号）を議案といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 86ページをお開きください。議案第36号 令和６年度東京都利島村国民健康

保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第１号）。 

  令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第１号）は、次に定

めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ449万3,000円を増額し、

歳入歳出予算の総額を8,086万4,000円とする。 

  続きまして、99ページをお開きください。議案第37号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事

業特別会計（直診勘定）補正予算（第１号）。 

  令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正予算（第１号）は、次に定

めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ814万1,000円を増額し、

歳入歳出予算の総額を7,924万8,000円とする。 

  詳細に関しましては所管より説明いたします。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） よろしくお願いします。まず、国民健康保険の事業勘定のほうの

ご説明申し上げます。 

  87、88ページ御覧ください。まず、歳入のほうでございますが、国民健康保険税の本算定が６月

に終了して、その本算定の結果に基づきまして129万2,000円減額補正させていただいています。 

  また、繰越金が前年度から742万1,000円ございましたので、その分基金からの繰入金は減額して

ございます。 

  また、都支出金のほうで補助金の増額がございましたので、７万5,000円増額させていただいてい

るといったところでございます。 

  歳出のほうでございます。保険給付のほうで、88ページ御覧ください。保険給付のほう、これま

での療養費について若干の補正が生じたため、こちらのほう金額を補正させていただいているのと、

結核・精神医療の給付金について補正をさせていただいているといったところでございます。 

  また、国民健康保険事業納付金でございますが、こちらのほう当初概算で計上させていただいて

いたのが、本査定というか、ちゃんとした精査されたものが国民健康保険、東京都から届きました
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ので、こちら補正させていただいているところでございます。 

  前年度からの繰越金の中で余ったお金については、基金の積立金として495万円積立てさせていた

だいているといったところになります。 

  一般会計からの繰入れ、繰り出し等々はございませんので、国民健康保険特別会計の中だけで完

結しておりますので、今回上程させていただいております。 

  以上となります。 

〇議長（寺田 優君） 長井住民課主幹。 

          〔住民課主幹（長井剛史君）登壇〕 

〇住民課主幹（長井剛史君） よろしくお願いいたします。 

  100ページを御覧ください。国保直診勘定、今回歳入に関しましては前年度の繰越金814万1,000円、

こちらを計上させていただいております。 

  次、歳出につきましては、109ページを御覧ください。まず、大きいところは積立金として、こち

ら前年度の繰越金を積立てさせていただいているというところと、あと診療所の管理経費のほうで

修繕費、こちら上半期のほうで結構機器が壊れたりとかあって出費がありましたので、ちょっとこ

ちら増額させていただいているのと、あと自動車保険料のほうを計上させていただいているところ、

あと陽圧呼吸療法装置のリースというのは、こちらは酸素が発生する装置、治療に使うものなので

すけれども、こちらの使用の件数が増加しておりまして、ちょっと金額が足りなくなるおそれがあ

るので、こちらも増額させていただきました。 

  説明は以上になります。 

〇議長（寺田 優君） 議案の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問がある議員は挙手をお願いいたします。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） １点伺います。歳入、６番の繰入金というのは、どこからの繰入金ですか。 

〇議長（寺田 優君） どっちですか。 

〇３番（笹岡壽一君） 直診勘定、事業のほうにはないから。 

          〔「繰越しではなくて」「前年度の繰越金」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 事業勘定には繰入れはないのです。直診のほうで、入金が３万7,000円ばかり

あるのですけれども、これは繰入れ先はどこでしょうか。繰り入れた、出したほうは。 

          〔「何ページ」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 102ページ。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 
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          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  こちら笹岡議員の見ていただいているのが、補正前の金額で3,726万9,000円のお話だと思うので

すけれども、今回の補正では、その次のページ見ていただくと分かるとおり、ゼロ円でなっていま

して…… 

          〔「ああ、そう」と言う人あり〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） はい。3,726万で、繰り入れなしです。 

〇議長（寺田 優君） よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないようですので、質疑を終了いたします。 

  これより討論、一本一本の採決を行っていきます。 

  まず、議案第36号の討論を行いたいと思います。 

  討論ございますか。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 原案に賛成します。 

  一般会計差し障りないので、事業としては適切な予算ですし、そういう点では引っかかりがない

ので、原案には賛成します。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないようですので、討論を終了いたします。 

  これより採決を行います。 

  議案第36号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第１号）

を採決いたします。 

  議員の皆さんは投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、全員賛成ですので、議案第36号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会

計（事業勘定）補正予算（第１号）は原案のとおり可決、承認いたします。 

  引き続き、議案第37号の討論を行います。 

  討論ございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 
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〇議長（寺田 優君） 討論なしと認め、採決を行います。 

  議案第37号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正予算（第１号）

を採決いたします。 

  議員の皆さんは投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票が終了いたします。 

  投票の結果、全員賛成ですので、議案第37号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会

計（直診勘定）補正予算（第１号）は原案のとおり可決、承認いたします。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩をいたします。 

          （休憩 午後 ２時２０分） 

                                           

          （再開 午後 ２時３１分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

 

    ◎議案上程の取下げ 

 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） お示しの議案第38号 令和６年度東京都利島村介護保険事業特別会計（事業

勘定）補正予算の第１号、それから議案第39号の令和６年度東京都利島村後期高齢者医療事業特別

会計補正予算の第１号、議案第40号の令和６年度東京都利島村簡易水道事業会計補正予算の第１号、

議案第41号の令和６年度東京都利島村合併処理浄化槽事業会計補正予算の第１号、これらは先ほど

の議案第35号 令和６年度東京都利島村一般会計補正予算（第２号）が否決されたことに伴いまし

て、歳入歳出予算の根拠、前提を失ったということで、上程を取り下げたいと思っております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 皆さん、よろしいでしょうか。 

          〔「はい」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでは、日程の８、９、10、11を取り下げて、日程12を日程８に組み替え

たいと思います。 

 日程８、議案第42号 利島村教育委員会教育長の任命同意についてを議案といたします。 

          〔「今の取下げは可決が必要じゃない」「上程していないので、引っ 

かかっていない」「上程していないからいいんじゃない」「取り下 
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げは必要じゃないの」「議長にお任せします」「日程はオーケーさ 

れているので」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 取り下げますよ。 

          〔「取り下げてしまっているのだから、ないのと同じだよ」と言う人 

あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないでしょう、どうですか。 

          〔「ないものとみなすしかないよ」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 議案って上程されたもののみだよね。 

          〔「そうですね」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） なので、その承認は必要ないかなと。 

          〔「上程した提案を引き下げるときはどうしたらいいんだろう」と言 

う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 調べて…… 

          〔「引き下げたって、取り下げたって言えばそれでいいの」と言う人 

あり〕 

〇議長（寺田 優君） それ調べるなら採決するよ、採決したほうが。 

          〔「いや、それは私は反対です」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 反対されるかな。 

          〔何事か言う人あり〕 

          〔「上げていないものを何で上げないといけないの、おかしくない」 

「おかしくはないと思うけれども」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 疑念があるというから。疑念があるなら。 

          〔「議員の発言なんか取り消すときは議決はしていますわね」と言う 

人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ちょっと休憩します。 

          （休憩 午後 ２時３５分） 

                                           

          （再開 午後 ２時３７分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

 

    ◎日程第８ 議案第４２号 利島村教育委員会教育長の任命同意について 

 

〇議長（寺田 優君） 日程８、議案第42号 利島村教育委員会教育長の任命同意についてを議案と
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いたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 146ページをお開きください。議案第42号 利島村教育委員会教育長の任命同

意について。 

  下記の者を下記の任期により利島村教育委員会教育長に任命したいので、地方教育行政の組織及

び運営に関する法律第４条第１項の規定により議会の同意を求める。 

  氏名、三室哲也。 

  任期、令和６年10月１日より令和７年９月30日。 

  なお、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第５条第１項の規定により、任期は現教育長の

残任期間となる。 

  令和６年９月、提出者東京都利島村長、村山将人。 

〇議長（寺田 優君） 人事案件でありますが、何か質問ありますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないようですので、質疑を終了いたします。 

  これより採決を行います。 

  議案第42号 利島村教育委員会教育長の任命同意についてを採決いたします。 

  議員は投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、全員の賛成ですので、議案第42号 利島村教育委員会教育長の任命同意については

可決、承認することといたします。 

  以上をもちまして、議案に付された案件は全て終了いたしました。 

 

    ◎教育長挨拶 

 

〇議長（寺田 優君） ここで、９月30日に退任されます弟子丸教育長よりご挨拶があります。 

  弟子丸教育長。 

          〔教育長（弟子丸知樹君）登壇〕 

〇教育長（弟子丸知樹君） 議員の皆様、議長も含めまして、退任に当たりお時間をいただきまして、

誠にありがとうございます。 

  まず、新教育長の議案、今し方可決をいただきましたけれども、誠にありがとうございます。新
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しい教育長の下、この２年間進めてきた利島の教育改革という流れがさらに進んでいくと思われま

すので、何とぞ議員の皆様にご協力のほど、よろしくお願いできればというふうに思ってございま

す。 

  一方で、本日の例えば補正予算の議題について、執行部の説明、不十分だったところもあろうか

なと思いますけれども、ご理解を得られず否決というふうになってございます。補正予算について

は、否決されることの住民生活に影響を及ぼすというところも実際ございますので、本日、例えば

理由のところで明確なところがなく反対の議決をされたというところ、議員の方もいらっしゃった

かと思いますけれども、住民生活への影響を鑑み、なぜ否決というところになったのかというとこ

ろは、当然我々もそうでございますけれども、議員の皆様もより丁寧な説明が求められるというこ

とになるというのは、大変僭越ながら一言だけ申し上げることができたというふうに思ってござい

ます。 

  その上で、改めましてですけれども、突然ですが、在籍ちょうど丸２年になります、９月末をも

って。退任して、10月１日付で文部科学省に帰任をするというふうなところになりました。議員の

皆様含めて、島民の皆様にとても温かく迎え入れていただきまして、誠にありがとうございました。 

  また、利島の子供たちに対して、いろんな行事等々でよく、私個人の思いもあるのですけれども、

物事の表側だけではなく、裏側のところも想像できるという子供になってほしいなというお話をさ

せていただいておりましたが、まさに私自身に一番言えることかなというふうに思ってございます。

今役場の執行部にいる管理職の皆さんもそうなのですけれども、何分慣れない生活もあった中で、

私の気づかない様々な場面で皆様にお助けをいただいているというふうに日々感じておったところ

です。 

  そんな中で、在任期間中を少し振り返りますと、令和４年10月に着任をいたしまして、コロナの

流行も少し落ち着いてきた時期でございました。ですので、利島村がもう一度人口300人の小離島で

あるというところの強みを生かした取組を行っていけないかというふうに思いまして、例えば以下

のような取組を進めてまいったのかなと思ってございます。 

  村山村長と一緒に、新しい教育大綱である人づくりが島づくり大綱というのを策定したり、議員

の皆様に同意をいただきながら、伊豆諸島初の義務教育学校への移行というところも実現をさせる

ことができました。また、学校施設の改修の検討であったり、15の春をサポートするための自立シ

ート、懇談会、支援制度、また教師が育つ利島の実現に向けた各種取組、また運動会、文化祭とい

うところ、午後の部として実行委員会方式で復活させるというふうなところも取り組んできたとこ

ろの一つかなというふうに考えているところです。 

  うまく言い表せているか分からないのですけれども、利島村でこれからも幸せに、我々島民楽し

く暮らしていくといったところのためでいくと、所属や、例えば年齢によって、自分たちとあの人

たちというふうに分けて考えるのではなくて、島民である私たちが利島村、利島という同じ船に乗
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っているような、そういった感覚がすごく大事なのではないかなというふうに思ってございます。

自分たちの力で何とかいい島にしていこうよという話をさせていただいたこともあったかと思いま

すけれども、そういった感覚が大事なのではないかというふうに思っているところです。 

  また、ご理解をいただきながら取り組んできた取組も、そのような一体感のある島づくりという

のを目指して実施をしてきたものでありますので、繰り返しではあるのですけれども、利島村が小

離島であるといったところの強みを生かしまして、300人で同じ船に乗っているのだというような感

覚を共有していけるといいのではないかなというふうに思ってございます。 

  一方で、私の力不足なところもあったかなというふうに思ってございます。ですので、道半ばな

取組というところを幾つか残しながら、退任せざるを得なくなってしまうというのも正直なところ

です。例えば、今農協のところに貼ってあるのですけれども、島民提案型のとしま島民教室という

ものを新たに始めようと思っておりますが、まさに募集をしているばかりというか、そういったと

ころでありますし、新しい教育大綱の中で利島っ子カリキュラムというのを銘打っている部分がご

ざいますけれども、それについての検討はこれからであったり、積み残しもあるというのが正直な

ところでございます。 

  新しく着任をされる三室新教育長の下、これらの取組をさらに強力に前に進めていっていただけ

るのではないかなというふうに思ってございますので、ぜひこれからも引き続き利島村教育委員会

と利島村役場と、ご理解のほどよろしくお願いをいたします。 

  すみません、多分５分ぐらいいただいてしまったのですが、お時間をいただきまして誠にありが

とうございました。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） ２年間でしたけれども、本当にありがとうございました。また帰ってから頑

張ってください。 

  この議会のメンバーも今回で終わりで、10月には選挙がありますので、皆さんは出る人は頑張っ

てしのぎを削ってきてください。 

  村山村長から何かございますか。 

          〔「いいえ」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないですか。 

 

    ◎閉会の宣告 

 

〇議長（寺田 優君） それでは、全ての議案が終了いたしましたので、これで終了したいと思いま

す。 

  皆様、どうもご苦労さまでございました。 
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                                   （午後 ２時４７分） 
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